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一般安全予防措置

注記 ユーザーが遵守する必要がある特別な要件を示し ます。 

INFICON Protec P3000 (XL) リークデ ィ テ ク タは、本取扱説明書に従って適切に使用
された と き、安全かつ効率的な運転を行えるよ う に設計されています。 ユーザーは、
本章および本取扱説明書に記載されているすべての安全予防措置を注意深 く 読み、
これら を厳格に遵守する責任があ り ます。 Protec P3000 (XL) は、 本取扱説明書に記
載されている適切な条件下でのみ運転し て く だ さい。 ト レーニングを受けた作業員
のみが運転および メ ンテナンスを行う こ とができます。 特定の要求や規則に関し て
は、 地域、 国内および国際の関係機関にお問い合わせ く だ さい。 詳細な安全、 運転、
またはメ ンテナンスに関するその他のご質問は、 カス タ マーサービスにお問い合わ
せ く だ さい。

次の予防措置に従わない結果、 人的重傷に至る可能性があ り ます ：

警 告

人的な危険を防止するために、 厳格に遵守する必要がある手順を示し ます。

注 意
リークデ ィ テ ク タ P3000 (XL) の損傷や破壊を防ぐために、 厳格に遵守する必要が

ある手順を示し ます。 

警 告

大音量オーデ ィ オによる聴覚の損傷害

音量は85  dB (A)  を超える こ とがあ り ます。    

音量を大き く 設定する場合は、 デバイスから離れて く だ さい。

必要に応じ て聴覚保護具を使用し て く だ さい。

警 告

爆発の危険性

Protec P3000 (XL) を爆発危険エ リ アで使用する と、 爆発性混合物の発火につなが
る可能性があ り ます。

Protec P3000 (XL) は、 爆発危険エ リ ア外でのみ使用し て く だ さい。
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次の予防措置に従わない結果、 機器の損傷に至る可能性があ り ます ：

警 告

水が停滞し ている場所でデバイスを運転し ないで く だ さ い。 また、 デバイス上に

水滴やその他の液体が付着し た場合は、 直ちにふき取って く だ さい。

Protec P3000 (XL) は室内運転専用です。

警 告

高温な表面で Protec P3000 (XL) を使用し ないで下さい。

警 告

接地線を持つ 3 線式電源ケーブルのみを使用し て く だ さい。 接地線が接続されて

いない Protec P3000 (XL) の運転は認められていません。

警 告

感電の危険性

スニフ ァーチ ッ プの通電し ている部品に触れないよ う に し て く だ さい。 テス ト サ
ンプルは、 リーク テス ト 前に電気接続を切断する必要があ り ます。

警 告

ヒ ューズを交換する前に Protec P3000 を電源から切り離し て く だ さい。

注 意
Protec P3000 (XL) を塩基、 酸、 溶媒と接触させないで く だ さい。 また、 極度な気

候条件に曝さ ないで く だ さい。

注 意
スニ フ ァ ープ ローブのキャ ッ プナ ッ ト を緩める前に Protec P3000 (XL) をオ フ に

し て く だ さ い。 

スニフ ァーチ ッ プを交換する場合、 塵や埃が開口部に入ら ないよ う に注意し て く

だ さい。
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注 意
スニフ ァーラ イ ンを確実に接続し てから Protec P3000 (XL) を運転し て く だ さい。

注 意
ウォームア ッ プ中にスニフ ァーチ ッ プを内部校正器の開口部に挿入し ないで く だ

さい。 挿入する と、 内部校正が無効にな り、 エラー メ ッ セージが表示されます。

注 意
液体を絶対に吸引し ないで く だ さい。

テ ス ト 対象品が湿っ てい る場合（結露な ど）、防水チ ッ プの使用を推奨 し ます。

注 意
いかなる場合も、 新しい PIN を忘れないよ う にし て く だ さい。

PIN は INFICON サービスセン ターでのみリ セ ッ ト できます。

注 意
スニフ ァーラ イ ンのフ ィ ルタ を交換する前に Protec P3000 (XL) をオフ し て く だ さ

い。 

フ ィ ルタ を交換する場合、 塵や埃が開口部に入らないよ う に注意し て く だ さい。
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1 一般事項

ヘ リ ウムリークデ ィ テ ク タ Protec P3000 は、 運転可能な状態で納入されます。
しかし ながら、 開始から最適な運転条件を正し く 確保するために、  事前に本取扱
説明書を熟読する こ と を推奨し ます。 
本取扱説明書には、 Protec P3000 の機能、 設置、 起動および運転についての重要な
情報が記載されています。
本取扱説明書で指定し ない場合は、 Ptotec P3000 すべてのタ イプに適用されます
（1.1.2 項を参照し て く だ さい）。 
1 つのタ イプに特定されるは  「… のみ」  と明記されます。 「Protec P3000XL のみ」
と明記された項は、 常に スニフ ァーラ イ ン SL3000XL （高流量モー ド対応） 付きの
Protec P3000XL に適用されます。

1.1 はじめに

1.1.1 対象の用途

Protec P3000 （XL） は、 スニフ ァーアプ リ ケーシ ョ ン用のヘ リ ウムリークデ ィ テ ク
タ です。 

テス ト サンプル外部からスニフ ァープローブで リーク を検出する こ と で、 ヘ リ ウム
を加圧封入されたテス ト サンプルのリ ーク位置の特定と定量化を行 う ために使用
されます （スニフ ァー法）。

適正な運転には、 スニフ ァープローブの使用が必須であ り、 アクセサリ と し て入手
できます （カ タ ログ番号 525-001 から 525-003）。

注 意
周水が停滞し ている場所でデバイスを運転し ないで く だ さ い。 また、 デバイス上

に水滴やその他の液体が付着し た場合は、 直ちにふき取って く だ さい。

Protec P3000 （XL） は室内専用です。

注 意
酸や塩基、 溶媒等が Protec P3000 （XL） に触れないよ う に し て く だ さ い。 また、

極度な気候条件に曝さ ないで く だ さい。

注 意
十分な冷却を確保し て く だ さい （1.1.2 項を参照し て く だ さい）。

注 意
本機器は住宅地域での使用を想定し ていないため、 このよ う な環境における無線

受信に対し て十分な保護を確保できません。
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1.1.2 Protec P3000 のタ イプ

リークデ ィ テ ク タ Protec P3000 は 4 つのタ イプがあ り ます。

Protec P3000

Protec P3000 は高感度アプ リ ケーシ ョ ンに使用し ます。 SL3000 スニフ ァーラ イ ン
が必要です。

Protec P3000, 

RC バージ ョ ン

Protec P3000 RC バージ ョ ンは、 外部デ ィ スプ レ イユニ ッ ト が使用可能な Protec
P3000 です。 スニフ ァーラ イ ン SL3000 が必要です。

Protec P3000XL

Protec P3000XL は ProtecP3000 の高流量バージ ョ ンです。 

これは、 感度を下げる こ と で遠い距離のリーク を検出できますが、 通常の高い感度
の流量に切り替える こ と もできます。 両流量モー ド （高流量および低流量） を使用
するためには、 スニフ ァーラ イ ン SL3000XL が必要です。 通常のスニフ ァーラ イ ン
SL3000 でも運転できますが、 高流量モー ドは無効にな り ます。

Protec P3000XL,

RC バージ ョ ン

Protec P3000XL RC バージ ョ ンは、 外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト が使用可能な Protec
P3000XL です。 スニフ ァーラ イ ン SL3000XL が必要です。
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1.1.3 技術データ

物理的データ

電気的データ

最小検出可能リーク レー ト

Protec P3000 1 x 10-7 mbar l/s,

1 x 10-8 Pam3/s

Protec P3000XL 

「LOW FLOW
（テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ド

1 x 10-7 mbar l/s,

1 x 10-8 Pam3/s

Protec P3000XL 

「HIGH FLOW 
( コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド

1 x 10-6 mbar l/s,

1 x 10-7 Pam3/s

測定範囲

Protec P3000 5 桁

Protec P3000XL 　

「HIGH FLOW 
( コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド

4 桁

ヘ リ ウムセンサー Wise TechnologyTM センサー

センサー応答時間 450 ms

キャ ピ ラ リーを通るガス流量

Protec P3000 225 - 375 sccm*

Protec P3000XL 　

「HIGH FLOW 
( コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド

2600 - 3500 sccm*

運転準備完了までの時間 約 3 分

* 1 atm （1013 mbar ） で測定 （平均海面）。 実際の流量は大気圧や高度によ って変化
し ます。

電源電圧／周波数 （固定） 100 - 120 V, 50 / 60 Hz

207 - 236 V, 50 / 60 Hz

消費電力 200VA

保護タ イプ IP20

過電圧カテゴ リー II

ノ イズレベル < 54dBA
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その他データ

寸法 （W x H x D mm） 610 x 370 x 265

重量 27 kg

許容周囲温度 （運転中） 10 ℃～ 45 ℃

許容保管温度 -40 ℃～ 60 ℃

汚染レベル 2

最高海抜レベル 2000 m
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1.2 INFICON のサポー ト

INFICON サービス

機器を INFICON または INFICON 正規代理店に返送する場合、 機器が人体に有害な
物質を含んでいない、 および汚染されていないこ と明示し て く だ さい。

汚染されている場合は、 危険性の性質を明示し て く だ さい。

汚染申告書が添付されていない場合、 INFICON は機器を送り主に返送し ます。 

汚染申告書フ ォームを以下に示し ます。

一般事項

本書に記載されているデザイ ン、 データ等は変更される場合があ り ます。

このため、 図と実際の製品に若干の相違が生じ る場合があ り ます。

図 1 「汚染申告書」

Declaration of Contamination

 Legally binding declaration:
I/we hereby declare that the information on this form is complete and accurate and that I/we will assume any further costs that may
arise. The contaminated product will be dispatched in accordance with the applicable regulations.

 Organization/company
 Address   Post code, place

 Phone   Fax

 Email
 Name

Date and legally binding signature   Company stamp

1) or not containing any amount
of hazardous residues that
exceed the permissible ex-

 posure limits

Process related contamination of product:
 toxic no � 1) yes �

 caustic no� 1)           yes �

 biological hazard no�           yes � 2)
 explosive no�           yes � 2)

 radioactive no�           yes � 2)

 other harmful substances no� 1)           yes �

The service, repair, and/or disposal of vacuum equipment and components will only be carried out if a correctly completed declaration has 
been submitted. Non-completion will result in delay.
This declaration may only be completed (in block letters) and signed by authorized and qualified staff.

Copies:
Original for addressee - 1 copy for accompanying documents - 1 copy for file of sender

   Harmful substances, gases and/or by-products
    Please list all substances, gases, and by-products which the product may have come into contact with:

Trade/product name Chemical name
(or symbol)

Precautions associated
with substance

Action if human contact

Description of product
 Type
 Article Number
 Serial Number

 Reason for return

 Operating fluid(s) used (Must be drained before shipping.)

The product is free of any sub-
stances which are damaging to
health                                 yes �

This form can be downloaded 
from our website.

2) Products thus contami-
 nated will not be ac-
 cepted without written
 evidence of decontami-
 nation!
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1.3 開梱

すぐに運転し ない場合でも、 リークデ ィ テ ク タ Protec P3000 （XL） 納品後、 直ちに
開梱し て く だ さい。 搬送容器の外部に損傷がないこ と を確認し て く だ さい。

梱包材をすべて取り外し て く だ さい。

注記 損傷に関する ク レーム対応のために、 搬送容器や梱包材は保管し ておいて く

だ さい。

リークデ ィ テ ク タ Protec P3000 （XL） の必要部品が揃っている こ と を確認し （1.3.1
項を参照参照し て く だ さい）、 外観を入念に確認し て く だ さい。

損傷が発見された場合は、 直ちに輸送業者および保険会社に連絡し て く だ さい。 損
傷部品の交換が必要な場合は、 INFICON 受注部門に連絡し て く だ さい。

1.3.1 納入品

リークデ ィ テ ク タ Protec P3000 （XL） は運転可能な状態で納入されます。 設置の前
に 1.5 項を参照し て く だ さい。 

リークデ ィ テ ク タには、 次の品目が含まれています。

･ Protec P3000 （XL) （本体） 1 台

･ 電源ケーブル 1 本

･ ヒ ューズセ ッ ト 1 セ ッ ト

･ 予備エアフ ィ ルタ 1 枚

･ 8 mm 六角レンチ 1 本

･ 取扱説明書

- Protec P3000 （XL） 取扱説明書 1 部

- Protec P3000 （XL） イ ン ターフ ェース説明書 1 部

注記 スニフ ァーラ イ ン SL3000 および SL3000XL は様々な タ イプがあるため、 任

意のタ イプを別途注文する必要があ り ます。 スニフ ァーラ イ ン SL3000 （XL）

は、 Protec P3000 （XL） の納入品には含まれていません （1.3.2 項 アクセサリ

を参照し て く だ さい）。

注記 内部校正器 PRO-Check はアクセサリ であ り （1.3.2 項 アクセサリ を参照し て

く だ さい）、 別途注文する必要があ り ます。

注記 RC バージ ョ ンのデ ィ スプレ イユニ ッ ト および接続ケーブルは、Protec P3000

の納入品に含まれないため、別途注文する必要があ り ます （1.3.2 項 アクセサ

リ を参照し て く だ さい）。
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1.3.2 アクセサリ

Protec P3000

Protec P3000XL のみ

RC バージ ョ ンのみ

Protec P3000 用スニフ ァーラ イ ン SL3000 カ タ ログ番号／部品番号

SL3000-3 ： 長さ 3 m 525-001

SL3000-5 ： 長さ 5 m 525-002

SL3000-10 ： 長さ 10 m 525-003

SL3000-15 ： 長さ 15 m 525-004

SL3000 用スニフ ァーチ ッ プ

ST312 ： 長さ 120 mm、 リ ジ ッ ド 122 13

FT312 ： 長さ 120 mm、 フ レキシブル 122 14

ST200 ： 長さ 200 mm、 リ ジ ッ ド 122 18

FT250 ： 長さ 250 mm、 フ レキシブル 122 66

ST385 ： 長さ 385 mm、 リ ジ ッ ド 122 15

FT385 ： 長さ 385 mm、 フ レキシブル 122 16

FT600 ： 長さ 600 mm、 フ レキシブル 122 09

ST500 ： 長さ 500 mm、 リ ジ ッ ド、
角度 （45°）

122 75

スニフ ァー用防水チ ッ プ 122 46

Protec P3000XL 用スニフ ァーラ イ ン SL3000XL

SL3000XL-3 ： 長さ 3 m 521-011

SL3000XL-5 ： 長さ 5 m 521-012

SL3000XL-10 ： 長さ 10 m 521-013

SL3000XL-15 ： 長さ 15 m 521-014

SL3000XL 用スニフ ァーチ ッ プ

ST 312XL ： 長さ 120 mm リ ジ ッ ド 122 80

FT 312XL ： 長さ 120 mm フ レキシブル 122 81

ST 385XL ： 長さ 385 mm リ ジ ッ ド 122 82

FT 385XL ： 長さ 385 mm フ レキシブル 122 83

FT 250XL ： 長さ 250 mm フ レキシブル 122 85

外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト  

デスク ト ッ プ仕様 551-100

ラ ッ ク設置仕様 551-101

外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト 用接続ケーブル

長さ 5 m 551-102

長さ 0.7 m 551-103
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全ての Protec P3000 タ イプ共通

SL3000(XL) 用ホルダー 525-006

ヘ リ ウム内部校正器 PRO-Check 521-001

ヘ リ ウム外部校正器

S-TL 4 ： 1.0 ... 1.2 x 10-5 Pam3/s 122 37

S-TL 5 ： 2.0 ... 6.0 x 10-6 Pam3/s 122 38

S-TL 6 ： 6.0 ... 8.0 x 10-7 Pam3/s 122 39



一般事項 17

取
扱

説
明

書

1.4 本書の使用方法

運転上の安全と保護に関する重要な記述は、 次のよ う に強調されます ：

注記 ユーザーが準拠すべき特別な要件を示し ます。

1.4.1 真空技術に関するマーク

本取扱説明書で使用されている重要な真空技術の記号を次に示し ます ：

1.4.2 用語の定義

「Main Menu （メ イン メニュー）」

メ ニューボタ ン を押し た と きに最初に現れる メ ニューです。

サブ メニュー

「Main Menu（メ イ ン メ ニュー）」 からアクセスするすべてのメ ニューから構成されま
す。 これらのサブ メ ニューの多 く は、 許可のない変更を防止するためにパスワー ド
を設ける こ とができます （4.4.1 項も参照し て く だ さい）。

メニュー項目

1 つのメ ニュー系統を指し ます。

デフ ォルト条件

Protec P3000 の工場出荷時のステータ スです。

サービスメニュー

「Service （サービス）」 サブ メ ニューから構成される メ ニュー系統です。 サービス メ
ニューはメ イ ン メ ニューからナビゲーシ ョ ンボタ ンを使用し てアクセス し ます。

警 告

人的な危険を防止するために、 厳格に遵守する必要がある手順を示し ます。

注 意
リークデ ィ テ ク タ P3000 （XL) の損傷や破壊を防ぐために、 厳格に遵守する必要が

ある手順を示し ます。

ダイアフ ラムポンプ 真空計
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「Autozero （オー トゼロ）」 

ヘ リ ウムバッ クグラウン ドの決定および補正を行います。 

この機能によ り、 内部ヘ リ ウムバッ クグラウン ド を実際の測定値と し て出力する こ
と を避けるために、 リーク レー ト 信号の内部 「ZERO （ゼロ）」 レベルを決定し ます。 

補正によ っ て負のリ ーク レー ト が得られた場合は、 得られた最小測定値が 「ZERO
（ゼロ）」 になるよ う に、 保存されているオフセ ッ ト 値を変更し ます。

これによ り、 減衰するバッ クグラウン ド にも自動的に適応し ます （適応型バッ クグ
ラウン ド補正）。

内部バッ クグラウン ド

測定システム内に存在するヘ リ ウム分圧です。 内部バッ クグラウン ド レベルは常に
測定され、 測定信号から差し引かれます。

「I ・ Guide （I ・ ガイ ド） モード」

「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ド では、 様々なテス ト プ ラ ンを事前にプログラムでき
ます。

テス ト の実施中、 オペレータに対し て次の行動が常に促され、 テス ト プ ラ ンが終了
するまでガイ ド されます。

テス ト対象品

リーク テス ト を行う対象品を指し ます。

表示限界

測定単位およびオペレータによる設定に応じ て、 表示される測定データが制限され
ます。
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1.5 Protec P3000 の外観

図 2 　 Protec P3000 の外観

番号 説明 番号 説明

1 メ イ ンデ ィ スプレ イ 4 スニフ ァーラ イ ン用レモコネク タ

2 スピーカー 5 搬送用ハン ドル

3 内部校正器 PRO-Check

1

2

3
45
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1.6 設置

1.6.1 セ ッ ト ア ッ プ

搬送用ロ ッ クの取り外し ：

搬送用ロ ッ クは、 Protec P3000 の底面に取り付けられている黄色の ノ ブが付いたネ
ジです。

リークデ ィ テ ク タ を起動する前にこのネジを取り外し て く だ さい。 

Protec P3000 は、 直ちに運転可能な状態で納品されます。 最初の起動については、
3.1 項を参照し て く だ さい。

図 3 　 起動前の搬送用ロ ッ クの取り外し

注 意
設置前に搬送用ロ ッ ク を取り外し て く だ さい。

注 意
P3000 （XL） の十分な換気を確保するために、 両側に障害物のない 20 cm 以上の

スペースを設けて く だ さい。 背面には 10 cm 以上のスペースが必要です。

さ らに、本体ユニ ッ ト の両側になある輸送用のハン ドルには換気口があるため、塞
がないで く だ さい。

Protec P3000 （XL） から熱源を離し て く だ さい。

いつでも電源スイ ッ チ、 または電源プ ラグに手が届 く よ う に配置し て く だ さい。
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1.6.2 機械的接続

スニフ ァーライン SL3000 （XL）

Protec P3000 （XL） を運転するには、 スニ フ ァ ーラ イ ン SL3000 （XL） を接続する
必要があ り ます。 

スニフ ァーラ イ ンの接続部は、 Ptotec P3000 （XL） の正面、 内部校正器 PRO-Check
の左側にあり ます。

スニ フ ァ ーラ イ ン コ ネ ク タの赤い点と、 フ ロ ン ト パネルのスロ ッ ト を合わせなが
ら、 コネク タがかみ合う まで挿入し て く だ さい。

コネク タ を外すと きは、 カ ッ プ リ ングを引きながら、 スニフ ァーラ イ ンを取り外し
て く だ さい。

防水チップ （オプシ ョ ン） 

完全に乾いていない部品のリーク テス ト （例えば、 性能試験後の水滴 ) を実施する
場合は、 防水チ ッ プの使用を強 く 推奨し ます。

防水チ ッ プを取り付けるには、 

1 スニフ ァーチ ッ プの先端にある金属製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ を取り外し ます。

2 取り外し た部分に防水チ ッ プを取り付けます。

注記 防水チ ッ プに切り替える と き、 小さいゴムシールの取り付けを忘れないで く
だ さい。

内部校正器 PRO-Check （オプシ ョ ン） 

本体ユニ ッ ト のハウジ ングの開口部に内部校正器 PRO-Check を挿入 し て く だ さ
い。

リ ークデ ィ テ ク タ に D-Sub プ ラグが適切に接続されている こ と を確認し て く だ さ
い。

注記 適切に挿入されている と き、 内部校正器 PRO-Check は約 10 mm 突出し ま
す。

図 4 　 防水チ ッ プの取り付け
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PRO-Check を最初に使用する と きは、 Protec P3000 のソ フ ト ウ ェ アにおける校正
器の使用を初期化する必要があ り ます。

次の手順で実施し て く だ さい ：

1 Protec P3000 （XL） の開口部に PRO-Check を適切に挿入し ます。

2 ソ フ ト ウ ェ ア メ ニューの 「History & Maintenace （リ レキ＆メ ンテナンス ： 履歴＆メ ンテナン
ス）」 / 「REPLACE PRO-CHECK （PRO- Check ヲ コウカ ンシテ クダサイ ： PRO-Check の交
換）」 に進みます。

3 PRO-Check に同封されている 「Inspection Ceritificate （ ： 検査証明書）」 のシ リ ア
ル番号と 12 桁のコー ド を確認し ます。 １ 行目にシ リ アル番号、 2 行目に 12 桁の
コー ド を入力し て、 OK を押し ます。

注記 OK を押す前に、 Protec P3000 に内部校正器 PRO-Check を取り付けて く だ さ
い。

注記 PRO-Check 有効期限の警告  （7.7.5 項を参照し て く だ さい）。

図 5 　 内部校正器 PRO-Check 初期設定



一般事項 23

取
扱

説
明

書

RC バーシ ョ ンのみ

RC バージ ョ ンは、 内蔵デ ィ スプレ イユニ ッ ト の代わり に、 コネク タ プレー ト が取
り付けられています。

5 m の接続テーブル （カ タ ログ番号 551-002） で外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト を接続
し、 ネジで固定し て く だ さい。

SL3000 用ホルダー （オプシ ョ ン )

オプシ ョ ンのスニ フ ァ ーラ イ ン SL3000 用のホルダーがあ り ます ( カ タ ログ番号
525-006)。

図 7 に示すよ う に、 ホルダーは本体ユニ ッ ト の左右どち らかに設置し ます ( 右も し
く は左利きオペレータ用 )。

設置について図 8 に記載し ます。本体ユニ ッ ト のフ ロン ト パネルの青い部分の上部
に 2 つの小さ なスロ ッ ト があ り ます。 ホルダーを水平に保持し、 ホルダーの 2 つの
小さ なフ ッ ク を 2 つのスロ ッ ト ( 右または左側のいずれか ) に挿入し ます。

フ ッ ク を挿入し たまま、 ホルダーを下に下ろ し ます。 ホルダー裏側のマグネ ッ ト に
よ り、 正面金属に自動的に取り付きます。 スニフ ァープローブグ リ ッ プをホルダー
の開口部に挿入し、 ホルダーに保持されるまで下ろ し ます。

図 6 　 外部デ ィ スプレ イ付き Protec P3000XL ： （a） デスク ト ッ プ使用 （左側）、 （b） ラ ッ ク
設置仕様 （右側 )

(a) (b)

図 7 　 スニフ ァーラ イ ンホルダーの使用
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1.6.3 電気的接続

注記 電気的接続については、 地域の規則に常に従って く だ さい。 Protec P3000

（XL） の定格電圧は、 電源ス イ ッ チ左側の銘板に記載されています。 Protec

P3000 （XL） の電源電圧は固定されてお り、 変更できません。 それぞれの電

源線にはヒ ューズがあ り、 電源ソケ ッ ト に統合されています （図 9）。

Protec P3000 （XL） への主電源電圧は、 リークデ ィ テ ク タに同梱されている脱着式
の電源ケーブルを経由し て供給されます。 主電源ソケ ッ ト は本体背面にあり ます。

図 8 スニフ ァーラ イ ンホルダーの設置

図 9 　 電気的接続

番号 説明 番号説明

1 ヘ ッ ド ホンポー ト 4 銘板

2 I/O ポー ト 5 電源スイ ッ チ

3 RS232 イ ン ターフ ェース 6 電源コネク タ

注 意
Protec P3000 （XL） を主電源に接続する前に、 Protec P3000 （XL） の定格電圧が

地域の主電源と一致し ている こ と を確認し て く だ さい。

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6
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1.6.4 RS232 イ ン ターフ ェース

Protec P3000 （XL） は、 本体ユニ ッ ト の背面右側に RS232 イ ン ターフ ェースを備え
ています。

このイ ン ターフ ェースは DCE タ イプ （Data Communication Equipment ： データ通信
機器） であ り、 PC を接続する こ と でモニ タ リ ングおよびデータ ロギングを行 う こ
とができます。

接続には市販の D-Sub プ ラグを使用し ます。詳細は 「Protec P3000 イ ン ターフ ェー
ス説明書」 を参照し て く だ さい。

1.6.5 I/O ポー ト

I/O ポー ト によ り、 PLC （programmable logic control ： プログラマブルコ ン ト ローラ）
を経由し た外部機器による コ ン ト ロール、 およびアナログデータ通信を行う こ とが
できます。 詳細については、 6.1 項を参照し て く だ さい。

I/O ポー ト を使用する こ とによ り、 Protec P3000 （XL） の機能の一部の外部コ ン ト
ロール、測定データや Protec P3000 （XL） のステータ スを外部機器へ通信できます。

リ レ ー接点を通 し て、 ト リ ガー レ ベルお よび Protec P3000 （XL） の運転モー ド
（「Ready （ ： 準備完了）」） を監視できます。

警 告

接地線を持つ 3 線式電源ケーブルのみを使用し て く だ さい。 接地線が接続されて

いない Protec P3000 （XL） の運転は認められていません。
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2 Protec P3000 （XL) の動作

2.1 機能の説明

Protec P3000 （XL） は、 スニフ ァーラ イ ンを通し てヘ リ ウムを取り込み、 ヘ リ ウム
センサーを使用によ ってヘ リ ウム量を検出し、 センサー信号を定量的な リーク レー
ト に変換し ます。

Protec P3000 （XL） は、 次の主要なサブアセンブ リから構成されています。

･ ヘ リ ウムデ ィ テ ク タ と し て機能する Wise Technology センサー

･ 様々な動作状態を コ ン ト ロールするバルブホルダー

･ ガスをセンサーに送り込むダイアフ ラムポンプ

･ ガス流量を コ ン ト ロールする イ ンレ ッ ト システム

･ 電源供給と信号調節に対応する電気および電子サブアセンブ リ

デ ィ テ ク タは真空状態で運転し ます。 すなわち、 デ ィ テ ク タの運転圧力は数万 Pa
です。 真空状態はダイアフ ラムポンプによ り生成されます。 センサーの圧力は、 ピ
エゾ真空計によ り測定され、 通常の運転状態では約 25,000 Pa です。

2.2 サブアセンブ リの説明

2.2.1 フ ォアラ イ ンポンプ

Protec P3000 （XL） のダイアフ ラムポンプはフ ォアラ イ ンポンプ と し て働きます。

本ポンプに関するすべてのデータおよび詳細情報は、 取扱説明書に記載されていま
す。

フ ォアラ イ ンポンプは、 スニフ ァーラ イ ン SL3000 （XL） のガス流量を生成し ます。

2.2.2 Wise TechnologyTM センサー

ヘ リ ウムデ ィ テ ク タ （Wise TechnologyTM センサー） は密閉されたガラスハウジン
グで構成され、 ガラスハウジング内部の圧力を正確に決定する測定デバイス、 およ
び多数の小さ な石英窓を持つ メ ンブレンチ ッ プを備えています。
このメ ンブレンはヘ リ ウムのみを透過し、 その他すべての空気成分はメ ンブレン
によ り阻止され、 ガラスハウジング内部に入る こ とができません。 十分なヘ リ ウ
ムをすばや く 透過するために、 石英 メ ンブレンは加熱されます。
ガラスハウジング内部では、 全圧が正確に測定されます。 ヘ リ ウムのみがガラス
ハウジング内に入るため、 全圧はヘ リ ウムの分圧と等し く な り ます。
決定されたガラスハウジング内部はセンサー外部のヘ リ ウム分圧に比例し ます。

2.2.3 バルブホルダー

バルブホルダーは、Wise Technology センサーへのガス流量を コ ン ト ロールするバル
ブを備えています。

これらのバルブはシステムの感度選択に使用され、 高いヘリ ウム汚染に対し て保護
モー ド を有効にし、 システムを 「STANDBY （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー ド に設
定し ます。
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Protec P3000 のソ フ ト ウ ェ アは常に状況を分析し、 コ ン ト ロールユニ ッ ト を経由し
て適切なバルブ位置を設定し ます。

2.2.4 コ ン ト ロールアセンブ リ

コ ン ト ロールアセンブ リ （マイ ク ロプロセ ッサ） は、 Protec P3000 （XL） 電子機器
の中心的アセンブ リ です。

コ ン ト ロールアセンブ リは、 その他すべてのサブアセンブ リ を コ ン ト ロールおよび
監視し ます。

Protec P3000 （XL） 全体のステータ スがマイ ク ロプロセ ッサに常に通知され、 適切
に対応し ます。

オペレータからのコマン ド を受け取り、 測定値やメ ッ セージを出力するために、 コ
ン ト ロールサブアセンブ リはデ ィ スプレ イユニ ッ ト と リ ン ク し ています。
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2.3 ディ スプレイおよびユーザーインターフ ェースの説明 

2.3.1 本体ユニ ッ ト デ ィ スプレ イ

本サブアセンブ リは、 オペレータ との通信に使用し ます。

デ ィ スプレ イの両側にある 8 個のボタ ンから コマン ド を受け取り、デ ィ スプレ イ を
経由し て測定結果と メ ッ セージを出力し ます。

RC バージ ョ ンのみ

RC バージ ョ ンは、 内蔵デ ィ スプレ イユニ ッ ト の代わり に、 コネク タ プレー ト が取
り付けられています。

外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト が接続されていないと き も、プ ラグの左側にある 2 つの
LED が Protec P3000 （XL） のステータ スを通知し ます。

･  緑の LED は Protec P3000 （XL） が運転中である こ と を示し ます （電源オン）。 外部デ ィ
スプレ イ を接続し ている場合は緑の LED が点灯し、 外部デ ィ スプレ イが検出し ていない
場合は点滅し ます。

･ 赤の LED の点滅はエラー メ ッ セージを示し、 点灯は警告を示し ます。

デ ィ スプレ イユニ ッ ト が接続されていない場合には、 エラー メ ッ セージあるいは警
告が SL3000 スニフ ァーラ イ ンの両方のボタ ンを同時に押すこ と で、 認識される場
合もあ り ます。

外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト には、 さ らに 4 つのボタ ンがあ り ます。

･ START / STOP ボタ ンに機能はあ り ません （外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト を使用するその
他の INFICON リークデ ィ テ ク タにおいて、 これらのボタ ンが必要になる場合があ り ま
す）。

･ MENU ボタ ンでソ フ ト ウ ェ ア メ ニューを開きます。

･ ZERO ボタ ンを押すと、 現在のバッ クグラウン ド をゼロに設定し ます （「ZERO （ゼロ）」
の詳細については 4.4.1 項を参照し て く だ さい）。

図 10 　 本体ユニ ッ ト デ ィ スプレ イ

番号 説明 番号 説明

1 メ ニューボタ ン 1 から 4 2 メ ニューボタ ン 5 から 8
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2.3.2 プローブデ ィ スプレ イ付きスニフ ァーラ イ ン SL3000 （XL)

プローブハン ドルは、 Protec P3000 （XL） を リ モー ト で運転するための小型デ ィ ス
プレ イ を備えてお り、 本体ユニ ッ ト にアクセスする こ と な く 通常のリーク検出運転
を実施できます。

デ ィ スプレ イに加え、 スニフ ァープローブは 2 つのボタ ンを備えています。 左ボタ
ンは、 すべての運転モー ド において ZERO ボタ ン と し て機能し ます。 左ボタ ンを押
すと、 現在のバッ クグラウン ド を 「ZERO （ゼロ）」 に設定し ます （「ZERO （ゼロ）」
の詳細については 4.4.1 項を参照し て く だ さい）。

右ボタ ンは、Protec P3000 が設定されている現在の運転モー ド に応じ て様々な機能
を持ちます ：

• 標準運転モー ド ：

- Protec P3000 ： 機能な し

- Protec P3000XL ： 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド と 「LOW FLOW
（テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ドの切り替え

･ 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ド ：

- 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムによるナビゲーシ ョ  ン （すべての設定に有効）

図 11 　 LED 付き コネク タ プレー ト

1

2

3

プローブデ ィ スプレ イ

ボタ ン

ZERO ボタ ン

図 12 　 プローブデ ィ スプレ イ付きスニフ ァーラ イ ン SL3000 （XL)
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プ ローブハン ド ルは、 リ ー ク テ ス ト を実施 し てい る場所を照 ら すために、 ス ニ
フ ァーチ ッ プのフ ラ ンジに複数の LED を備えています。

LED は強い光を備えています。 直視する と瞬きが中断され視線が固定されるため、
網膜が過熱される可能性があ り ます。

LED を 「不意に」 見て し ま う と きは、 瞬きによ り目を保護し て く だ さい。

視線を常に動かすこ とによ っても、 網膜の過熱や損傷を防ぐ こ とができます。

2.3.3 内部校正器 PRO-Check

Protec P3000 （XL） には、 内部校正器 PRO-Check があ り ます。

内部校正器 PRO-Check は、 Protec P3000 （XL） が正確に機能し ている こ との検証
に使用されます。 これは、 正確な校正や必要に応じ た Protec P3000 （XL） の再校正
も含まれます。

内部校正器 PRO-Check は、 ハウジング正面に挿入されています。

スニフ ァーチ ッ プを円錐形の校正器開口部に挿入する と、 ラ イ ト バリ アを経由し て
自動的に検出されます。

図 13 　 プローブハン ドル

警 告

スニフ ァーラ イ ンの LED を長時間または近距離で直視し ないで く だ さい。 目に損

傷を与える可能性があ り ます。
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本体ユニ ッ ト をア ク セス困難な場所に置いた場合、内部校正器 PRO-Check を本体
ユニ ッ ト から取り外し、 市販の D-Sub コ ネク タ延長コー ド を経由し て本体ユニ ッ
ト に接続する こ と で容易にア ク セスできます。

これによ り、内部校正器 PRO-Check を、オペレータがア ク セス しやすい場所に置
く こ とができます。

図 14 　  内部校正器 PRO-Check

図 15 　 リ モー ト で使用するために内部校正器 PRO-Check を本体ユニ ッ ト から取り外し た 　
　 様子

J060-030P

J060-030P
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注記 内部校正器 PRO-Check は Protec P3000 （XL） の納入品に含まれないため、

別途注文する必要があ り ます （1.3.2 項 アクセサリ を参照し て く だ さい）。

注記 内部校正器 PRO-Check を購入し ていない場合、 警告 71 （「No communication

with test leak （ナイブ リーク ト  ツウシン フ カ ： 内部校正器と通信不可）」） が

最初の起動時に発生し ます。 「Settings （セ ッ テ ィ ング）」 / 「Interfaces （イ ン

ターフ ェース）」 / 「PRO-Check」 で 「Disable （ムコウ ： 無効）」 を選択し、

以後の警告を止めて く だ さい （4.5.6 項を参照し て く だ さい）。

注記 PRO-Check 有効期限の警告  （7.7.5 項を参照し て く だ さい）。

図 16 　 リ モー ト で使用するための接続

番号説明 番号説明

1 内部校正器のコネク タ 2 Protec P3000 （XL） ハウジングの
コネク タ

1

2
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3 Protec P3000 （XL） の運転

3.1 起動

Protec P3000 （XL） を組み立てます （1.5 項を参照し て く だ さい）。 電源ケーブルと
スニフ ァーラ イ ンを接続し Protec P3000 （XL） の電源スイ ッ チをオン し ます。 電源
スイ ッ チは背面にあり ます。

Protec P3000 （XL） は、 オペレータの干渉な し で自動的に起動し ます。 起動手順に
おいて、 ポンプが起動するまでは 「Wait for igniation （テン カジュ ンビチュウ ： 点火
準備中）」 メ ッ セージが表示されます。

起動中は 「Foreline pressure （ア ラ ビキアツ リ ョ ク ： フ ォ ア ラ イ ン圧力） 」 と スニ
フ ァーラ イ ンの 「Actual flow （リ ュウ リ ョ ウ ： 流量）」 が明記されます。

ポンプがオン後の 「Self-test （セルフ テス ト ） 」 においては、 すべてのハー ド ウ ェ
ア確認が実施されます。

次に 「Wait for sensor current （センサー カ レン ト  マチ ： センサー電流待ち）」 メ ッ
セージが表示されます。

「WARMING UP （ウォームア ッ プ）」 段階の進行はバーグラ フで示されます。

注記 起動手順は、 通常 2 から 3 分継続し ます。 しかし ながら、 長時間の電源オフ

後は、 Protec P3000 （XL） の起動に最大 20 分を要し ます。 Protec P3000 （XL）

の長時間の電源オフ後の起動動作の改善については 3.8 項を参照し て く だ さ

い。 Protec P3000 （XL） をオン し、 起動手順が完了する と、 測定の準備が整

います。別のス ター ト 機能はあ り ません。スニフ ァーラ イ ン SL3000 （XL） は、

測定するためにイ ン レ ッ ト 圧力を十分に低 く 維持する よ う 設計されていま

す。

搬送用ロ ッ ク を取り外さ ない場合、 「Wait for sensor current （センサー カ レン ト  マ
チ：センサー電流待ち）」 から Protec P3000 （XL） が立ち上がらない場合があ り ます。
スニフ ァーラ イ ンが正し く 取り付けられている こ と を確認し て下さい。

注記 スニフ ァーラ イ ンを取り付けた場合のみ、 Protec P3000 を運転できます。

図 17 　 電源ケーブルの接続

番号説明 番号 説明

1 電源スイ ッ チ 2 電源ケーブル接続部
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3.5 項に対応する校正は、機器をオン し てから 20 分以上経過し てから実施する こ と
を推奨し ます。

注記 内部校正器 PRO-Check を購入し ていない場合、 警告 71 （「No communication

with test leak （ナイブ リーク ト  ツウシン フ カ ： 内部校正器と通信不可）」 が

最初の起動時に発生し ます。 「Settings （セ ッ テ ィ ング）」 / 「Interfaces （イ ン

ターフ ェース）」 / 「PRO-Check （PRO-Check）」 で 「Disable （ムコウ ： 無効）」

を選択し、 以後の警告を止めて く だ さい （4.5.6 項を参照し て く だ さい）。

3.2 本体デ ィ スプレ イユニ ッ ト のコ ン ト ロール

すべてのセ ッ ト ア ッ プおよびコ ン ト ロール機能は、 本体デ ィ スプレ イ を経由し た メ
ニュー構造に統合されています。

8 つのコ ンロ ト ールボタ ンの機能は、 LCD デ ィ スプレ イ上に表示されます。

測定中は、 メ イ ン イ ン ターフ ェースであるプローブハン ドルデ ィ スプレ イが適切な
リーク テス ト に必要な情報を表示し ます。

起動後、 Protec P3000 （XL） は自動的に測定モー ド にな り ます。

バーグラ フ表示

現在検出されている リーク レー ト が、 対数スケールのバーグラ フで表示されます。

現在選択されている ト リ ガーレベルは黒い線、 現在選択されているサーチレベルは
点線で示されます。

サーチレベルを超えた場合、 デ ィ スプレ イ上部にベルマークが表示され、 ト リ ガー
レベルを超えた場合、 ベルマークが点滅し （鳴り） 始めます。

図 18 　  測定画面

番号 説明

1 オーデ ィ オ音量ボタ ン

2 メ ニューボタ ン

3 「CAL （ ： 校正）」 ボタ ン

4 ZERO ボタ ン

5 ガスパラ メ ータ リ ス ト ボタ ン

6 情報ボタ ン

1

2

3

4

5

6

7

8
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ガスタ イプ （等価冷媒）

現在選択されているガス タ イプ （ヘ リ ウムまたは等価冷媒） は、 デ ィ スプレ イ上部
の左側に示されます。

Protec P3000XL のみ ：

Protec P3000XL を高流量モー ド で運転する場合、本体デ ィ スプレ イのガス タ イプは
暗い背景上に反転文字で表示されます。 スニフ ァーデ ィ スプレ イ も同様です。

オーデ ィ オ音量ボタン

デ ィ スプレ イ左側中段の 2 つのボタ ンによ り、 アラームの音量をいつでも調整する
こ とができます。 2 つのボタ ンのいずれかを押すと、 現在選択されている音量がス
ピーカーから流れ、同時にステータ スバーにバーグラ フ と し て表示されます。また、
デ ィ スプレ イの一番下、 ステータ スバーの最初の入力部分にも選択し た値が表示さ
れます。 この値は、 本体のスピーカーにのみ適用されます。 異なる タ イプのアラー
ムを選択するには、 4.4.2 項を参照し て く だ さい。

メニューボタン 

デ ィ スプレ イ左側下の ボタ ンを押すと、 メ イ ン メ ニューが開きます。

メ ニューモー ドは、 ユーザーに機器の設定や特別な機能の入力の多 く の可能性を提
供し ます。

「CAL （ ： 校正）」 ボタン

デ ィ スプレ イ右側上のボタ ンによ り、Protec P3000 の外部校正をいつでも開始でき
ます。

外部校正実施方法の詳細は、 3.5.3 項を参照し て く だ さい。

図 19 　 リークがある場合の測定画面

番号 説明

1 選択されたガス タ イプ （等価冷媒またはヘ リ ウム）

2 サーチレベル超過の表示

3 有効な警告の表示

4 オーデ ィ オ音量レベル

5 リーク レー ト のバーグラ フ表示
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ZERO ボタン

ZERO ボタ ンを短 く 押すと、 ゼロレベルが更新されます。 「ZERO （ゼロ）」 機能の詳
細は、 4.4.1 項 を参照し て く だ さい。

ガスパラ メータ リス ト ボタン 

最大 4 つのガスパラ メ ータ を Protec P3000 に保存ができます。

複数のガスパラ メ ータ セ ッ ト がセ ッ ト ア ッ プ されている場合、測定画面のデ ィ スプ
レ イの右側に リ ス ト ボタ ンが現れます。

このボタ ンを押すと、 新しいガスパラ メ ータ （異なる等価な冷媒、 異なる ト リ ガー
レベルなど） を選択できます。異なるガスパラ メ ータのセ ッ ト ア ッ プ方法の詳細は、
4.3.1 項を参照し て く だ さい。

インフ ォボタン 

イ ン フ ォボタ ン （デ ィ スプレ イ右側下） を押すと、 Protec P3000 のステータ ス情報
が表示されます。 詳細は、 3.4.3 項を参照し て く だ さい。

ステータスバー

本体デ ィ スプレ イ下部のステータ スバーには、 ステータ ス情報が示されます。

先頭には現在選択されているオーデ ィ オアラームの音量が明記されます。次の 「！」
の付いた小さ な黒い三角形は、 有効な警告がある こ と を示し ます。

ボタンロ ッ ク

「CAL （ ： 校正）」、 ZERO、　 ボタ ンをロ ッ クできます。 これによ り、 これらの
機能を保護できます、 「Settings （セ ッ テ ィ ング）」 > 「Display （ヒ ョ ウジ ： 表示）」 >
「Function keys （フ ァ ン クシ ョ ンキー ： 機能ボタ ン）」 を参照し て く だ さい。

図 20 　 「Function keys （フ ァ ン クシ ョ ンキー ： 機能ボタ ン )」 
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3.3 プローブデ ィ スプレ イのコ ン ト ロール

プローブハン ドルのデ ィ スプレ イには、 メ イ ンデ ィ スプレ イ と同様の情報が表示さ
れます。

現在検出されている リ ーク レー ト はバーグ ラ フ で示されます。 2 行目には リ ーク
レー ト が数値で表示されます （本体デ ィ スプレ イ と同じ測定単位） 。 3 行目の行に
は、 等価なガス タ イプ （例えば、 He や R134 など） が明記されます。

Protec P3000XL のみ ：

Protec P3000XL を高流量モー ド で運転する場合、等価ガスは暗い背景上に反転文字
で表示されます。

スニフ ァープローブには 2 つのボタ ンがあ り ます。 左ボタ ンを押すと、 現在のバッ
クグラ ウン ド値を 「ZERO （ゼロ）」 に設定し ます。 「ZERO （ゼロ）」 機能の詳細は、
4.3.1 「ZERO （ゼロ）」 を参照し て く だ さい。 右プローブボタ ンは、 「I ・ Guide （I ・ ガ
イ ド） 」 モー ド （3.4.2 項を参照し て く だ さい） のナビゲーシ ョ ン、 または内部校正
（3.5.2 項を参照し て く だ さい） の開始に使用し ます。

右プローブボタ ンは、 「I・Guide （I・ ガイ ド）」  モー ド （3.4.2 項を参照し て く だ さい )

のナビゲーシ ョ ン、 または内部校正 （3.5.2 項を参照し て く だ さい） の開始に使用し
ます。

3.4 測定の実施

Protec P3000 には、 2 つの運転モー ドがあ り ます。

･ 標準運転モー ド （Protec モー ド に対応）

･ 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 運転モー ド

図 21 　 標準運転モー ド におけるスニフ ァーデ ィ スプレ イ

番号説明 番号 .説明

1 リーク レー ト を表示するバーグラ フ 3 等価ガス

2 リーク レー ト

1

3
2

警 告

感電の危険性

スニフ ァーチ ッ プで通電部品に触れないで く だ さい。 テス ト サンプルはテス ト 前
に電源から切り離す必要があ り ます。
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「Standyby （スタンバイ ： スリープ）」 機能

Protec P3000 には 「STANDBY （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 機能があ り、 使用し てい
ない時間におけるスニ フ ァ ープローブへの不必要な汚染物質の流入を防止する こ
と で、 フ ィ ルタおよびセンサーの寿命を延ばし ます。

Protec P3000 は、事前設定された時間プローブを動かさ ないと自動的にス タ ンバイ
にな り （本機能の詳細な設定方法は、 4.3.1 項 を参照し て く だ さい）、 プローブを動
かすこ と で自動的に運転を再開し ます。

Protec P3000 は、 「Main menu （メ イ ン メ ニュー） 」 の 「Standby （ス タ ンバイ ： ス
リープ）」 ボタ ンを押すこ と で手動で 「STANDBY （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー ド
に設定する こ と もできます。

運転を再開するには、 スニフ ァーチ ッ プを動かす、 あるいは、 「Main manu （メ イ ン
メ ニュー）」 の 「Start （ス ター ト ）」 ボタ ンを押し ます。

多湿環境における運転

水分 （例えば、 水滴） が発生する環境における運転のための防水チ ッ プ （カ タ ログ
番号 12246） があ り、 必要に応じ て Protec P3000 への液体の流入を防止し ます。 防
水チ ッ プの詳細な設置方法は、 1.6.2 項を参照し て く だ さい。

保護モードおよび高いヘリウムバッ クグラウン ド

Protec P3000 は、 多量のヘ リ ウム汚染に対する保護モー ド を備えています。

汚染モー ドは、 グロス リーク検出後のリークデ ィ テ ク タのク リーンア ッ プを促進し
ます。Protec P3000 が 「GROSS MODE（グロスモー ド）」に切り替わる場合、「GROSS」
表示と音響信号が発生し ます。 多量のヘ リ ウムを検出 し た場合、 Protec P3000 は
「HELIUM CONTAMINATERD （ヘ リ ウム オセン サレテイマス ： ヘ リ ウム汚染）」 メ ッ
セージを表示し ます。

リ ークデ ィ テ ク タは、 ク リ ーンア ッ プ後に自動的に測定モー ド に戻り、 「GROSS」
表示もな く な り ます。 

注記 「HELIUM CONTAMINATERD（ヘ リ ウム オセン サレテイマス：ヘ リ ウム汚染） 」

が表示されている間は、 Protec P3000 の電源オフ、 または 「STANDBY （ス タ

ンバイ ： ス リープ）」 モー ド にし ないで く だ さい。 センサー内部の高いヘリ ウ

ムレベルが閉じ込められ、 Protec P3000 のク リーンア ッ プのための排気がで

きな く な り ます。 高濃度のヘ リ ウムに汚染された Protec P3000 をオフする

と、 その後の起動時間の著しい増加を もたら し ます。 意図せず発生し た場合

は、Protec P3000 をオン し、測定モー ド になるまで 「Warm up （ウォーム ア ッ

プ）」 で放置し ます。

注記 リーク レー ト  < 1 x 10-6 Pam3/s 範囲の高流量モー ド では、 30 秒間で現在の

バッ クグラウン ド値まで減少し ます。「CONTAMINATION LIMIT（コ ン タ ミ ネー

シ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界） 」 の詳細な設定方法は、 4.4.1 項を参照し て く だ

さい。

注 意
いかなる液体も吸引し ないで く だ さい。
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3.4.1 標準操作モー ド

Protec P3000 を特定のアプ リ ケーシ ョ ンの要求に合わせてセ ッ ト ア ッ プ し、 校正
（3.5 項を参照し て く だ さい） されている と き、 測定は次のよ う に実施し ます ：

最初に、 スニ フ ァ ープ ローブの ZERO ボ タ ン を短 く 押し ます。 Protec P3000 は、
「ZERO （ゼロ）」 レベル （すなわち、 1 x 10-8 Pam3/s の検出限界） に作用するすべ
ての干渉影響を取り除きます。 次に、 リークが疑われる箇所にスニフ ァーチ ッ プを
可能な限り近づけて保持し ます。 必要に応じ てチ ッ プをテス ト 対象品に接触させま
す。 溶接の継ぎ目などをテス ト する場合は、 溶接の継ぎ目に沿って動かす速度が 4
cm/s （1.6 in /s） を超えないよ う にし て く だ さい。 チ ッ プ と テス ト 対象品の距離は
可能な限り小さ く し て く だ さい。

リークが検出される とバーが増加し ます。 Protec P3000 は、 プログラムされた ト リ
ガーレベルと測定された リーク レー ト を常に比較し ます。 ト リ ガーを超える と、 プ
ローブデ ィ スプレ イのバッ クグラウン ドの色が緑から赤に変化し ます。 同時に、 プ
ローブハン ドルのスピーカーからアラーム音が発生し、 プローブハン ドルがわずか
に振動し ます。 その他の ト リ ガー値超過の表示と し て、 スニフ ァーチ ッ プのフ ラ ン
ジの 3 つの白色 LED が点滅し ます。

アラーム音が発生し たら、 直ちにチ ッ プをテス ト 箇所から離し ます。

安定し た リーク レー ト の表示後、ZERO ボタ ンを再度押し てテス ト を繰り返し ます。
このよ う にする と、 測定エラーを防止し、 リーク を特定できます。

Protec P3000XL のみ ：

Protec P3000XL は高流量モー ド （スニフ ァーラ イ ン SL3000XL の使用が必要です）
を使用できます。高流量モー ド に設定し た と き、遠い距離のリーク を検出できます。
高流量モー ドは、 ガス タ イプが反転色表示される こ と で示されます （プローブデ ィ
スプレ イ も本体デ ィ スプレ イ と同様です） 。 継ぎ手のテス ト のと きは、 スニフ ァー
チ ッ プは継ぎ手から 10 mm （0.4 in） 以上離さ ないてで く だい。

溶接の継ぎ目などテス ト する と きは、 スニフ ァーチ ッ プは溶接の継ぎ目から最大距
離 10 mm （0.4 in）、 速度 4 cm/s （1.6 in /s） を超えないよ う にし て く だ さい。

図 22 リーク検出時のスニフ ァーデ ィ スプレ イ
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リークが検出が検出された場合 （および近づける場合） 、 リーク をよ り容易に特定
するために Protec P3000XL を （右プローブボタ ンを押し て） 低流量モー ド に切り
替えます。 ガス タ イプが反転色表示ではな く な り ます。 リーク を探すため、 リーク
疑われる範囲に、 再度スニフ ァーチ ッ プを可能な限り近づけます。 リークが疑われ
る範囲でスニフ ァーチ ッ プを前後に動かし、 リーク箇所を特定し ます。

リーク レー ト 信号が最大を示す場所に リークが発生し ています。

3.4.2 「I ・ Guide(I ・ ガイ ド）」 運転モー ド

「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 運転モー ドは、 オペレータへの適切なスニフ ァーリーク検
出技術の適用をサポー ト し ます。

「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 オペレータ ガイ ド モー ド では、 テス ト する様々なユニ ッ ト
向けに事前にプログラムし たパラ メ ータ を保存し ます。 1 つのテス ト 対象品におけ
るテス ト 位置の数、 各位置におけるテス ト 時間、 次のテス ト 位置に移動するまでの
時間をプログラムできます。 さ らに、 テス ト 対象品において許容される最大総リー
ク レー ト が保存されます。 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ド では、 事前にプログラム
し たテス ト 手順を最大 10 種類保存できます。

注記 テス ト 箇所の数をゼロに設定し た場合、 Protec P3000 は、 総リーク レー ト を

確認する こ と な く 連続モー ド で運転 し ますが、 適切なテス ト のためのタ イ

マー信号は出力し ます。

3.4.2.1 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドの起動

「I ・ Guide （I ・ ガイ ド） 」 モー ド を起動するために、 メ イ ン メ ニューから 「Settings
（セ ッ テ ィ ング）」 ＞ 「Setup I ・ GUIDE （セ ッ ト ア ッ プ I ガイ ド）」 を選択し ます。

運転メ ニューにおいて、 左側のボタ ンで 1 行目の項目を 「ON （オン） 」 に変更し、
OK を押し ます。 Protec P3000 は、 リ ス ト 中で有効になっている最初のプログラム
を自動的に選択し ます。 メ ッ セージ画面が現れ、 オペレータに 「I ・ Guide （I ・ ガイ
ド）」 が有効になったこ と を通知し ます （ 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムで設
定し たガスが選択されます）。

セ ッ ト ア ッ プ方法と 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド） 」 プログラムについては、 4.4.4 項を参
照し て く だ さい。

標準運転モー ド に切り替えるには、 「OFF （オフ）」 を選択し、 「OK」 を押し ます。

「Button On/Off （オン / オフ）」 によ り、 次のテス ト 箇所を指示するスニフ ァーラ イ
ン SL3000 （XL） の機能を変更できます。

図 23 　 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドへの切り替え
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3.4.2.2 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムの選択

「Select I ・ GUIDE （セン タ ク  I ・ GUIDE ： I ・ ガイ ドの選択） 」 メ ニューを開 く には、
デ ィ スプレ イ右側のプログラムリ ス ト ボタ ンを押し ます。

「Select I ・ GUIDE （セン タ ク  I ・ GUIDE ： I ・ ガイ ドの選択））」 メ ニューにおいて、 使
用するプログラム番号をハイ ラ イ ト 表示させ、 OK を押し ます。 新しいプログラム
が読み込まれます。

図 24 　 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドの測定画面

番号 説明

1 プログラムリ ス ト

図 25 　 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムの選択
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3.4.2.3 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムの使用

「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 運転モー ドの測定画面には、 選択し たプログラム、 プログ
ラムに保存されたガス タ イプ、 および、 合計の総リーク レー ト が表示されます。

Protec P3000XL のみ

Protec P3000XL を 「High flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド で運転し てい
る場合、 ガス タ イプはスニフ ァープローブデ ィ スプレ イ と同様に本体デ ィ スプレ イ
に反転文字 （暗い背景上） 表示されます。

全ての Protec P3000 タ イプ

Prorec P3000 の 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 メ ッ セージバーは、 ユーザーの行動を促
し ます。 まずは、 最初のテス ト 位置への移動を求めます。 また、 プローブデ ィ スプ
レ イにも、 「okay pos. 1? （ ： テス ト 位置 1 ですか？ ）」 メ ッ セージが表示されます。
スニフ ァーチ ッ プが正しい位置に到達し たら、 右プローブボタ ンで確認し ます。

最初のテス ト 位置を確認する と、 「leak check point 1 （リークチ ェ ッ ク ノ  ポイ ン ト
1 ： リーク確認位置 1）」 メ ッ セージが本体ユニ ッ ト デ ィ スプレ イに示され、 （テス ト
プログラムに保存された） 測定時間経過が測定画面の下部に表示されます。 測定時
間中は、 スニフ ァーチ ッ プが正しいテス ト 位置に保持されている こ と を確認し て く
だ さい。 このと き、 本体ユニ ッ ト から カチカチ とい う音が出力され、 通知音によ り
測定時間の経過が示されたら、 再度スニフ ァーチ ッ プを移動できます。

測定時間が経過する と、 「Move to point 2 （ポイ ン ト  2 ヘ イ ド ウ ： 位置 2 へ移動）」
メ ッ セージが本体デ ィ スプレ イに表示されます。 プローブデ ィ スプレ イには、 「tip
to pos. 2 （ ： 位置 2 へ移動 ）」 メ ッ セージが表示されます。 スニフ ァーチ ッ プを次
のテス ト 位置まで移動し、 デ ィ スプレ イに表示された待機時間が経過し たら、 次の
測定を開始し ます。 待ち時間が経過する前にオペレータが測定を開始し よ う と し た
場合、 次の測定が可能になるまで、 メ ッ セージバーに 「please wait （スコ シ オマチ

図 26 　  測定中の 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 画面

番号 説明 番号 説明 番号説明

1 選択し たプログラム 4 測定時間 6 ZERO ボタ ン

2 選択し たプログラムの
保存されたガス タ イプ 

5 テス ト し ている
ユニ ッ ト の合計の
総リーク レー ト

7 「I・Guide （I・ガイ ド）」
ボタ ン

3 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」

メ ッ セージバー

3

4

5

21

3

76
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クダサイ ： お待ち く だ さい） 」 メ ッ セージが表示されます。 右プローブボタ ンでス
ニフ ァーチ ッ プが適切な位置にある こ と を確認する こ と で、 次の測定を開始できま
す。

事前にプログラムし たテス ト 位置の確認する と、 次の図のよ う にユニ ッ ト 全体のテ
ス ト 結果が表示されます。 選択し たテス ト プログラムと プログラムに保存されたガ
ス タ イプが再度明記され、その下に合計の総リーク レー ト  が表示されます。総リー
ク レー ト が総リーク レー ト ト リ ガーよ り小さい場合は、「Global leak check okay! （グ
ローバル リークチ ェ ッ ク OK! ： 総リーク レー ト 合格）」 メ ッ セージが表示され、 そ
の下に各テス ト 位置のテス ト 結果が表示されます。

注記 リ ークが検出されない各位置に対し ては、 現在選択されている表示下限が、

発生する可能性のある最大リーク レー ト と し て各位置の総リーク レー ト に加

算されます （最悪の場合を想定）。

合計の総 リ ーク レー ト が総リ ーク レー ト ト リ ガーを超えた場合は、 「Global trigger
exceeded ! （グローバル ト リ ガー ヲ コ エマシ タ ： 総リーク レー ト ト リ ガー超過）」
メ ッ セージが表示されます。

図 27 　  次の位置を リ クエス ト する 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 画面

図 28 　 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムの結果 ： 合格し たテス ト 対象品

番号 説明 番号 説明

1 プログラム名称 3 各位置のテス ト 結果

2 ガス タ イプ

2

3

1
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右プローブボタ ンを押すこ とによ り、 次のテス ト サイ クルを開始し ます。

注記 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドは、 タ イマー信号のみでも使用できます。 「No.

of points （ポイ ン ト  スウ ： テス ト 位置の数）」 が 0 に設定された場合、 Protec

P3000 は総リーク レー ト 機能を使用せずに、 継続的に次の位置へ促し ます。

注記 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドは、 要求に応じ た リーク レー ト の合計にも使

用できます。

「No. of points （ポイ ン ト  スウ ： テス ト 位置の数）」 が 99 に設定された場合、
右プローブボタ ンを 2 秒以上長押し （または、 98 番目の測定後自動的に）
する と、 合計の総リーク レー ト が結果画面に表示されます。

3.4.3 情報

本体デ ィ スプレ イの情報ボタ ンを押すと、 「General info （イ ッパン ジ ョ ウホウ ： 一
般情報）」 ページが開きます。 画面には、 使用し ている ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン、 日
付と時刻の情報、 および、 現在設定されているオーデ ィ オ音量と最小音量が明記さ
れます。

有効な警告がある場合、 ガス情報の代わり に表示されます。

図 29 　 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムの結果 ： 不合格のテス ト 対象品

図 30 　  エラーまたは警告のない情報ページ
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「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ド で運転し ている と き、 情報ページは、 現在選択され
ているプログラムの情報 ： 選択されたプログラム名称、 プログラムで使用されるガ
ス、 テス ト 位置の数、 選択された測定時間と待ち時間、 および総リーク レー ト ト リ
ガーを明記し ます。

3.5 校正およびセルフ テス ト

Protec P3000 は、 内部校正器 PRO-Check による内部校正、 または外部校正器 （カ
タ ログ番号 12237 - 12239） による外部校正ができます。

注記 電源オンから最初の 20 分以内に校正を開始する と警告が出力されます。

起動から最初の 20 分以内は Protec P3000 を校正し ないで く だ さい。 また、
起動から最初の 20 分以内に校正の検証を行う と、 誤った結果につながる可
能性があ り ます。

校正は、 実際のウォームア ッ プ時間が 20 分以上の場合 （例えば、 Protec 
P3000 のすばやい再起動後） のみ、 確認および継続し ます。

内部校正器 PRO-Check は、 Protec P3000 の内部校正と セルフ テス ト に使用できま
す。

注記 内部校正器 PRO-Check は、 温度補償式校正器です。

これは、 本体ユニ ッ ト に電気的に接続し ている と きのみ使用できます。 本体
ユニ ッ ト への接続は、 ポー ト に直接挿入、 または D-Sub 延長コー ド経由で
行います。

PRO- Check 本体に印刷されている リーク レー ト は、 20 ℃ （68 F） でのみ有
効であ り、 温度や時間によ り大き く 変化し ます。

内部校正器 PRO-Check を補正するための温度センサー、 および補正曲線が
保存されたソ フ ト ウ ェ アを備えてお り、 本体ユニ ッ ト に接続された と きの温
度変化による リーク レー ト を自動的に補正し ます。

本体ユニ ッ ト に接続されていない内部校正器 PRO-Check による校正または
検証は、 Protec P3000 の誤った校正を引き起こ し、 誤ったテス ト 結果につな
がり ます。

図 31 　 有効な警告のある情報ページ
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3.5.1 校正の検証 （プルーフ機能）

注記 検証は、 2 つのいずれかの運転モー ド ： 標準運転モー ド、 または 「I ・ Guide

（I・ ガイ ド）」 モー ド においてのみ実施できます。 メ ニューが開いている場合、

検証は開始し ません。

スニフ ァーチ ッ プを内部校正器 PRO-Check の開口部に挿入し た場合、 校正の検証
（プルーフ機能） が自動的に開始されます。 スニ フ ァーチ ッ プを校正器の開口部に
保持し ている間、 Protec P3000 は PRO-Check からの数値を確認し ます。 その後、
スニフ ァーチ ッ プを開口部から離すよ う に要求されます。

注記 検証手順中、 右プローブボタ ンまたは本体デ ィ スプレ イの 「CAL （ ： 校正） 」

ボタ ンを押すこ と で、 いつでも内部校正を開始できます。

検証の結果は、概要画面に表示されます。検証プロセスが成功し た場合、「Sensitivity
check OK （カ ン ド チ ェ ッ ク OK ： 感度チ ェ ッ ク OK）」 メ ッ セージが表示されます。

PRO-Check の測定値が範囲外である場合、｢ Recalibration required!（サイ コウセイ ヨ
ウキュウ ： 再校正要求） ｣ メ ッ セージが反転表示されます。

測定モー ド に戻るには、 右プローブボタ ンまたは本体デ ィ スプレ イの 「OK」 を押し
ます。

Protec P3000XL のみ

Protec P3000XL では、 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 と 「LOW FLOW
（テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ドの校正係数が検証されます （図 33 を参照し
て く だ さい） 。 しかし ながら、 選択された流量モー ドの情報に対し てのみ、 検証の
合格または不合格を関連付けます。 選択されていないモー ドの結果は、 結果画面の
下部に参照と し て表示されます。

図 32 　 Protec P3000 のプルーフ機能の結果
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3.5.2 内部校正  

注記 校正は、 2 つのいずれかの運転モー ド ： 標準運転モー ド、 または 「I ・ Guide

（I・ ガイ ド）」 モー ド においてのみ実施できます。 メ ニューが開いている場合、

校正は開始し ません。

測定モー ドの間に、 スニフ ァーチ ッ プを内部校正器 PRO-Check の開口部に挿入し
ながら右プローブボタ ンを押すと、 校正が自動的に開始されます。 スニフ ァーチ ッ
プを校正器の開口部に保持し ている間、 Protec P3000 は校正器を測定し ます。 その
後、 スニフ ァーチ ッ プを開口部から離すよ う に要求されます。 内部校正完了後、 校
正結果の要約画面が表示されます。 古い校正係数と新し い校正係数が表示されま
す。 校正プロセス中に有効な警告が確認されている場合、 「With active warning (s)!
（ケイ コ クサド ウ ： 有効な警告あ り）」 メ ッ セージが記載されます。 

前の （よ り正確な） 外部校正結果の意図せず上書きする こ と を防止するため、 オペ
レータは 「Accept new values （anyway） ? （ア タ ラ シイスウチ ヲ ヨ ウニンシマス
カ ： 新しい値を保存し ますか？）」 を選択し ます。

図 33 　 Protec P3000XL のプルーフ機能の結果

図 34  内部校正の結果
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3.5.3 外部校正

外部校正において、Protec P3000 では > 5 x 10-7 Pam3/s、Protec P3000XL の高流量
（3000 sccm） では > 5 x 10-6 Pam3/s のリーク レー ト の使用を推奨し ます。

校正器のリーク レー ト が < 5 x 10-6 Pam3/s の場合、 Protec P3000XL は自動的に低
流量モー ド で校正し ます。

注記 生産環境に著し く 増加し たバッ クグラウン ドが広がっている場合、 校正のた

めに大きい リーク レー ト が必要になる こ とがあ り ます。

外部校正は、 ユーザーがい く つかの指示に従って行う半自動プロセスです。 校正プ
ロセスは、 測定モー ドから 「CAL （ ： 校正）」 ボタ ンを経由し ていつでも開始できま
す （メ ニューが開いている、 または機能がロ ッ ク されている場合を除きます） 。 校
正プロセスは 「ESC」 ボタ ンによ り いつでもキャ ンセルできます。

「CAL （：校正）」 を押し た後、表示される リーク レー ト が使用する外部校正器のリー
ク レー ト と等し いこ と を確認し て く だ さ い。 リ ーク レー ト が異なる場合は、 「EDIT
LEAK RATE （リ ーク リ ョ ウ ヘンシ ュウ ： リ ーク レー ト の編集） 」 を押し、 リ ーク
レー ト 値を入力し ます。 その後、 「START （ス ター ト ）」 を押し、 校正プロセスを開
始し ます。

スニフ ァーチ ッ プを、 外部校正器の開口部に保持し て く だ さい。 スニフ ァーチ ッ プ
で外部校正器の開口部に可能な限り近づけて保持し ますが、 スニフ ァーチ ッ プで開
口部を塞がないで く だ さい。 外部校正器からのヘ リ ウムに加え、 い く らかの空気が
スニフ ァーチ ッ プに入る必要があ り ます。 バーグラ フで示される リーク レー ト 信号
が安定し たら 「OK」 を押し ます。 Protec P3000 が校正器のリ ーク レー ト を読んで
いる間、 スニ フ ァ ーチ ッ プ を開口部の前で し っか り と保持 し ます。 「Please wait...
（スコ シ オマチクダサイ .... ： お待ち く だ さい）」 テキス ト がこの間に表示されます。

図 35 　 外部校正器のリーク レー ト のセ ッ ト ア ッ プ
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校正された リーク信号の解析が完了する と、 「Sniff air ! （エアー ヲ スイ コム ： 空気
を吸入）」 メ ッ セージ が表示されます。 校正器の開口部からスニフ ァーチ ッ プを離
し、 できる限り ヘ リ ウム源から遠い空気中でスニフ ァーチ ッ プを保持し ます。 バー
グラ フが安定し た信号を表示するまで待ち、 「OK」 を も う一度押し ます。

校正が完了するまで、 「Please wait.. （スコ シ オマチクダサイ … ： お待ち く だ さい）」
メ ッ セージが表示されます。

外部校正の完了後、 校正結果の要約画面が表示されます。 古い校正係数と新しい校
正係数が表示されます。校正プロセス中に有効な警告が確認されている場合、「With
active warning（s）!（ケイ コ クサド ウ：有効な警告あ り）」 メ ッ セージが記載されます。 

図 36 　 外部校正中の校正画面

図 37 　  外部校正中の 「Sniff air ! （エアー ヲ スイ コム ： 空気を吸入）」 リ クエス ト
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3.6 「Standby （ス タ ンバイ ： ス リープ）」

使用し ていない場合、 Protec P3000 は部品の消耗を防ぐため、 事前に定めた時間が
経過する と自動的に 「STANDBY （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー ド にな り ます。

「STANDBY （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー ド では、 スニフ ァーフ ィ ルタの保護と セ
ンサー寿命を守るため、 スニフ ァーラ イ ンの流量がシャ ッ ト ダウン し ます。

オペレー タがスニ フ ァ ーを動かし た場合、 運動センサーが行動を検出 し、 Protec
P3000 を通常運転に戻り ます。Ptotec P3000 は約 5 秒後に再測定の準備が整います。

Protec P3000 が 「STANDBY （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー ド になるまでの時間の
設定方法の詳細は 4.4.1 項 （「VACUUM & ACCESS （シン クウ & アクセス ： 真空 & ア
クセス）、 「STANDBY DELAY （ス タ ンバイ オク レ ： ス タ ンバイ遅延」）） を参照し て
く だ さい。

3.7 停止

Protec P3000 を停止するには、 Protec P3000 の運転モー ド に関わらず、 電源スイ ッ
チ （図  17） をオフ し ます。 入力し たパラ メ ータは Protec P3000 に保存されます。
電源オンにする と、 Protec P3000 は前回電源オフ し た と き と同じ ステータ スで復
帰し ます。

図 38 　 外部校正の結果
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3.8 バッ クア ッ プユニ ッ ト と し て直ぐに利用するための
保管

保管中のセンサーユニ ッ ト 内部の （空気からの） ヘ リ ウム蓄積によ り、Protec P3000
の起動時間は、1 日の保管当た り約 1.5 分長 く な り、最大起動時間は約 1 時間です。

Protec P3000 をバッ クア ッ プユニ ッ ト と し て使用し、生産ラ イ ンにおける利用を中
断し ないこ と を確保する場合、 Protec P3000 は次のよ う に保管し ます。

1 Protec P3000 の電源を接続し たまま停止し ます。

2 Protec P3000 と電源の間にク ロ ッ ク タ イマーを取り付けます。

3 ク ロ ッ ク タ イマーをプログラムし、週 2 回 （少な く と も 4 日ご と） Protec P3000 を 
1 時間電源オン し ます。

注記 工場が停電になった場合のために、 ク ロ ッ ク タ イマーをバッ テ リー保護する

こ と で電源オンのプログラムが失われないよ う にし ます。

この方法による最大起動時間は約 7 分です。
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4 Protec P3000 の設定

4.1 メ ニュー構造

メ ニューボタ ンを押すと、 メ イ ン メ ニューページが開きます。 次のオプシ ョ ンが表
示されます。

その後のサブ メ ニューでは、 頻繁に使用する次の機能が発生し ます ：

参照と し て、 メ イ ン メ ニューのメ ニュー構造を次に示し ます。

図 39 　 「Main Menu （メ イ ン メ ニュー )」 画面

↑↓ 「上矢印」 および 「下矢印」 ボタ ンは、 記載された メ ニュー項目をスク ロー
ルできます。 現在選択されている メ ニュー項目は、 反転色でハイ ラ イ ト さ
れます。 「上矢印」 と 「下矢印」 ボ タ ンは、 新し い設定の数値変更にも使
用されます。

? ヘルプ機能 ： このボタ ンを押すと、 ページの使用方法に関する追加情報が
表示されます。

Esc 変更を反映せずに前のページに戻り ます。

Back メ ニュー構造の 1 つ上のレベルに戻り ます。

OK リ ス ト から選択し た項目を許可、 または入力し た新しい値を許可し ます。

すべてのメ ニューを終了し、 メ イ ン画面に戻り ます。 メ ニューボタ ンを再
度押し た場合、 ソ フ ト ウ ェ アは、 このボタ ンによ り終了し た メ ニューペー
ジへジャ ンプ し ます。 「Back （モ ドル ： 戻る）」 ボタ ンを押すと、 画面が 1
つ上のレベルに戻り、 最後には測定画面ページに戻り ます。
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図 40 　 メ ニュー構造
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4.2 サービス メ ニュー

サービス メ ニューはパスワー ド 保護されています。 サービス メ ニューに入るには、
PIN の入力が必要です。

4.3 等価ガスの選択および ト リ ガー値の設定

Protec P3000 は、 ヘ リ ウムのリーク レー ト 、 または冷媒の等価ガスのリーク レー ト
と し て検出できます。 最大で 4 つの異なるパラ メ ータ セ ッ ト を Ptotec P3000 に保
存できます。 しかし ながら、 オプシ ョ ンの等価ヘ リ ウムリーク レー ト を加えた 1 つ
のタ イプのリーク レー ト のみが、 測定画面に表示されます。 「Gas Trigger （ガス ト リ
ガー）」 メ ニューでは、 選択された等価ガス と現在の ト リ ガー値が表示されます。

デフ ォル ト 設定では、 ヘ リ ウムのみが最初のパラ メ ータ セ ッ ト と し てセ ッ ト ア ッ プ
されています。 残りの 3 つのセ ッ ト はブ ラ ン ク （「<---->」） です。 編集されたセ ッ
ト のみがガスパラ メ ータ リ ス ト に記載され、 測定画面のリ ス ト ボタ ンを通し て直接
読み込むこ とができます。

4.3.1 ガスパラ メ ータの編集

「GAS 1 （ガス 1）」 から 「GAS 4 （ガス 4）」 のボタ ンのいずれかを押すと、 選択し
たガスパラ メ ー タ に関する情報ページが開き ます。 使用されていないパラ メ ー タ
セ ッ ト はブ ラ ン ク （「<---->」） にな り ます。 現在の設定を変更するには、 「上矢印」
および 「下矢印」 ボタ ンで項目をスク ロールし、 「EDIT （ヘンシュウ ： 編集）」 ボタ
ンで項目を選択し ます。

開いた情報ページには、 等価ガスの名称 （またはヘ リ ウム） 、 測定モー ド、 および
現在選択されている ト リ ガー値が表示されます。 表示下限がこの情報に続きます。
さ らに、 使用するヘ リ ウム濃度、 ヘ リ ウムの充填圧力、 冷媒の充填圧力、 および補
正係数が表示されます。

「Name  （ナマエ ： 等価ガスの名称）」

冷媒の等価ガスのリ ーク レー ト を表示するには、 「Edit Gas （ヘンシ ュウ ガス ： ガ
ス編集）」 サブ メ ニューに行き、 「Name （ナマエ） ： 等価ガスの名称」 項目を選択し
ます。

図 41 　 「Gas 1 （ガス 1)」  の編集
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「Edit （ヘンシュウ ： 編集）」 ボタ ンを押し、 「Gas Selection （ガスセン タ ク ： ガス選
択）」サブ メ ニューの「Library Gas（ガス ラ イブ ラ リ）」 から等価な冷媒を選択し ます。

ガス名称をブ ラ ン ク （ 「<----->」 ） に設定する こ と で、 ガスパラ メ ータ を完全に削
除できます。

注記 1 つ以上のパラ メ ータ セ ッ ト がセ ッ ト ア ッ プ されている （すなわち、 ガス名

称 「<----->」 が 2 つ以内） 場合、 測定画面の右側に リ ス ト ボ タ ンが現れま

す。 リ ス ト ボタ ンを押すと、 異なるガスパラ メ ータ セ ッ ト 選択へのシ ョ ー ト

カ ッ ト が提供されます。

「Additional Helium （He ノ ヒ ョ ウジ ： ヘリウムリークレー トの表示）」

このサブ メ ニューは、等価ガスで運転し ている と きのみ利用できます。Protec P3000
は、 等価ガスのリーク レー ト に加えて、 ヘ リ ウムのリーク レー ト を測定画面に表示
し ます。 この機能は、 「selected （セン タ ク シ タ ： 選択）」 または 「not selected （セ
ン タ ク シテ イナイ ： 未選択）」 のいずれかです。

デフ ォル ト ： 「not selected （セン タ ク シテ イナイ ： 未選択）」

注記 「Additional Helium （He ノ  ヒ ョ ウジ：ヘ リ ウムリーク レー ト の表示）」 オプシ ョ

ンは、 少な く と も 1 つのパラ メ ータ セ ッ ト （「Gas 1 （ガス 1）」 ... 「Gas 4 （ガ

ス 4）」） がヘ リ ウムに設定されている場合のみ利用できます。

ヘ リ ウムのリーク レー ト は、 ヘ リ ウムを設定し た最も小さいガス番号の測定
単位で表示されます。

図 42 　  「Additional Helium （He ノ  ヒ ョ ウジ ： ヘ リ ウムリーク レー ト の表示）」 の表示
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等価ガスパラ メータの編集

「Edit Gas （ヘンシュウ ガス ： ガス編集） 」 サブ メ ニューに戻り、 「He-Percentage
（ヘ リ ウム パーセン ト ： ヘ リ ウム濃度）」 項目までスク ロールし、 「Edit （ヘンシュ
ウ ： 編集）」 を押し ます。

開いたサブ メ ニューでは、 「HELIUM Press （abs.） （HELIUM （abs.） ヲ オシテ ク ： ヘ
リ ウム充填絶対圧）」、 「HELIUM Concentration （HELIUM ノ ウ ド ： ヘ リ ウム濃度）」、
および 「EQUIVAKENT GAS Press （abs.） （ ト ウカ ガス （abs.） ヲ オシテ ク ： 等価ガ
ス充填絶対圧）」 を入力できます。 入力し たパラ メ ータ セ ッ ト が Protec P3000 の補
正係数の限度を超える場合、 反転色で表示されます。 この場合は、 補正係数が通常
色で表示されるまでパラ メ ータ を調整し て く だ さい。 任意のパラ メ ータ を入力し た
ら OK を押し ます。 

注記 この メ ニ ューは希釈し たヘ リ ウムに も使用で き ますが、 表示される リ ーク

レー ト は 100％ ヘ リ ウムのリーク レー ト を基準と し て表示されます。

図 43 　 「Library Gas （ガスラ イブ ラ リ）」 からのガスの選択

図 44 「Library Gas （ガスラ イブ ラ リ）」 のガスの冷媒補正係数の調整
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注記 このメ ニューは、 ヘ リ ウムによる事前テス ト の充填圧力が、 冷媒の充填圧力

と異なる と きにも使用できます。 リ ーク レー ト は、 100％ヘ リ ウムのリ ーク

レー ト を補正し た値が表示されます。

ユーザーガスでは、 分子質量、 および動粘性係数 （Pa ・ s） の入力が必要です。

「Edit Gas （ヘンシュウ ガス ： ガス編集）」 サブ メ ニューでは、 ト リ ガー値を冷媒の
等価値で入力できます。

パラ メ ータ セ ッ ト （冷媒タ イプ、 充填圧力、 およびヘ リ ウム濃度） を、 ユーザーガ
ス と し ても保存できます。

測定画面には、ガス タ イプが冷媒の等価リーク レー ト と し て表示されます （例えば、
R134a <- He ）。

「Trigger & Unit （ト リガー タンイ ： ト リガーおよび単位）」

「Edit Gas （ヘンシ ュウ ガス ： ガス編集） 」 において、 対応する項目を選択する と
「Trigger & Unit （ ト リ ガー タ ン イ ： ト リ ガーおよび単位）」 サブ メ ニューが開きます。

ト リ ガーレベル設定を左側の 「上矢印」 および 「下矢印」 ボタ ンを使用し て変更で
きます。 適切な設定を 「OK」 ボタ ンで確認し ます。 「ESC」 ボタ ンを使用する こ と
で、 変更する こ と な く サブ メ ニューを離れる こ とができます。

リーク レー ト 単位は、 右側の 「上矢印」 および 「下矢印」 ボタ ンを使用し て変更で
きます。

図 45 　 ユーザーガスの冷媒補正係数の設定 　

図 46 　 冷媒の等価リーク レー ト の編集
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リ ー ク レ ー ト 単位は、 mbar l/s、 Pam3/s、 Torr l/s、 atm cc/s、 g/a、 oz/yr、 lb/yr、
ppm があ り ます。

デフ ォル ト 値 ： 2 x 10-5 mbar l/s

「Display limit （ヒ ョ ウジ ハンイ ： 表示下限）」

それぞれガスの表示下限を設定できます。 表示下限を変更するには、 「Edit Gas （ヘ
ンシュウ ガス ： ガス編集）」 において、 「Display limit （ヒ ョ ウジ ハン イ ： 表示下限）」
項目で 「Edit （ヘンシュウ ： 編集）」 を押し ます。 表示下限は、 係数によ り増加でき
ます。 係数の下に、 現在選択されている測定単位の絶対下限が明記されます。 係数
は  1、 2、 5、 10、 20、 50、 100 があ り ます。

Protec P3000XL（高流量モー ド）の表示下限 1 x 10-7 Pam 3/s は係数 1 に相当し ます。

他の係数における絶対表示下限は、 低流量モー ドの表示下限の 10 倍にな り ます。

図 47 　 「Trigger & Unit （ ト リ ガー タ ン イ ： ト リ ガーおよび単位）」 のセ ッ ト ア ッ プ

番号 説明 番号 説明

1 ト リ ガー値の増加 3 測定単位の変更

2 ト リ ガー値の減少 4 測定単位の変更

図 48 　 「Display limit （ヒ ョ ウジ ハン イ ： 表示下限）」 の編集
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注記 Protec P3000XL のみ ：

低流量から高流量へ切り替える （逆もまた同様） と き、 表示下限係数は変更
されずに残り ます。 すなわち、 表示下限係数が 2 に設定されている場合、 低
流量から高流量に切り替えた と き、表示下限は 2 x 10-8 Pam3/s から 2 x 10-7 
Pam3/s に自動的に調整されます。

デフ ォル ト 値 ： 2

「Search level （サーチレベル）」

追加の警告レベルを ト リ ガーレベルの割合で入力できます。 小さ な リーク を見落と
さ ないために、 ト リ ガーレベルよ り小さ く サーチレベルよ り大きい リークに対し て
警告信号を出力し ます。 サーチレベルの値は 5 から 100 % の間で設定し ます。

デフ ォル ト 値 ： 90 %

4.3.2 ガスパラ メ ータ セ ッ ト の選択

ガスパラ メ ータ セ ッ ト は、 「Edit Gas （ヘンシ ュウ ガス ： ガス編集） 」 メ ニ ューの
「Mode （モー ド）」 を 「selected （セン タ ク シ タ ： 選択）」 に設定する こ と で選択で
きます。 1 つのパラ メ ータ セ ッ ト を選択する と、 他の 3 つのパラ メ ータ セ ッ ト は自
動的に無効になるため、 選択し たパラ メ ータ セ ッ ト のみ使用されます。

4.4 「Settings （セ ッ テ ィ ング）」 のサブ メ ニュー

「Settings （セ ッ テ ィ ング） 」 サブ メ ニューでは、 リーク テス ト 手順において重要な
設定を編集できます。

4.4.1 「Vacuum & Access

（シン クウ ＆ アクセス ： 真空＆アクセス）」

「Vacuum & Access （シン クウ ＆ アクセス ： 真空＆アクセス）」 サブ メ ニューでは、
「ZERO （ゼ ロ） 」 機能、 「Flow limits （フ ロ ー リ ミ ッ ト ： 流量限界） 」 、 お よ び
「Contamination Limit （コ ン タ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」 などの監視機能
設定を編集できます。

「Zero time （ゼロタ イム）」

「ZERO （ゼロ） 」 機能は、 バッ クグラウン ドの減少を自動的に更新し、 負の値を表
示させないこ と で、 リ ークの意図し ない見落と し を防止し ます。 「Zero time （ゼロ
タ イム）」 は、 負のリーク レー ト のために、 Protec P3000 がバッ クグラウン ド レベ
ルを更新する時間です。 「Zero time （ゼロ タ イム）」 は 1.0 から 9.9 秒の間で設定で
きます。

デフ ォル ト 値 ： 5.0 秒

「Contamination Limit （コンタ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」

Protec P3000 には、 高濃度のヘ リ ウム （ヘ リ ウムによる汚染） に対する保護モー ド
があ り ます。

この機能は、 高濃度のヘ リ ウムを頻繁にみる と きに、 センサーの加速劣化を防止す
るために使用されます。 「Contamination Limit （コ ン タ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染
限界）」 は 「low （ヒ ク イ ： 低）」、 「normal （ノ ーマル） ： 中」、 および 「high （タ カ イ ：
高）」 のレベルを設定できます。 「Contamination Limit （コ ン タ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ
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ト ： 汚染限界） 」 機能は、 最後の数秒間に吸引されたヘ リ ウムの蓄積量を追跡し ま
す。 蓄積し たヘ リ ウムが事前設定し たレベル （「low （ヒ ク イ ： 低）」、 「normal （ノ ー
マル） ： 中」、 および 「high （タ カ イ ： 高）」） を超えた場合、 システム内部のヘ リ ウ
ム量が十分に減少するまで 「contaminated （ヘ リ ウム オセン サレテイマス ： ヘ リ ウ
ム汚染）」 メ ッ セージが表示されます。 しかし ながら、 「Contamination Limit （コ ン タ
ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」 の設定を低 く する と、 検出可能な最大リーク
も小さ く な り ます。

注記 「Contamination Limit （コ ン タ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」 の設定は、

「low （ヒ ク イ ： 低） 」 から始めて く だ さい。 「contaminated （ヘ リ ウム オセン

サ レ テ イ マ ス ： ヘ リ ウム汚染） 」 メ ッ セ ー ジが頻繁に発生す る 場合は、

「Contamination Limit （コ ン タ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」 を 1 レベ

ルずつ増加し ます （Wise Technology センサーを最適な状態で使用するため）。

デフ ォル ト 値 ： normal （ノ ーマル ： 中）」

デフ ォル ト ： 「normal」 （正常）

「Contamination Limit （コ ン タ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」 を低 く 設定する
と、 Protec P3000 の Wise Technology センサーの寿命が長 く な り ます。

注記 「contaminated （ヘ リ ウム オセン サレテイマス ： ヘ リ ウム汚染） 」 の間は、

Protec P3000 を電源オフ、 または 「STANDBY （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー

ド にし ないで く だ さい。 増加し たヘ リ ウムレベルがセンサー内部に閉じ込め

られ、 Protec P3000 のク リーンア ッ プのための排気ができな く な り ます。 高

濃度のヘ リ ウムに汚染されている間に Protec P3000 を電源オフする と、その

後の著し い起動時間の増加を引き起こ し ます。 誤っ て電源オフ し た場合は、

すぐに Protec P3000 を電源オン し て 「WARMING UP （ウォームア ッ プ）」 さ

せ、 測定モー ド になるまで待ちます。

「Flow limits （フローリ ミ ッ ト ： 流量限界）」 （Protec P3000 のみ） 

このサブ メ ニ ューでは、 キャ ピ ラ リ ーを通る最小および最大ガス流量を入力 し ま
す。 実際のガス流量が限界未満に低下 （例えば、 キャ ピ ラ リーの部分的な詰ま り）、
または、 限界を超えた場合 （例えば、 スニフ ァーラ イ ンの損傷による周囲の空気の
吸引）、 アラームが出力されます。 実際のガス流量に近い 「Flow limits lower （フ ロー
リ ミ ッ ト  カゲン：流量下限）」 に設定する と、Protec P3000 はフ ィ ルタやスニフ ァー

図 49 　 「Contamination Limit （コ ン タ ミ ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」 のセ ッ ト ア ッ プ
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ラ イ ンの詰ま り に さ ら に敏感に反応 し ます。 実際のガス流量に近い 「Flow limits
upper （フ ローリ ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上限）」 に設定する と、 Protec P3000 はスニ
フ ァーラ イ ンの損傷にさ らに敏感に反応し ます。

注記 スニフ ァーラ イ ンを通る流量は大気圧に依存し ます。 高い高度で運転し た場

合、 スニフ ァーを通る流量は著し く 低下する可能性があ り ます （高度 1000m

あた り約 20 ％）。  この場合、 「Flow limits （フ ローリ ミ ッ ト ： 流量限界）」 を適

宜調整し て く だ さい。

「Flow limits lower （フ ローリ ミ ッ ト  カゲン ： 流量下限）」 は 150 から 240 sccm の間
で設定できます。 デフ ォル ト 値は 180 です。 「Flow limits upper （フ ローリ ミ ッ ト  ジ
ウゲン ： 流量上限）」 は、 300 から 650 sccm の間で設定できます。 デフ ォル ト 値は
350 です。

「Flow settings （リ ュウリ ョ ウセッテイ ： 流量設定 ）」 （Protec P3000 XL のみ）

Protec P3000XL は、 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量） 」 モー ド、 および
「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド を使用できます。 「Flow setting
（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイ ： 流量設定）」 サブ メ ニューでは、 両流量モー ド に関連する
すべての設定を調整できます。

「Flow settings （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイ ： 流量設定） 」 サブ メ ニューに入る と、 さ ら
に 4 つのサブ メ ニューが表示されます ：

図 50 　 スニフ ァーラ イ ン SL3000 の流量限界の設定

図 51 　 「Flow settings （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイ ： 流量設定）」 のセ ッ ト ア ッ プ 
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「Flow limits LOW FLOW（フ ローリ ミ ッ ト  ノ  テイ リ ュウ リ ョ ウ：低流量の流量限界）」

このサブ メ ニューでは、 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ドの 「Flow
limits lower （フ ローリ ミ ッ ト  カゲン ： 流量下限）」 および 「Flow limits upper （フ ロー
リ ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上限） 」 をセ ッ ト ア ッ プできます。 「Flow limits lower （フ
ローリ ミ ッ ト  カゲン ： 流量下限）」 は、 150 から 240 sccm の間で設定できます。 デ
フ ォル ト 値は 180 です。

「Flow limits upper （フ ローリ ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上限）」 は、 300 から 650 sccm
の間で設定できます。 デフ ォル ト 値は 350 です。

「Flow limits HIGH FLOW（フ ローリ ミ ッ ト  ノ  コウ リ ュウ リ ョ ウ：高流量の流量限界）」

このサブ メ ニューでは、「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ：高流量）」 モー ドの 「Flow
limits lower （フ ローリ ミ ッ ト  カゲン ： 流量下限）」 および 「Flow limits upper （フ ロー
リ ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上限） 」 をセ ッ ト ア ッ プできます。 「Flow limits lower （フ
ローリ ミ ッ ト  カゲン ： 流量下限）」 は、 1500 から 2400 sccm の間で設定できます。
デフ ォル ト 値は 1800 です。

「Flow limits upper （フ ローリ ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上限）」 は、 3000 から 3990 sccm
の間で設定できます。 デフ ォル ト 値は 3950 です。

注記 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 および 「LOW FLOW （テイ リ ュ

ウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ド による測定を可能にするために、 SL3000XL は 2

つのキャ ピ ラ リー（～ 300 sccm および ～ 2700 sccm） を備えています。「LOW

FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ド では小さいキャ ピ ラ リーのみが

使用されます。 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量） 」 モー ド では両

キャ ピ ラ リーが使用されますが、小さいキャ ピ ラ リーからのガスのみが Wise

Technology センサーに向かいます。

「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド における小さいキャ ピ ラ
リーを通る適切な流量を監視するために （詰まった場合、 リークが検出され
ません）、 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ドの流量限界は、
Wise Technology センサーに対応する 「upper pressure limit （アツ リ ョ クジ ョ
ウゲン ： 圧力上限）」、 および 「lower pressure limit （アツ リ ョ ク カゲン ： 圧力
下限）」 に変換されます。

これら を超過、 または下回る場合、 小さいキャ ピ ラ リーが通常範囲外である
こ と を示し、 警告メ ッ セージ （W41 または W42） が出力されます。

「ADDITIONAL LOW FLOW ERROR 
（リ ュウ リ ョ ウテイ カ エラー ノ ツ イ カ ： 流量低下エラーの追加）」

図 52 　 「Flow setting （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイ ： 流量設定）」 の変更
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注記 このサブ メ ニューは、 スニフ ァープローブ SL3000XL を Protec P3000 本体ユ

ニ ッ ト に接続し ている と きのみ利用できます。

このサブ メ ニューでは 「Additional low flow error （リ ュウ リ ョ ウテイ カエラー ノ ツ イ
カ ： 流量低下エラーの追加）」 を 「Enable （ユウコウ ： 有効）」、 または 「Disable （ム
コウ ： 無効）」 にできます。 「Enable （ユウコウ ： 有効）」 の場合、 標準の流量低下警
告に加えて、 追加の流量エラー （E55 / E56） が出力されます。

「Additional low flow error （リ ュウ リ ョ ウテイ カエラー ノ ツ イ カ ： 流量低下エラーの
追加）」 が 「Enable （ユウコウ ： 有効）」 の場合のみ、 「Additional low flow error （リ ュ
ウ リ ョ ウテイ カ エラー ノ ツ イ カ ： 流量低下エラーの追加） 」 を利用できます。 流量
低下エラーが発生し た場合、 Protec P3000 は測定を停止し ます。 流量低下の問題を
解決し、 流量が 「Limits low flow error （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエ ラーチニ ュウ リ ョ
ク ： 流量下限エラー）」 を再び上回った と きのみ、 Protec P3000XL は測定モー ド に
戻り ます。

流量下限エ ラーは、 「Limits low flow error （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テ イ エ ラーチニ ュウ
リ ョ ク ： 流量下限エラー） 」 サブ メ ニューでセ ッ ト ア ッ プできます （次を参照し て
く だ さい）。

デフ ォル ト 設定 ： 「Disable （ムコウ ： 無効）」

「Flow mode （リ ュウ リ ョ ウモー ド ： 流量モー ド）」
（スニフ ァーラ イ ン SL3000XL が接続されている と きのみ利用できます）

このサブ メ ニューでは、 Protec P3000XL の 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流
量）」、 および 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド を切り替える こ
とができます。

デフ ォル ト 設定 ： 「HIGH FLOW Mode （コウ リ ュウ リ ョ ウモー ド ： 高流量モー ド）」

「Limits low flow error
（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュウ リ ョ ク ： 流量下限エラー )」

このサブ メ ニューは、 「Additional low flow error （リ ュウ リ ョ ウテイ カエラー ノ ツ イ
カ：流量低下エラーの追加）」が「Enable（ユウコウ：有効）」の場合のみ利用できます。

このサブ メ ニューでは、 「Additional low flow error （リ ュウ リ ョ ウテイ カ エラー ノ ツ
イ カ ： 流量低下エラーの追加） 」 の限界をセ ッ ト ア ッ プできます。 スニフ ァーラ イ
ン と通る実際の流量が 「Limits low flow error （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエ ラーチニュ
ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 を下回った場合、 Protec P3000XL は測定を停止し ま
す。 流量低下の問題を解決し、 流量が 「Limits low flow error （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テ
イ エ ラ ーチニ ュ ウ リ ョ ク ： 流量下限エ ラ ー） 」 を再び上回っ た と きのみ、 Protec
P3000XL は測定モー ド に戻り ます。
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「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 および 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ
ウ ： 低流量）」 モー ドの異なる 2 つの値を設定できます。 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ
リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ドの値は、 対応する 「lower pressure limit （アツ リ ョ ク カゲ
ン ： 圧力下限）」 にも変換されます。 対応する 「lower pressure limit （アツ リ ョ ク カ
ゲン ： 圧力下限） 」 を下回った場合、 スニフ ァーラ イ ン SL3000XL の小さいキャ ピ
ラ リー流量が詰まったこ と を示し、 E55 / E56 を出力し、 Protec P3000XL は測定を
停止し ます。

「LOW FLOW （テ イ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量） 」 モー ド のエ ラー限界は 150 から 240
sccm の間、 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 は 1500 から 2400 sccm 間
で設定できます。

スニフ ァーボタ ン

このサブ メ ニューでは、 リーク テス ト 中 （ 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド） 」 モー ド を除 く ）
における、 右スニフ ァーボタ ンによる 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」
および 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量） 」 モー ド を切り替えるための使
用を 「Enable （ユウコウ ： 有効）」、 または 「Disable （ムコウ ： 無効）」 にできます。

「Sniffer button （スニフ ァーボタ ン）」 の使用が 「Disable （ムコウ ： 無効）」 の場合、
「Flow mode （リ ュウ リ ョ ウモー ド ： 流量モー ド）」 サブ メ ニュー、 または RS232 を
経由し てのみ、 Protec P3000XL は 「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 か
ら 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量） 」 モー ドへの切り替え （逆も同様で
す） ができます。

デフ ォル ト 設定 ： 「Enable （ユウコウ ： 有効）」

「Standby Delay （スタンバイオクレ ： スタンバイ遅延）」

Protec P3000  には 「Sandby （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー ドがあ り、 Protec P3000
を使用し ていない時間における フ ィ ルタ、 およびセンサーの寿命を保護し ます。

「Standby （ス タ ンバイ ： ス リープ） 」 モー ドの間、 スニフ ァーラ イ ンを通る流量が
停止するため、 汚れがスニフ ァーラ イ ンを通し て真空排気されず、 また、 テス ト 環
境に存在するヘ リ ウムバッ クグラウン ド にセンサーが晒されません。

図 53 　 「Limits low flow error （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」

デフ ォル ト 値 : 150 sccm （「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ド）

1500 sccm （「HIGH FLOW （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド )
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Protec P3000 が 「Sandby （ス タ ンバイ ： ス リープ） 」 モー ド になるまでの時間は、
「Stand-By Delay （ス タ ンバイオク レ ： ス タ ンバイ遅延）」 時間によ り決定されます。

「Stand-By Delay （ス タ ンバイオク レ ： ス タ ンバイ遅延）」 時間は、 10 秒から 1 時間
の間で値を設定できます。

プローブが、 設定された 「Stand-By Delay （ス タ ンバイオク レ ： ス タ ンバイ遅延）」
時間動かされない場合、 Protec P3000 は自動的に 「Sandby （ス タ ンバイ ： ス リ ー
プ） 」 モー ド に切り替わり ます。 この時間の間にプローブが動かされた場合、 カウ
ン ターがゼロに戻り、 再度カウン ト が始ま り ます。

Protec P3000 がすでに 「Sandby （ス タ ンバイ ： ス リープ）」 モー ドのと きにプロー
ブを動かすと、Protec P3000 は自動的に運転に戻り、約 5 秒で測定可能にな り ます。

デフ ォル ト 値 ： 10 分

注記 システムの消耗を最小にするために、 運転の頻繁な中断を起こ さ ない程度に

「Stand-By Delay （ス タ ンバイオク レ ： ス タ ンバイ遅延） 」 時間を可能な限り

短 く する こ と を推奨し ます。

「Calibration （コウセイ ： 校正）」

「Calibration （コウセイ ： 校正） 」 サブ メ ニ ューでは、 内部校正を 「Enable （ユウコ
ウ ： 有効）」 または 「Disable （ムコウ ： 無効）」 にできます。 本機能を 「Disable （ム
コウ ： 無効）」 に設定し た場合、 内部校正器 PRO-Check によるプルーフ機能のみ実
施できます。

デフ ォル ト 値 ： 「Enable （ユウコウ ： 有効）」 

「Change Menu-PIN （メニュー PIN ノヘンコウ ： メニュー PIN の変更）」

現在の設定対する変更を、パスワー ド によ り保護できます。メ ニュー PINは、「Change
Menu-PIN （メ ニュー PIN ノ ヘン コウ （メ ニュー PIN の変更）」 サブ メ ニューで変更
できます。

新しい PIN を入力し た場合、 Protec P3000 ソ フ ト ウ ェ アは、 入力エラーを防止する
ために新しい PIN の再入力を求めます。 その後、 メ ニュー PIN は新しい値に変更さ
れます。

図 54 　 パラ メ ータ保護のためのメ ニュー PIN のセ ッ ト ア ッ プ
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注記 この変更をすぐに有効にするには、 メ イ ン メ ニ ューに戻る必要があ り ます。

または、 新しい PIN は 5 分後に有効にな り ます。

メ ニュー PIN 「0000」 は、 パスワー ド による保護がないこ と を意味し、 すべてのメ
ニューにアクセスできます。

デフ ォル ト 設定 ： 0000

4.4.2 オーデ ィ オ機能

「Audio （オンセイ ： オーデ ィ オ） 」 サブ メ ニューでは、 Protec P3000 の様々なオー
デ ィ オアラームに関するすべての設定を編集できます。

「Beep sound （ビープオンキ ョ ウ ： 通知音）」

「Beep sound （ビープオンキ ョ ウ ： 通知音）」 は、 所定の機能の確認と し て出力され
ます （例えば、 校正プロセスの完了） 。 この通知音は、 「Beep sound （ビープオン
キ ョ ウ ： 通知音） 」 サブ メ ニューで 「Enable （ユウコウ ： 有効） 」 、 または 「Disable
（ムコウ ： 無効）」 にできます。

デフ ォル ト 値 ： 「Enable （ユウコウ ： 有効）」

「Audio Intern （オン リ ョ ウナイブ ： 内部オーデ ィ オ）」

本体ユニ ッ ト の内部スピーカーのオン / オフ を切り替える こ とができます。これは、
ヘ ッ ド フ ォ ン出力には影響し ません。

デフ ォル ト 値 ： 「Enabled （ユウコウ ： 有効）」

「Audio sniffer （スニフ ァーノオンセイ ： スニフ ァーのオーデ ィ オ）」

プ ローブハン ド ルのス ピー カ ーのア ラ ーム出力を設定で き ます。 「Trigger （ ト リ
ガー）」 レベル、 「Search level （サーチレベル）」 超過時にアラーム出力、 または出
力を完全に無効にできます。

デフ ォル ト 値 ： 「Trigger （ ト リ ガー）」

「Alarm type （アラームタ イプ）」

本体ユニ ッ ト スピーカーの様々な タ イプのオーデ ィ オア ラームを選択できます。

オプシ ョ ンには、 「Setpoint （セ ッ ト ポイ ン ト ）」、 「Pinpoint （ピンポイ ン ト ）」、 およ
び 「Trigger Alarm （ ト リ ガーアラーム）」 があ り ます。

Setpoint
（セ ッ ト
ポイ ン ト ）

「Trigger （ ト リ ガー）」 レベルを超える と、 ト ーンの周波数が変化し
ます。 「Trigger （ ト リ ガー）」 レベルを下回る と、 スピーカーはオフ
を維持し ます。

Trigger Alarm

（ ト リ ガー

アラーム）

「Search level （サーチレベル）」 を超える と、 連続的な低い ト ーンの
音響アラームが発生し ます。 「Trigger （ ト リ ガー）」 レベルを超える
と、 2 ト ーンから構成される音の音響アラームが鳴り ます。 「Search
level （サーチレベル）」 を下回る と、スピーカーはオフ を維持し ます。

Protec P3000 のアラームタ イプを 「Trigger Alarm （ ト リ ガーアラー
ム）」 に設定し た場合、 右下に 「Type 1, 2 ,3 （タ イプ 1、 2、 3）」 の追
加ボ タ ンが表示されます。 このボ タ ンで 「Trigger Alarm （ ト リ ガー
アラーム）」 の異なるアラーム音を選択し、近 く にあるその他のリー
クデ ィ テ ク タ を明確に識別できます。
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デフ ォル ト 値 ： 「Trigger Alarm （ ト リ ガーアラーム）」

「Volume （ボリ ューム ： 音量）」

本体ユニ ッ ト スピーカーの 「Minimum Volume （サイシ ョ ウ オン リ ョ ウ：最小音量）」、
および現在選択されている 「Volume （ボリ ューム ： 音量）」 を編集できます。

「Minimum Volume （サイシ ョ ウ オン リ ョ ウ ： 最小音量）」 は、 本体デ ィ スプレ イから
設定できる最小音量であ り、 メ イ ンユニ ッ ト のオーデ ィ オアラームの意図し ない消
音を防止し ます。 これらの値はヘ ッ ド フ ォ ン出力にも有効です。 これらの音量 （最
小および現在） は、 0 から 15 の間で選択できます。

「Minimum Volume （サイシ ョ ウ オン リ ョ ウ ： 最小音量）」 のデフ ォル ト 値 ： 2

「Volume （ボリ ューム ： 音量）」 のデフ ォル ト 値 ： 2

4.4.3 表示設定

「Display （ヒ ョ ウジ ： 表示） 」 サブ メ ニューでは、 デ ィ スプレ イの 「Contrast （コ ン
ト ラス ト ）」、 および 「Peak hold （ピークホールド）」 機能をセ ッ ト ア ッ プできます。

「Contrast （コン ト ラス ト）」

「Contrast （コ ン ト ラス ト ） 」 サブ メ ニューでは、 本体ユニ ッ ト デ ィ スプレ イのコ ン
ト ラス ト を調整できます。 0 から 99 の間の値を入力できます。 また、 表示を反転
色に切り替える こ と もできます。

デフ ォル ト 値 ： 「Invert （ハンテン ： 反転）」 な し、 「Contrast （コ ン ト ラス ト ）」 30

注記 デ ィ スプレ イの 「Contrast （コ ン ト ラス ト ）」 を非常に高 く 、 または非常に低

く 誤っ て設定し、 表示を読めない場合、 次のよ う に直し ます ： Protec P3000

をオフ し、 再度オン し ます。 起動中に、 デ ィ スプレ イ両側の上から 3 番目の

ボタ ンを、 コ ン ト ラス ト が通常に戻るまで押し ます。 この設定は EEPROM に

保存されないため、 「Contrast （コ ン ト ラス ト ） 」 メ ニューを通し て手動で確

認する必要があ り ます。 さ もないと、 Protec P3000 は次の起動時に範囲外の

設定に戻り ます。

Pinpoint

( ピンポイ ン ト ）

本体ユニ ッ ト の内部スピーカーは常にオン し ます。 「Trigger （ ト リ
ガー）」レベルの ± 1 桁のリーク レー ト 範囲において、周波数がリー
ク レー ト に応じ て変化し ます。 範囲外では、 常に高い、 または低い
ト ーンにな り ます。 この設定は、 「Trigger （ ト リ ガー）」 レベルよ り
も 低い リ ー ク も 特定 し たい場合や、 予想 さ れる リ ー ク レ ー ト が
「Trigger （ ト リ ガー）」 レベル範囲内である場合に推奨されます。

警 告

大音量オーデ ィ オによる聴覚の損傷 

音量は 85 dB （A） を超える こ とがあ り ます。

音量を大き く 設定する場合は、 デバイスから離れて く だ さい。

必要に応じ て聴覚保護具を使用し て く だ さい。
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「Peak hold （ピークホールド）」 

このサブ メ ニューでは、 「Peak hold （ピークホールド） 」 機能を 「Enable （ユウコ
ウ ： 有効） 」 、 または 「Disable （ムコウ ： 無効） 」 にできます。 「Peak hold （ピーク
ホールド）」 機能が 「Enable （ユウコウ ： 有効）」 の場合、 本体デ ィ スプレ イの現在
のリ ーク レー ト に加えて、 事前設定し た時間の最大リ ーク レー ト が表示されます。
この機能が 「Disable （ムコウ ： 無効）」 の場合、 時間設定は影響し ません。

デフ ォル ト 値 ： 「Disable （ムコウ ： 無効）」、 5 秒

「Flow display （フローデ ィ スプレイ ： 流量表示）」

「Flow display （フ ローデ ィ スプレ イ ： 流量表示）」 サブ メ ニューでは、 測定中にスニ
フ ァーラ イ ン流量の表示を 「Enable （ユウコウ ： 有効）」、 または 「Disable （ムコウ ：
無効）」 にできます。 「Enable （ユウコウ ： 有効）」 の場合、 標準運転モー ド において
のみ、 リーク レー ト バーグラ フの下に流量が整数で示されます。

図 55 　 本体デ ィ スプレ イの 「Contrast （コ ン ト ラス ト ）」 のセ ッ ト ア ッ プ

図 56 　 「Peak hold （ピークホールド）」 機能の設定

p
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注記 警告の確認や流量モー ドの切り替えなどの所定のイベン ト の後は、 新しい警

告が出力されず、 流量が最終値に安定するまでの短い周期の間は、 流量監視

が無効にな り ます。 この時間の間、 「Flow control inactive （フ ローセイギ ョ ガ

サド ウシテイマセン ：流量コ ン ト ロール無効）」 メ ッ セージが流量値の代わり

に表示されます。

デフ ォル ト 設定 ： 「Disable （ムコウ ： 無効）」

4.4.4 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムの設定および編集

「Setup I ・ Guide （セ ッ ト ア ッ プ I ・ ガイ ド）」 ボタ ンを選択する と、 10 種類の事前プ
ログ ラム可能な 「I ・ Guide （I ・ ガ イ ド） 」 プ ログ ラム、 および現在のステー タ ス
（「Enable （ユウコウ ： 有効）」 / 「Disable （ムコウ ： 無効）」） のリ ス ト を示すサブ メ
ニューページが開きます。 プログラムが 「Enable （ユウコウ ： 有効）」 の場合、 「I ・
Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ド運転時に選択するプログラムリ ス ト にな り ます。 プログ
ラムのステータ スを変更するには。 デ ィ スプレ イ左側の 「On （オン） 」 / 「Off （オ
フ）」 ボタ ンを使用し ます。

プログラムのパラ メ ータの編集は、 対応する メ ニュー項目までスク ロールし てプロ
グラムを選択し、 「Edit （ヘンシュウ ： 編集） 」 ボタ ンを押し て選択し たプログラム
を開きます。

図 57 　 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドのセ ッ ト ア ッ プ
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「Edit Program （プログラム ヘンシュウ ： プログラム編集）」 サブ メ ニューでは、 プ
ログラムの名称、 ガス タ イプ、 リーク テス ト 位置の数、 各位置における最小測定時
間、および 2 つのリーク テス ト 間において次のテス ト 位置にスニフ ァーを移動する
までの待ち時間が明記されます。 さ ら に、 テス ト 対象品全体に許容される リ ーク
レー ト に対応し た総リーク レー ト 値が保存されます。

それぞれのパラ メ ータは、 適切な項目までスク ロールし、 ハイ ラ イ ト された項目を
「Edit （ヘンシュウ ： 編集）」 ボタ ンを押すこ と で編集できます。

「Name （ナマエ ： 名称）」

各プログラムは最大 6 文字のフ リーテキス ト で名称を決める こ とができます。

名称は、 「Name （ナマエ ： 名称） 」 項目をハイ ラ イ ト させ、 「Edit （ヘンシュウ ： 編
集） 」 を押し て編集できます。 英数字入力スク リーンが開きます。 任意の名称を入
力後、 「OK」 を押し ます。

「Gas Type （ガスタ イプ）」

等価ガスを編集するには、 「Gas （ガス） 」 項目へ行き、 Edit （ヘンシュウ ： 編集 )」
を押し ます。 「Gas Trigger （ガス ト リ ガー）」 サブ メ ニューに リ ス ト された等価ガス
のみを選択できます （「Gas 1 （ガス 1）」 から 「Gas 4 （ガス 4）」）。 等価ガスは括弧
内にテキス ト で明記されます。 等価ガスのリ ス ト から、 最大 4 つを 「上矢印」、 お
よび 「下矢印」 ボタ ンでスク ロールできます。

注記 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド） 」 モー ドは、 「GAS Trigger （ガス ト リ ガー） 」 サブ メ

ニューで選択し た等価ガスを参照し ます。 「Gas （ガス） 」 サブ メ ニューで等

価ガスを変更し た場合、 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムで選択された等

価ガスも自動的に変更されます。

「No. of Points （ポイン ト スウ ： テス ト位置の数）」

リーク テス ト を行う位置の数を 0 から 99 の間で変化でき、 「上矢印」 および 「下矢
印」 ボタ ンで編集できます。

デフ ォル ト 値 ： 4 

図 58 　  「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 プログラムの編集
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注記 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドは、 タ イマー信号のみでも使用できます。 「No.

of points （ポイ ン ト スウ ： テス ト 位置の数）」 が 0 に設定された場合、 Protec

P3000 は総リーク レー ト 機能を使用せずに、 継続的に次の位置へ促し ます。

注記 「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ドは、 要求に応じ た リーク レー ト の合計にも使

用できます。 「No. of points （ポイ ン ト スウ ： テス ト 位置の数）」 が 99 に設定

された場合、 右プローブボタ ンを 2 秒以上長押し （または、 98 番目の測定後

自動的に） する と、 合計の総リーク レー ト が結果画面に表示されます。

「Measuring time （ケイソ クジカン ： 測定時間）」 

スニフ ァーチ ッ プを適切な位置に保持する 「Measuring time （ケイ ソ ク ジカ ン ： 測定
時間） 」 は、 0.7 から 23.0 秒の間の値でプ ログラムで き ます。 測定時間は Protec
P3000 の応答時間を下回らないで く だ さい。次の最小測定時間の使用を推奨し ます：

このパラ メ ータ を編集には、「上矢印」 および 「下矢印」 ボタ ンを使用し て く だ さい。

デフ ォル ト 値 ： 1.0 秒

「Wait time （マチジカン ： 待ち時間）」 

2 つのリ ーク確認において、 スニフ ァーを次のテス ト 位置に移動するまでの 「Wait
time（マチジカ ン：待ち時間）」は、 0.1 から 25.0 秒の間で 0.1 秒刻みで変化できます。

このパラ メ ータ を編集には、「上矢印」 および 「下矢印」 ボタ ンを使用し て く だ さい。

デフ ォル ト 値 ： 3.0 秒

「Global Trigger （グローバルト リガー ： 総ト リガー）」 

「Global Trigger （グローバル ト リ ガー ： 総 ト リ ガー）」 サブ メ ニューでは、 テス ト ユ
ニ ッ ト 全体において許容される最大リーク レー ト を編集できます。 単一の ト リ
ガー値と同じ範囲が許容されます。 「Global trigger （グローバル ト リ ガー ： 総 ト リ
ガー）」 の測定単位は、 「Gas （ガス）」 サブ メ ニューで選択し たガス タ イプ と同じ
です。
デフ ォル ト 値 ： 2 x 10-3 mbarl /s  （または、 他の測定単位に等価）

4.4.5 「Miscellaneous （ソ ノ タ ： その他）」

「Language （ゲンゴ ： 言語）」

様々な言語でソ フ ト ウ ェ アを運転できます。 現在は、 「English （英語）」、 ド イ ツ語、
スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ンス語、 ポル ト ガル語、 日本語 （カ タ カナ） 、 およ
び中国語 （北京語）

デフ ォル ト 値 ： 「English （英語）」

スニフ ァーラ イ ンの長さ 最小測定時間

3m 0.7 s

5m 0.9 s

10m 1.4 s

15m 3.0 s
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注記 理解できない言語が Protec P3000 に設定されている場合は、 電源をオフ し、
起動中にデ ィ ス プ レ イ 両側の上か ら 2 番目のボ タ ン を同時に押 し ます。
Protec P3000 のメ ニュー言語が英語に リ セ ッ ト されます。 この設定は自動的
には保存されません。 「Language （ゲンゴ ： 言語）」 サブ メ ニューへ行き、 適
切な言語を選択し て く だ さい。

「Date & Time （ジカン & ヒヅケ ： 時間＆日付）」 

このサブ メ ニューでは、 Protec P3000  の内部ク ロ ッ ク を設定できます。最初のペー
ジにおいて、 DD.MM.YYYY （日 . 月 . 年） フ ォーマ ッ ト で日付を入力し ます。 右下の
ボタ ン（→）で次のページを開き、HH.MM（時 . 分）フ ォーマ ッ ト で時間を入力し ます。

「Sniffer light （ スニフ ァーノ ライ ト ： スニフ ァーライ ト）」

スニフ ァーラ イ ト の明る さ を任意のレベルに変化できます。 明る さは、 1 から 6 の
間で選択できます。 また、 「Disable （ムコウ ： 無効） /Enable （ユウコウ ： 有効）」 ボ
タ ンを経由し て、ラ イ ト のオン / オフ を切り替える こ とができます。 新しい設定は、
「OK」 ボタ ンで確認する必要があ り ます。

デフ ォル ト 値 ： 「Enable （ユウコウ ： 有効）」、 「Sniffer light brightness （スニフ ァー
ラ イ ト  ノ  アカルサ ： スニフ ァーラ イ ト の明る さ）」 4

「Pressure unit （アツ リ ョ ク タンイ ： 圧力単位）」

Protec P3000 におけるすべての表示値の圧力単位を  Pa、 Torr、 atm、 または mbar
に設定できます。

デフ ォル ト 値 ： mbar

「Leak rate filter （リーク フ ィルタ ： リークレー ト フ ィルタ）」

すべての通常運転では、 「I ・ Filter （I ・ フ ィ ルタ）」 を選択し ます。 「I ・ Filter （I ・ フ ィ
ルタ）」 は、ノ イズレベルおよびリーク レー ト 値の安定性に関し て最高の結果を もた
らすイ ンテ リ ジ ェ ン ト フ ィ ルタ リ ングアルゴ リ ズムと し て、 Protec P3000 リ ーク
デ ィ テ ク タのために特別に開発されま し た。

旧 Protec モデルから Protec P3000 に置き換え、 「Fixed （コ テイ ： 固定）」 のテス ト
システムで リークデ ィ テ ク タ を使用する場合のみ、Protec で使用されていた 「Fixed
（コ テイ ： 固定）」 フ ィ ルタの使用を要求される可能性があ り ます。

デフ ォル ト 値 ： 「I ・ Filter （I ・ フ ィ ルタ）」

「Alarm delay （アラームチエン ： アラーム遅延）」 

非常に不安定なバッ クグラウン ド状態では、 アラームをすぐに出力せず、 一定時間
ト リ ガーレベルを超えた場合のみオーデ ィ オア ラームを出力し たほ う が都合が良
い可能性があ り ます。 「Alarm delay （アラームチエン ： アラーム遅延）」 は 0.1 秒刻
みで入力できます。 値は 0 ～ 9.9 秒が許可されます。

デフ ォル ト 値 ： 0.0 秒 （すなわち、 無効）

4.5 「Interfaces （イ ン ターフ ェース）」

「Interfaces （イ ン ターフ ェース）」 サブ メ ニューでは、 「Control location （コ ン ト ロー
ルロケーシ ョ ン） 」 、 「Recorder outputs （レ コーダーシュ ツ リ ョ ク ： レ コーダー出
力）」、 「Select PLC inputs （PLC ニュウ リ ョ ク ノ セン タ ク ： PLC 入力選択）」、 「RS232
protocol （RS232 プロ ト コル）」、 および 「Baud rate & End sign （ボーレー ト  エン ド
サイ ン）」 を編集できます。 
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4.5.1 「Control location （コ ン ト ロールロケーシ ョ ン）」

「Control location（ コ ント ロールロケーショ ン）」 には、 「Local」、 「RS232」、 または
「Local and RS232」 があり ます。 「Local」 モード では、 RS232 イ ン タ ーフ ェ ースは
データ 読み込みのみに使用でき 、 コ ン ト ロ ールはでき ません。 「RS232」 モード で
は、 「Zero（ ゼロ）」、 および「 Cal（ コ ウセイ ： 校正）」 機能をイ ンタ フ ェ ース経由の
みでコ ン ト ロ ールし ます。 「Local &RS232」 モード では、 イ ン タ ーフ ェ ース経由だ
けでなく 、 本体ディ スプレイ による入力から も コ ント ロールでき ます。

デフ ォ ルト 設定： Local & RS232

注記 「Control location （コ ン ト ロールロケーシ ョ ン）」 が 「RS232」 に設定されてい

ても、 本体ユニ ッ ト のソ フ ト ウ ェ ア メ ニューを通し て変更できるパラ メ ータ

があ り ます。 意図し ない変更を防ぐために、 メ ニュー PIN を有効にし てこれ

ら をロ ッ ク し て く だ さい。

4.5.2 「Recorder outputs （レ コーダーシュ ツ リ ョ ク ： レ コーダー出力）」

「Recorder output （レ コーダーシ ュ ツ リ ョ ク ： レ コーダー出力」 スケールには、 線
形、 および対数があ り ます。 線形出力信号は、 チャ ンネル 1 （I/O ポー ト のピン 1）
を通し て提供され、 対数出力はチャ ンネル 2 （I/O ポー ト のピン 14） を通し て提供
されます （6.1 項を参照し て く だ さい）。

対数出力スケールの電圧範囲は 0 ～ 10 V です。 1 V から始ま り、それぞれのリーク
レー ト は 2 V に分布し ます、 ちなわち ：

1 ～ 3 V: 1 桁目

3 ～ 5 V: 2 桁目

5 ～ 7 V: 3 桁目

7 ～ 9 V: 4 桁目

4 桁のリーク レー ト 範囲がアナログ信号と し て出力されます。 4 桁は、 ト リ ガーレ
ベルにおける測定の値と単位を通し て設定されます。Protec P3000 のソ フ ト ウ ェ ア
は、 ト リ ガーレベル自体が常に 2 桁目 （すなわち、 3 ～ 5 V 範囲内） に設定される
方法に従い、 出力電圧を設定し ます。

例 ：

次の表は、 出力電圧に対応する リーク レー ト を明確にするために提供されます。

ト リ ガーレベル 対応する出力電圧 （1 ～ 9V）

3 g/a 0.1 ～ 1000g/a

0.2 oz/yr 0.01 ～ 100 oz/yr

5 x 10-5 Pam3/s 1 x 10-6 ～ 1 x 10-2 Pam3/s
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出力電圧から リークレー トへの変換

レ コーダーが所定の電圧を出力する場合、 次の式を適用し て リーク レー ト に変換し
ます ：

（1 桁が 2 V に分布する こ とから 2 を使用し ます。 ト リ ガーレベルが常に 3 ～ 5 V
範囲内にある こ とから 3 を使用し ます）。

計算例 ：

ト リ ガー  
TE
（「Trigger　 exponent

（ ト リ ガー指数）」）

U 

( 出力電圧）
LR （「Leak rate （ ： リーク レー ト ）」）

2.83 oz/yr 0 5.35V

3 g/a 0 5.60V

6.4V

5 x 10-4 
mbar l/s 

-4 2.8V mbar l/s

6.556V mbar l/s

10
0 5 35, 3–

2
-------------+

15oz yr､=

10
0 5 6, 3–

2
-----------+

20g a､=

10
0 6 4, 3–

2
-----------+

50g a､=

10
4– 2 8, 3–

2
-----------+

8x10
5–

=

10
4– 6 55, 3–

2
-------------+

6x10
3–

=
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ト リガーリークレー トのト リガー出力電圧への変換

特定の ト リ ガーリーク レー ト に対応する電圧を知り たい場合は、 次の式を適用し ま
す ：

U = 3 + 2 log （ ト リ ガー値の指数表記の仮数）

（1 桁が 2 V に分布する こ とから、 係数 2 を使用し ます。 ト リ ガーレベルが常に 3
～ 5 V 範囲内にある こ とから、 定数 3 を使用し ます ）。

例 ：

「Recorder output （レコーダシュツ リ ョ ク ： レコーダー出力）」

「Recorder output （レ コーダーシュ ツ リ ョ ク ： レ コーダー出力）」 サブ メ ニューでは、
線形出力スケールの様々な設定を選択できます。 電圧範囲は 0 ～ 10 V です。

レ コーダー出力は、 最大 10 V を 1 x 10-4 mbar l/s、 1 x 10-3 mbar l/s、 1 x 10-2 mbar
l/s、 1 x 10-4  Torr l/s、 1 x 10-3  Torr l/s、 1 x 10-2  Torr l/s いずれかに対応させる設
定ができます。 または、 レ コーダー出力 10 V を 10 x ト リ ガーレベルに対応させる
設定ができます。 すなわち、 1 V = 選択し た ト リ ガーレベルにな り ます。

「Error （エラー）」、 「Warm up （ウォームア ッ プ）」、 および 「Standy （ス タ ンバイ ：
ス リープ）」 モー ド では、 U = 10 V の電圧がチャ ンネル 1、 および 2 を通し て出力
されます。

デフ ォル ト 設定 ： 「10 V = 10 * Trigger level （10 V = 10 * グローバル ト リ ガー ： ト リ
ガーレベル）」

4.5.3 「RS232 Protocol （RS232 プロ ト コル )」

「RS232 protocol （RS232 プロ ト コル） 」 は、 「ASCII」 、 「Diagnostics （シンダン ： 診
断）」、 「Printer  auto （プ リ ン タージ ド ウ ： プ リ ン ター自動）」、 「Printer manual （プ
リ ン ターシュ ド ウ ： プ リ ン ター手動）」 に設定できます。 ASCII プロ ト コルは、 測定
機器で広 く 使用されている標準プロ ト コルの SCPI と類似し ています。 プロ ト コル
の詳細については、 イ ン ターフ ェース説明書 （kins26e1） を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト 設定 ： ASCII

「Diagnostics （シンダン ： 診断）」

「Diagnostics （シンダン ： 診断）」 プロ ト コルは、 INFICON の品質管理分析、 製造お
よびサービス中の ト ラ ブルシューテ ィ ングに使用されるバイナ リ プロ ト コルです。

「Printer manual （プリ ンターシュ ドウ ： プリ ンター手動）」

「Printer manual （プ リ ン ターシ ュ ド ウ ： プ リ ン ター手動） 」 プロ ト コルは、 右スニ
フ ァープローブボタ ンを押すこ とによ り、 リーク レー ト を送信できます。

注記 2 つのプ リ ン タ モー ドのいずれかのと き、 プ リ ン タ モー ド を中断し て し ま う

ため、 ASCII コマン ド を Protec P3000 に送信し ないで く だ さい。

ト リ ガーリーク
レー ト

指数表記 仮数 ト リ ガー電圧

2*10-5 Pam3/s 2*10-5 2 3+2·log(2） = 3.6 V

5 g/a 5*100 5 3+2·log(5） = 4.4 V

0.4 oz/yr 4*10-1 4 3+2·log(-1） = 4.2 V
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「I ・ Guide （I ・ ガイ ド） 」 モー ド に設定し た と き、 「Printer manual （プ リ ン ターシュ
ド ウ ： プ リ ン ター手動）」 モー ドは機能し ません。

「Printer auto （プリ ンタージ ドウ ： プリ ンター自動）」

自動プ リ ン ターではリーク レー ト は、 セ ッ ト ト リ ガーレベルを越える時に送信され
ます。 この場合、 信号が最大検出 ト リ ガーレベルよ り下のリーク レー ト を送信し ま
す。

「I ・ Guide （I ・ ガイ ド）」 モー ド に設定し た と き、 リーク レー ト 結果は、 それぞれの
テス ト 位置番号の後に送信されます。 テス ト サイ クル完了後、 合計の総リーク レー
ト が送信されます。

4.5.4 「Select PLC inputs
（PLC ニュウ リ ョ ク ノ セン タ ク ： PLC 入力選択）」

「Select PLC inputs （PLC ニュウ リ ョ ク ノ セン タ ク ： PLC 入力選択）」 サブ メ ニュー
では、 コマン ド に対応する （PLC 入力に適し た） I/O ポー ト のピンを選択できます。

デフ ォル ト 設定は次のとお り です ：

フ ォーマ ッ ト

日 時間 等価ガス リーク レー ト 単位

例

03.05.2005 12:31 He 6x10-4 Pam3/s

フ ォーマ ッ ト

日 時間 等価ガス リーク レー ト 単位

例

03.05.2005 12:31 R134a 2.34 g/a

例

ポイ ン ト 番号 日 時間 リーク レー ト 単位

Point 01 8.3 E-6 Pam3/s

Point 02 2.0 E-6 Pam3/s

Point 03 8.4 E-6 Pam3/s

Point 04 1.2 E-6 Pam3/s

Global 13.04.2007 11:57:03 1.8 E-6 Pam3/s

ピン デフ ォル ト コマン ド

7 Standby
（ス タ ンバイ ： ス リープ）

8 Clear Error （ ： エラーク リ ア）

9 Cal Abort （ ： 校正中止）

13 Cal （ ： 校正）

20 Zero （ ： ゼロ）

25 Not used （ ： 使用し ない）
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これらの設定を変更は、 デ ィ スプレ イ左側の 「上矢印」 および 「下矢印」 ボタ ンで
適切なピンを選択し、 その後、 デ ィ スプレ イ右側の 「上矢印」 および 「下矢印」 ボ
タ ンでコマン ド リ ス ト から任意のコマン ド を選択し ます。 「OK」 を押し て設定を保
存し ます。

4.5.5 「Baud rate & end sign （ボーレー ト  エン ドサイ ン）」

「Baud rate （ボーレー ト ）」 は、 1200 から 19200 の間の値で設定できます。
デフ ォル ト 設定 ： 9600

「End signs （エン ドサイ ン）」 は、 CR （Carriage Return）、 LF （Line Feed）、 または CR
+ LF を設定できます。 この設定は、 Protec P3000 のデータ出力にのみ関連し ます。

デフ ォル ト 設定 ： CR + LF

4.5.6 PRO-Check

このサブ メ ニューでは、 内部校正器 PRO-Check を完全に無効にできます。 これに
よ り、 PRO-Check のない リークデ ィ テ ク タ Protec P3000 は、 校正器との電気的接
続の確認を行わず、 エラー メ ッ セージを出力し ません。

デフ ォル ト 値 ： 「Enable （ユウコウ ： 有効）」 

4.6 「Info （イ ン フ ォ ： 情報）」 メ ニュー

「Info （イ ン フ ォ ： 情報）」 メ ニューは、 Protec P3000 の ト ラ ブルシューテ ィ ングに
役立つすべての内部データ を記載し ます。 「Info （イ ン フ ォ ： 情報）」 メ ニューは、 10
ページから構成されています。 それぞれのページ左上の 「Back （モ ドル ： 戻る）」 ボ
タ ンから 「Info （イ ン フ ォ ： 情報）」 メ ニューを離れる こ とができ、 左下のボタ ンで
1 ページ戻り、 右下のボタ ンで次のページに行 く こ とができます。 ページ番号は右
上に表示されます。

図 59 　 PLC 入力のカス タ マイズ
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メ ニュー項目 フ ォーマ ッ ト 説明

ページ 1 ： General Data （イ ッパンジ ョ ウホウ ： 一般データ）

Foreline pressure

（アラ ビキアツ リ ョ ク ： フ ォ

アラ イ ン圧力）

Pa

Actual Flow

（リ ュウ リ ョ ウ ： 流量）
sccm スニフ ァーラ イ ンの流量

Time since power on

（パワーオンゴ ノ ジカ ン ： 電

源オン後の時間）

minutes （フ ン ： 分）

Operation hours

（ノ カ ド ウジカ ン ： 運転時

間）

h

Serial no Main unit

（シ リ アルナンバー ： 本体ユ

ニ ッ ト のシ リ アル番号）

11 桁の数

Serial no Wise Tech

（ワイズシ リ アルナンバー ：

Wise Technology センサーの

シ リ アル番号） 

Software version

（ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン）
x.xx.xx

Circuit temperature

（デンキカ イ ロオン ド ： 回路

温度）

℃ メ イ ンボー ドの温度

PRO-Check temp.

（テス ト リークオン ド ：

PRO-Check 温度）

℃ 

Sensor block

（センサーブロ ッ ク）
Protec P3000 1 / 2 / 3

1 = Protec P3000

2 = 測定範囲を広げた
Protec P3000

3 = Protec P3000XL

2 ページ ： Sensor Global （センサー全般）

Sensor current

（ ： センサー電流）
A

Leak rate

（リーク レー ト ）
mbar l/s ヘ リ ウムリーク レー ト

PWM-Membrane

（PWM- メ ンブレン）
整数

Heater Voltage

（ ： ヒーター電圧）
V
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High Voltage （高電圧） mbar l/s

Wise Techn. State

（ ： Wise Technology センサー

状態）

Operation time Wise

（ノ カ ド ウジカ ン ： Wise 

Technology センサーの運転

時間）

h

Wise temperature

（Wise オン ド ： Wise 

Technology センサー温度）

℃

Software version

（ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン）

Measure backgr.

（バッ クグラウン ド ノ ソ ク テ

イ ： バッ クグラウン ド測定）

ボタ ンを押し ます。

「Measure backgr. （バッ クグラウン ド ノ ソ クテイ ： バッ クグラ

ウン ド測定）」 ボタ ンを押し た場合、 Protec P3000 は特別な

測定モー ド に入り、 現在環境に広がっているヘ リ ウム濃度を

決定し ます。 このプロセスは数秒かかり ます。 この機能は連

続信号表示ではないため、 ト ラ ブルシューテ ィ ングにのみ使

用し て く だ さい。

3 ページ ： Sensor Errors  （センサーエラー）

Sensor Error

（センサーエラー）
16 進数コー ド

Valve/Sensor Warn.

（ ： バルブ / センサー警告）
16 進数コー ド

Adjust Error （ ： 調整エラー ) 16 進数コー ド

４  ページ ： PRO-Check data （ナイブ コウセイキ データ ： PRO-Check データ )

Gas/Leakrate nom.
（ガス F リーク レー ト  ノ ーマ
ル ： ガス / 通常リーク レー
ト ）

He 　 / 　 Pam3/s 内部校正器のガス タ イプ

Leakrate act.
（T ニオケル リーク レー ト ：
実際のリーク レー ト )

mbar l/s   mbar l/s

Version / Checksum
（バージ ョ ン / チ ェ ッ クサ
ム）

16 進法コー ド

Serial no PRO-Check
（シ リ アルバンゴウ ： PRO-
Check のシ リ アル番号）

Serial no reservoir
（シ リ アルナンバー リーク ：
リザーバのシ リ アル番号）

メ ニュー項目 フ ォーマ ッ ト 説明
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Manufacturing date
（セイゾウビ ： 製造日）

DD.MM.YYYY

Expiry Date
（ユウコウキゲン ： 有効期
限）

DD.MM.YYYY

Gain / Offset
（ゲイ ン / オフセ ッ ト ）

PRO-Check temp.
（テス ト リークオン ド ：
PRO-Check 温度）

°C / °F

State （ジウタ イ ： 状態）

5 ページ ： Sniffer line data  （スニフ ァデータ ： スニフ ァーラ イ ンデータ）

Type （タ イプ） SL3000 / SL3000XL / system

Software version
（ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン）

x.x

Length （ナガサ ： 長さ） 3m / 5m / 10m / 15m

Serial no.
（シ リ アルナンバー ： シ リ ア
ル番号）

9000 xxx xxxx

Switch left
（ヒ ダ リ ニキリ カエ ： 左ボタ
ン）

on / off

Switch right
（ ミ ギニキリ カエ ： 右ボタ
ン）

on / off

Color （イ ロ ： 色） Green / red

Bar graph
（グラ フ ： バーグラ フ）

Acceleration X / Y
（カ ソ ク ： 加速 X / Y）

Flow at calibration
（リ ュウ リ ョ ウ （コウセイ） ：
校正時の流量）

sccm / sccm 2 つ目の値は P3000XL 用

Pressure at calibration
（コーセイ ト キ ノ アツ ： 校正
時の圧力）

Pa / Pa 2 つ目の値は P3000XL 用

メ ニュー項目 フ ォーマ ッ ト 説明
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6 ページ ： I/O Port data （I/O ポー ト データ）

こ こには現在の PIN 割り当てが表示されます。 図には、 デフ ォル ト 設定を示し ま
す。

7 ページ ： Analog data  （アナログデータ）

AIN3 Sniffer length V

AIN4 +5V II Leak V

AIN5 +24V III ext V

AIN6 +5V I Sniffer V

AIN8 -15V MC50 V

AIN9 +15V MC50 V

AIN10 +24V MC50 V

AIN11 +24V I QMS V

AIN12 +24V II V

8 ページ ： Analog data （アナログデータ）

AIN0 V

AIN0 offset V

Foreline pressure Pa

AIN1  V

Flow sccm

AIN2 V

メ ニュー項目 フ ォーマ ッ ト 説明
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9 ページ ： Valves  （バルブ）

V1: bypass open / close

V2: measure open / closed

V3: purge inlet open / closed

V4: purge sniffer open / closed

V5: sniffer open / closed

V6 / V7: HIGH FLOW open / closed / not installed P3000XL のみ

Air pressure Pa

Normal mode Pa

Gross mode Pa

Zero pressure Pa

10 ページ ： RS232 

Protec P3000 → sniffer ASCII 文字列
コマン ドは本体ユニ ッ ト
からスニフ ァーに送信

Sniffer → Protec P3000 ASCII 文字列
コマン ドは本体ユニ ッ ト
からスニフ ァーに送信

Host → Protec P3000 ASCII 文字列
コマン ドはホス ト から 
Protec P3000 に送信

Protec P3000 → Host ASCII 文字列
コマン ドは Protec P3000
 からホス ト に送信

メ ニュー項目 フ ォーマ ッ ト 説明
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4.7 「History & Maintenance
（リ レキ メ ンテナンス ： 履歴 & メ ンテナンス）」

「History & Maintenance （リ レキ メ ンテナンス ：履歴 & メ ンテナンス）」 には、Protec
P3000 の運転中に収集された履歴デー タ と、 リ ークデ ィ テ ク タの メ ン テナンスス
テータ スに関する情報を表示できます。

「View Error list （エラーリス ト エツラン ： エラーリス トの表示）」

「Error list （エラーリ ス ト ）」 では、 リークデ ィ テ ク タの運転中に発生し たすべての
エラー （および警告） が要約されます。 リ ス ト には、 エラーが発生し た 「Date （ヒ
ヅケ ： 日付）」 および 「Time （ジカ ン ： 時間）」、 続いてエラーまたは警告番号 （E xx
はエラー、 W xx は警告） が、 エラーまたは警告の短い説明と共に表示されます。 適
切な項目にスク ロールしルーペボタ ンを押すと、 エラー メ ッ セージまたは警告の詳
細を表示できます。

図 60 　 Protec P3000 のエラーリ ス ト の例
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「Calibration history （コウセイ リ レキ ： 校正履歴）」

このリ ス ト には、 Protec P3000 の運転中に実施されたすべての校正の収集されま
す。 校正が実施された 「Date （ヒ ヅケ ： 日付）」 および 「Time （ジカ ン ： 時間）」、 続
いて校正の 「Type ： タ イプ）」 （「internal （ナイブ ： 内部）」 / 「external （ガイブ ： 外
部）」、 および 「Factor （フ ァ ク ター ： 校正係数）」 が表示されます。

「Siniffer tip filter （フ ィルタ コウカン ： スニフ ァーチップフ ィルタ）」

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルターのメ ンテンナンス周期は運転環境に応じ るため、 値を
10 から 999 時間の間に設定できます。 ∞ に設定し た場合、 スニフ ァーチ ッ プ フ ィ
ルタのリ マイ ンダー メ ッ セージが無効にな り ます。

デフ ォル ト 値 ： 100 「hours （ジカ ン ： 時間）」

メ ンテナンス作業の実施方法の詳細は、 7 章メ ンテナンスを参照し て く だ さい。

（周期時間を変更せずに） フ ィ ルタの交換を確認する と きは、 「OK」 のみを押し ま
す。 カウン ターが再ス ター ト し ます。

図 61 　 Protec P3000 の 「Calibration history （コウセイ リ レキ ： 校正履歴）」 の例

図 62 スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタのメ ンテナンス周期設定、 および交換の確認
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「Maintenance interval （ メ ンテナンスシュウキ ： メ ンテナンス周期）」

「Maintenance interval （メ ンテナンスシュウキ ： メ ンテナンス周期）」 サブ メ ニュー
では、 本体ユニ ッ ト の合計運転時間、 「Diaphram pump （ダイ ア フ ラムポンプ） 」 、
「Sniffer tip filter （フ ィ ルタ コウカ ン ： スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ）」、 および 「Main
air filter （エアーフ ィ ルタ ： 本体ユニ ッ ト のエアフ ィ ルタ）」 の次のメ ンテナンス期
限までの時間が表示されます。

メ ンテナンス期限が切れる と、 適切な作業を実施するためのリ マイ ンダーと し て警
告が出力されます。 警告は、 ダイアフ ラムポンプおよび本体ユニ ッ ト のエアフ ィ ル
タに対し て出力されます。 5.1 項 （エラー メ ッ セージ と警告） を参照し て く だ さい。

「Maintenance history （ メ ンテナンスリ レキ ： メ ンテナンス履歴）」

「Maintenance history （メ ンテナンス リ レキ ： メ ンテナンス履歴） 」 リ ス ト には、 実
施し たすべてのメ ンテナンス作業が表示されます。 メ ンテナンス作業が実施された
「Date （ヒ ヅケ ： 日付）」 および 「Time （ジコ ク ： 時間）」、 メ ンテナンス作業が実施
された と きの Protec P3000 の運転時間 （「Hours （ジカ ン ： 時間）」、 および実施され
た メ ンテナンスの 「Type （タ イプ） 」 が表示されます。 適切な項目をハイ ラ イ ト し
拡大鏡ボタ ンを押すと、 それぞれの メ ンテナンス作業の詳細が表示されます。

図 63 　 メ ンテナンス周期 メ ニューページの例

図 64 　  「Maintenance history （メ ンテナンス リ レキ ： メ ンテナンス履歴）」 リ ス ト の例
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「Confirm maintenance （メ ンテナンス ノ カクニン ： メ ンテナンスの確認）」　

このサブ メ ニューでは、 本体ユニ ッ ト エアフ ィ ルタの交換を確認でき、 メ ンテナン
ス作業が実施された運転時間はソ フ ト ウ ェ アに保存されます。

注記 ダイアフ ラムポンプのメ ンテナンスは、（パスワー ド で保護された） サービス

メ ニューにおいてのみ確認できます。

メ ンテナンス作業の実施方法の詳細は、 7 章メ ンテナンスを参照し て く だ さい。

「Replace PRO-Check （PRO-Check ヲ コウカンシテクダサイ ： PRO-Check の交換）」

内部校正器 PRO-Check のガス リ ザーバを交換する と きは、 新 し い交換用ガス リ
ザーバーのシ リ アル番号および校正データ を含んだコー ド を、 このサブ メ ニューで
入力する必要があ り ます。 内部校正器 PRO-Check の交換方法の詳細は、 7.7 項を参
照し て く だ さい。

注記 PRO-Check 有効期限の警告 （7.7.5 項を参照し て く だ さい）。

図 65 　 メ ンテナンス作業の確認

図 66 　 新しい PRO-Check ガス リザーバの有効化
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5 Protec P3000 のメ ッ セージ

リーク検出の運転中、 LCD デ ィ スプレ イは、 オペレータによる Protec P3000 の運
転をサポー ト する情報を示し ます。 測定データに加えて、 現在の機器の状態、 運転
のヒ ン ト および警告やエラー メ ッ セージも表示できます。

5.1 エラー メ ッ セージおよび警告

Protec P3000 は、 広範な自己診断機能を備えています。 コ ン ト ロールボー ドが不具
合状態を検出し た と き、 LCD デ ィ スプレ イ を経由し て、 可能な限り この状態をオペ
レータに示し ます。

「Errors （エラー）」

「Error （エラー）」 は、 進行中の測定を強制的に中断させ、 Protec P3000 自身で修正
できないイベン ト です。 エラーは、 エラー番号と文章で示されます。

Protec P3000 はエラーステータ スを維持し ます。 不具合原因を除いた後、 「Restart
（リ ス ター ト ： 再起動）」 ボタ ンを押し てエラーを確認し ます。 Protec P3000 は測定
モー ド に戻り ます。

「Warnings （ケイコ ク ： 警告）」

「Warning （ケイ コ ク ： 警告）」 は、 測定の不確かさ を増加させる異常な状態を検出し
た場合に出力されますが、 測定は中断されません。

次の表には、 起こ り う るすべてのエラー メ ッ セージ、 考えられる原因、 および不具
合を直す対応を記載し ます。 対応がない （または、 その対応では問題を直せない）
場合、 INFICON カス タ マーサービスにお問い合わせ く だ さい。

注記 お問い合わせの際は、 Protec P3000 のシ リ アル番号、 およびソ フ ト ウ ェ ア

バージ ョ ン番号をご用意 く だ さい。

以下の表には、 次のよ う な略語が使用されます。

MC50 = CPU ボー ド

エラー

番号

メ ッ セージ 考えられる原因 対応 

E1 24V of the MC50 too low
(24V_MC50 が低すぎる）

マザーボー ドのヒ ューズ F1 の切れ マザーボー ドのヒ ューズ F1 を交

換し て く だ さい *

E2 24V of sensor heating too low

(24V_ センサーヒーター が低すぎ

る） 

マザーボー ドのヒ ューズ F2 の切れ マザーボー ドのヒ ューズ F2 を交

換し て く だ さい *

E3 24V II too low

(24V II が低すぎる） 

マザーボー ドのヒ ューズ F3 の切れ マザーボー ドのヒ ューズ F3 を交

換し て く だ さい *

W4 24V of the OPTION socket  too low

(24V_OPTION ソケ ッ ト が低すぎる）

マザーボー ドのヒ ューズ F4 の切れ マザーボー ドのヒ ューズ F4 を交

換し て く だい *

W5 5V of the Sniffer is too low

(5V_ スニフ ァーが低すぎる）

マザーボー ドのヒ ューズ F5 の切れ マザーボー ドのヒ ューズ F5 を交

換し て く だ さい * 
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W6 5V of the internal Leak  too low

(5V_ 内部校正リークが低すぎる )

PRO-Check の電子機器の故障 内部校正器 PRO-Check を交換し

て く だ さい。

INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

E7 -15V of the MC50 is too low

（-15V_MC50 が低すぎる） 

マザーボー ドの故障 INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

E8 15V of the MC50 is too low

（15V_MC50 が低すぎる）

マザーボー ドの故障 INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

E9 High Voltage error

（高電圧エラー） 

センサー電子機器の不具合 INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

W11 Wise current unstable

（Wise 電流が不安定） 

起動から 20 分以内に Wise Technology 

センサーからの電流が安定し ない

*Protec P3000 が数日間使用されてい

ない可能性があ り、 センサー電流の安

定には、 さ らに運転時間が必要です。 

Protec P3000 を再起動し て く だ さ

い。 不具合が続 く 場合は、

INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

E12 Wise Sensor not ignited

（Wise センサーが点火し ない）

Wise Technology センサーからの電流が

電源オンから 10 分以上経過し ても低

すぎる 

Protec P3000 を再起動し て く だ さ

い。 問題が続 く 場合は、 INFICON 

カス タ マーサービスにご連絡 く

だ さい。 

E13 Problem in Heater Control

（ヒーターコ ン ト ロールの不具合） 

Wise Technology センサー用のヒーター

コ ン ト ロールの故障

INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。 

W14 Discharge gone out

（放電な し） 

Wise Technology センサーの感度不具

合、 または周囲にヘ リ ウムな し （ 例え

ば、 スニフ ァーを窒素でパージ )

2 時間ご とに警告

警 告
校正の検証 （プルーフ機能）、
または校正を実施し て く だ さい。

スニフ ァーラ イ ンを外気に接続

し て再起動し て く だ さい。

不具合が続 く 場合は、 INFICON カ

ス タ マーサービスにご連絡 く だ

さい。 

W15 Filter in the sniffer tip is clogged

（スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタの詰ま

り）

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタの詰ま り スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し て く だ さい。

W17 Fore pump service interval expired!

（フ ォアラ イ ンポンプのサービス周

期経過）

前回のフ ォアラ イ ンポンプのサービス

から > 10,000 時間経過

ダイアフ ラムポンプのダイアフ

ラムを交換し て く だ さい * 

W18 Air filter service interval expired!

（エアフ ィ ルタのサービス周期経

過）

前回の本体ユニ ッ ト エアフ ィ ルタの

サービスから > 10,000 時間経過

本体ユニ ッ ト エアフ ィ ルタ を清

掃、 または交換し て く だ さい。

7.2 項を参照し て く だ さい。

E19 No communication with Wise ADC

（Wise ADC との通信な し）

Wise Technology センサー、または CPU 

ボー ドの故障

INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。 

エラー
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E20 Temperature at electronic unit is too 

high （>60°）

（電子ユニ ッ ト の温度が高すぎる 

( > 60 ℃））

周囲の温度が高すぎる 環境を冷やし、 Protec P3000 を涼

しいエ リ アへ設置し て く だ さい。 

換気不良 本体ユニ ッ ト 両側のフ ァ ンが運

転し ている こ と を確認し て く だ

さい （本体ユニ ッ ト 両サイ ドの

イ ンレ ッ ト を通し た空気の流れ

の確認）。

エアフ ィ ルタの汚れ 本体ユニ ッ ト メ イ ンエアフ ィ ル

タ を清掃、 または交換し て く だ

さい。

7.2 項を参照し て く だ さい。 

E22 Temperature at the electronics unit 
too low （<-21 ℃）
（電子ユニ ッ ト の温度が低すぎる
（< -21 ℃）） 

周囲の温度が低すぎる 環境を確認し て く だ さい。

温度センサーの故障 INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

W24 24V for the ext. control unit too low

（外部デ ィ スプレ イユニ ッ ト への 

24 V 電圧が低すぎる）

RC バージ ョ ンのみ ：

RC ド ラ イバーボー ドのヒ ューズの切

れ

RC ド ラ イバーボー ドのヒ ューズ

を交換し て く だ さい *

E25 Remove sniffer from CAL port

（「CAL （校正）」 ポー ト からスニ

フ ァーを離す）

スニフ ァーを起動中に校正ポー ト に挿

入された、 または内部校正プロセス中

にスニフ ァーを離す必要が発生 

スニフ ァーを PRO-Check の校正

ポー ト から離し て く だ さい。

PRO-Check のラ イ ト バリ アの汚れ エアブロー、 または綿棒で洗浄

し て く だ さい。 

E26 Background too high or Wise sensor 

defective

（バッ クグラウン ドが高すぎる、 ま

たは Wise センサーの故障）

ヘ リ ウムによる環境の汚染、 または

Wise Technology センサーの故障

スニフ ァーラ イ ンで外気を吸引

し て く だ さい。 不具合が続 く 場

合は、 INFICON カス タ マーサービ

スにご連絡 く だ さい。

W28 Real time clock reset! Please enter 

date and time!

（リ アルタ イムク ロ ッ クのリ セ ッ

ト 。 日付と時間を入力し て く だ さ

い。）

CPU ボー ドの交換 日付と時間を入力し て く だ さい。

4.4.5 項を参照し て く だ さい。

CPU ボー ドのバッ テ リー不良 CPU ボー ド を交換し て く だ さい *

W29 The 24V of the audio output is too low

（24V_ オーデ ィ オ出力が低すぎる）

ヒ ューズ F6 の故障 本体 PCB のヒ ューズ F6 を交換し

て く だ さい。

E32 Wise Technology current too high

（Wise Technology 電流が高すぎる） 

Wise Technology センサー電流の閾値超

過

Protec P3000 （XL） のオフ し ない

で く だ さい !!!

直ちにスニフ ァ－ラ イ ンを通し

て外気を供給し、 Protec P3000 を

再起動、 および 　 Protec P3000 が

回復するまで待ちます。

不具合が続 く 場合は、 INFICON カ

ス タ マーサービスにご連絡 く だ

さい。

W34 Flow has changed!

（流量の変化）

前回の校正から、 流量が 30 ％以上変

化 （変化が 20 ％を下回った場合、 警

告は消えます） 

Protec P3000 を再校正 （3.5 項を

参照し て く だ さい）、 またはスニ

フ ァーラ イ ン フ ィ ルタ を交換し

て く だ さい。
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W35 Flow through sniffer is too low

（スニフ ァー流量が低すぎる）

流量が 「Flow limits lower （フ ローリ

ミ ッ ト  カゲン ： 流量下限）」 よ り も低

い （「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ：

低流量）」 モー ド）

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

キャ ピ ラ リーの詰ま り

本体ユニ ッ ト フ ィ ルタの詰ま り

「Flow limits lower （フ ローリ ミ ッ ト  カ

ゲン ： 流量下限）」 の設定が高すぎる

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し て く だ さい。

7.4 項を参照し て く だ さい。

スニフ ァーラ イ ンのフ ィ ルタ を

交換し、 校正し て く だ さい。

7.4 項を参照し て く だ さい。

または、 プローブケーブルを交

換し て く だ さい *

内部フ ィ ルタ を交換し て く だ さ

い *

「Flow limits lower （フ ローリ ミ ッ

ト  カゲン ： 流量下限）」 を低 く し

て く だ さい。

4.4.1 項を参照し て く だ さい。

E37 Flow through sniffer line too low

（スニフ ァー流量が高すぎる） 

流量が 「Flow limits upper （フ ローリ

ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上限）」 よ り も

高い （「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ：

低流量）」、 および 「High flow （コウ

リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド）、 ま

たは圧力が圧力上限よ り も高い （「High 

Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）

モー ドのみ ） ：

キャ ピ ラ リー破損、 またはリーク

「Flow limits upper （フ ローリ ミ ッ ト  ジ

ウゲン ： 流量上限）」 の設定が低すぎ

る

スニフ ァーラ イ ンを交換し、 再

校正し て く だ さい、 またはプ

ローブケーブルを交換し て く だ

さい *

「Flow limits upper （フ ローリ ミ ッ

ト  ジウゲン ： 流量上限）」 を高 く

し て く だ さい。

4.4.1 項を参照し て く だ さい。 

E38 Pump error

（ポンプエラー）

フ ォアラ イ ンポンプの故障 INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

W39 Valve block error!

（バルブブロ ッ クエラー）

セルフ テス ト 中にバルブブロ ッ クの

バージ ョ ンを認識できない

INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

エラー
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W40 Ratio of HIGH FLOW to LOW FLOW 

failed

（「High Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ：

高流量）」 と 「Low Flow （テイ リ ュ

ウ リ ョ ウ ： 低流量）」 比率の不良）

Protec P3000XL の 「High Figh （コウ リ ュ

ウ リ ョ ウ ： 高流量）」 のみ ：

「High Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流

量）」 モー ドの流量が、 「Low Flow （テイ

リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー ドの流量

の 5 倍よ り も小さい （起動、 または校正

中のみ）

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

本体ユニ ッ ト の内部フ ィ ルタの詰ま り

「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」 キャ ピ ラ リーの内部リーク

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し、 再校正し て く だ さい （7.4 

項を参照し て く だ さい）。

内部フ ィ ルタ を交換し *、 再校正

し て く だ さい。

スニフ ァーラ イ ンを交換し、 再

校正し て く だ さい。 不具合が続

く 場合は、 INFICON カス タ マー

サービスにご連絡 く だ さい。

W41 HIGH FLOW too low

（「High Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ：

高流量）」 が低すぎる） 

Protec P3000XL の 「High Figh （コウ

リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 のみ ：

流量が 「Flow limits lower （フ ローリ

ミ ッ ト カゲン ： 流量下限）」 よ り も低

い （「High Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ：

高流量）」 モー ド）、 または Wise 

Technology センサーの圧力が対応する

圧力限界未満

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

本体ユニ ッ ト の内部フ ィ ルタの詰ま り

「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」 キャ ピ ラ リーの内部リーク 

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し て く だ さい （7.4 項を参照し

て く だ さい） 

内部フ ィ ルタ を交換し て く だ さ

い *

スニフ ァーラ イ ン、 またはプ

ローブケーブルを交換 * し て く

だ さい。

7 章を参照し て く だ さい。

W42 Pressure at calibration differs 

between HIGH and LOW FLOW

（「High Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ：

高流量）」 と 「Low Flow （テイ リ ュ

ウ リ ョ ウ ： 低流量）」 の校正におけ

る圧力が異なる）

Protec P3000XL の 「High Figh （コウ

リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 のみ ：

Wise Technology センサーの圧力が

「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」 モー ド と 「High Flow （コウ リ ュ

ウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー ド で異なる

（起動、 または校正中のみ )

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

本体ユニ ッ ト の内部フ ィ ルタの詰ま り 

キャ ピ ラ リーの詰ま り 

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し、 再校正し て く だ さい （7.4 

項を参照し て く だ さい）。

内部フ ィ ルタ を交換し *、 再校正

し て く だ さい。

スニフ ァーラ イ ンを交換し、 再

校正し て く だ さい。 または、 プ

ローブケーブルを交換し *、 再校

正し て く だ さい。

7 章を参照し て く だ さい。
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W53 Flow at calibration out of limits.

（校正時の流量限界の範囲外）

Protec P3000、 または Protec P3000XL 

の 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ：

低流量）」 モー ドのみ ：

校正時の流量が、 「Flow limits upper

（フ ローリ ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上

限）」 よ り も高い、 または 「Flow limits 

lower （フ ローリ ミ ッ ト  カゲン ： 流量

下限）」 および 「Limits low flow error

（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュ

ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 （有効の

場合、 いずれかが先に発生） よ り も低

い

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

本体ユニ ッ ト の内部フ ィ ルタの詰ま り

（「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」） キャ ピ ラ リーのリーク

「Flow limit （フ ローリ ミ ッ ト ： 流量限

界）」、 または流量低下エラーの不適切

な設定 （「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ

ウ ： 低流量） モー ド）

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し、 再校正し て く だ さい （7.4 

項を参照し て く だ さい）。

内部フ ィ ルタ を交換し *、 再校正

し て く だ さい。

スニフ ァーラ イ ンを交換し、 再

校正し て く だ さい。 または、 プ

ローブケーブルを交換し *、 再校

正し て く だ さい。

「Flow limit （フ ローリ ミ ッ ト ： 流

量限界）」、 および 「Limits low 

flow error （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイ

エラーチニュウ リ ョ ク ： 流量下

限エラー）」 （「Low Flow （テイ

リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 モー

ド） の設定を確認し て く だ さい。

4.4.1 項を参照し て く だ さい。

エラー

番号

メ ッ セージ 考えられる原因 対応 
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W54 Flow at calibration out of limits.

（校正時の流量限界の範囲外 ）

Protec P3000XL の 「High Figh （コウ

リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 のみ ：

校正時の流量が、 「Flow limits upper

（フ ローリ ミ ッ ト  ジウゲン ： 流量上

限）」 よ り も高い、 または 「Flow limits 

lower （フ ローリ ミ ッ ト  カゲン ： 流量

下限）」 および 「Limits low flow error

（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュ

ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 （有効の

場合、 いずれかが先に発生） よ り も低

い

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

本体ユニ ッ ト の内部フ ィ ルタの詰ま り

プローブケーブルのリーク

「Flow limit （フ ローリ ミ ッ ト ： 流量限

界）」、 または 「Limits low flow error

（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュ

ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 の不適

切な設定 （「High Flow （コウ リ ュウ

リ ョ ウ ： 高流量） モー ド）

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し、 再校正し て く だ さい （7.4 

項を参照し て く だ さい）。

内部フ ィ ルタ を交換し *、 再校正

し て く だ さい。

スニフ ァーラ イ ンを交換 （また

は、 プローブケーブルを交換 *）

し、 再校正し て く だ さい。

「Flow limit （フ ローリ ミ ッ ト ： 流

量限界）」、 および 「Limits low 

flow error （リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイ

エラーチニュウ リ ョ ク ： 流量下

限エラー）」 （「High Flow （コウ

リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 モー

ド） の設定を確認し て く だ さい。

4.4.1 項を参照し て く だ さい。

E55 Flow through sniffer below error limit.

（スニフ ァー流量がエラー限界未

満）

Protec P3000、 または Protec P3000XL 

の 「LOW FLOW （テイ リ ュウ リ ョ ウ ：

低流量）」 モー ドのみ ：

「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」 モー ド におけるスニフ ァーラ イ

ンを通る流量が、 「Limits low flow error

（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュ

ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 未満

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

本体ユニ ッ ト の内部フ ィ ルタの詰ま り

「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」 モー ドの 「Limits low flow error 

（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュ

ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 が高す

ぎる

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し、 再校正し て く だ さい （7.4 

項を参照し て く だ さい）。

内部フ ィ ルタ を交換し *、 再校正

し て く だ さい。

「Limits low flow error （リ ュウ リ ョ

ウセ ッ テイエラーチニュウ リ ョ

ク ： 流量下限エラー）」 （「Low 

Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」 モー ド） の設定を確認し て

く だ さい。

4.4.1 項を参照し て く だ さい。

エラー
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E56 High Flow below error limit

（「High Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ：

高流量）」 がエラー限界未満） 

Protec P3000XL の 「High Figh （コウ

リ ュウ リ ョ ウ ： 高流量）」 のみ ：

「High Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流

量）」 モー ド におけるスニフ ァーラ イ

ンを通る流量が、 「Limits low flow error

（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュ

ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 未満、

または、 Wise Technology センサーの圧

力が対応する 「lower pressure limit （ア

ツ リ ョ ク カゲン ： 圧力下限）」 未満

スニフ ァーラ イ ン フ ィ ルタの詰ま り

メ イ ンユニ ッ ト の内部フ ィ ルターの詰

ま り

「Low Flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流

量）」 モー ドの 「Limits low flow error

（リ ュウ リ ョ ウセ ッ テイエラーチニュ

ウ リ ョ ク ： 流量下限エラー）」 が高す

ぎる

スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ を交

換し、 再校正し て く だ さい （7.4 

項を参照し て く だ さい）。 内部

フ ィ ルター * を交換し て再校正

し て く だ さい

内部フ ィ ルタ を交換し *、 再校正

し て く だ さい。

「Limits low flow error （リ ュウ リ ョ

ウセ ッ テイエラーチニュウ リ ョ

ク ： 流量下限エラー）」 （「High 

Flow （コウ リ ュウ リ ョ ウ ： 高流

量）」 モー ド） の設定を確認し て

く だ さい。 4.4.1 項を参照し て く

だ さい。

W59 EEPROM parameter queue overflow!

（EEPROM パラ メ ータキューのオー

バーフ ロー） 

古いバージ ョ  ンのソ フ ト ウ ェ アから 

「ア ッ プデー ト 」 の実施 

Protec P3000 を再起動し て く だ さ

い。 不具合が続 く 場合は、

INFICON カス タ マーサービスにご

連絡 く だ さい。

W60 All EEPROM parameter lost!

（すべての EEPROM パラ メ ータ消

失） 

新しい EEPROM の設置、 マザーボー ド

の EEPROM が未使用

ソ フ ト ウ ェ ア メ ニューのすべて

の設定をデフ ォル ト に リ セ ッ ト

し て く だ さい。 設定を再入力し

て く だ さい。

起動時に メ ッ セージが繰り返し発生す

る場合、 マザーボー ドの EEPROM の不

良

EEPROM を交換し て く だ さい *

W61 EEPROM parameter initialised!

（EEPROM のパラ メ ータ初期化）

ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト の実施よ

る新しいパラ メ ータの導入

新し く 導入されたパラ メ ータは警告の

下に記載

警告を確認し て く だ さい。

起動時に メ ッ セージが繰り返し発生す

る場合、 マザーボー ドの EEPROM の不

良

EEPROM を交換し て く だ さい *

W62 EEPROM parameter lost! 

（EEPROM パラ メ ータ消失） 

ソ フ ト ウ ェ アア ッ プデー ト 中にパラ

メ ータに変更され、 デフ ォル ト 値に リ

セ ッ ト

作用するパラ メ ータは警告の下に記載

対応する ソ フ ト ウ ェ ア メ ニュー

の変更された設定を確認し、 任

意の値に選定し て く だ さい。

起動時に メ ッ セージが繰り返し発生す

る場合、 マザーボー ドの EEPROM の不

良

EEPROM を交換し て く だ さい * 

W64 There are outstanding warnings!

（未解決の警告あ り） 

確認後も有効な警告に対し て、 2 時間

ご と、 または電源オンご とに発生 

警告を再度確認し て く だ さい。

エラー

番号

メ ッ セージ 考えられる原因 対応 
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W65 Wrong date set!

（不正なデータ設定）

Protec に不正なデータ

PRO-Check への不正な Hex コー ド入

力 

Protec のデータ を確認し て く だ

さい。

入力し た PRO-Check の Hex コー

ド を確認し て く だ さい。

W66 New PRO-Check!

（新しい PRO-Check） 

本体ユニ ッ ト に新しい内部校正器 

PRO-Check の設置

シ リ アル番号と コー ド を入力し

て く だ さい。

4.7 項 「Replace PRO-Check

（PRO-Check ヲ コウカ ンシテ クダ

サイ ： PRO-Check の交換）」 を参

照し て く だ さい。 

W67 PRO-Check will be expired at 

DD.MM.YYYY

（PRO-Check の有効期限は 

DD.MM.YY） 

有効期限に関する警告は、 実際の有効

期限から 14、 30、 60、 または 90 日前

のいずれかに調整し て出力

新しい PRO-Check ガス リザーバ

を注文し て く だ さい （カ タ ログ

番号 ： 521-010）。

7.7.5 項を参照し て く だ さい。）

W68 PRO-Check expired!

（PRO-Check の使用期限切れ） 

PRO-Check を 1 年以上に使用、 または

製造日から 2 年以上経過 

新しい PRO-Check ガス リザーバ

に交換し て く だ さい。

7.7 項を参照し て く だ さい。

W70 All EEPROM parameter of PRO- 

Check lost!

（PRO-Check のすべての EEPROM 

パラ メ ータ消失）

PRO-Check の EEPROM が空、 または

不良

PRO-Check を交換し て く だ さい。

W71 No communication with PRO- Check!

(PRO-Check との通信な し） 

PRO-Check と本体ユニ ッ ト に電気的接

続がない、 または故障

PRO-Check と 本体ユニ ッ ト の接

続を確認し て く だ さい。

不具合が続 く 場合は、 INFICON カ

ス タ マーサービスにご連絡 く だ

さい。

PRO-Check が本体ユニ ッ ト に設置な し PRO-Check を設置し て く だ さい。

PRO-Check がない ソ フ ト ウ ェ ア･メ ニューで PRO-

Check を無効にし て く だ さい。

4.5.6 項を参照し て く だ さい。

W72 No communication with Sniffer!

（スニフ ァーとの通信な し） 

スニフ ァーラ イ ン と本体ユニ ッ ト に電

気的接続がない、 または故障 

スニフ ァーラ イ ン と本体ユニ ッ

ト の接続を確認し て く だ さい

（スニフ ァーラ イ ンを再接続、 ま

たは別のスニフ ァーラ イ ンを接

続 ）。

不具合が続 く 場合は、 INFICON カ

ス タ マーサービスにご連絡 く だ

さい。

W78 Signal difference between calibrated 

leak and air too small!

（校正器と空気の信号差が小さすぎ

る） 

校正、 またはプルーフ機能中の校正器

のリーク レー ト が小さすぎる、 または

校正器が空 

校正器のリーク レー ト を確認し

て く だ さい。 または、 大きい

リーク レー ト の校正器を使用し

て く だ さい。 

校正中のバッ クグラウン ドが高すぎる ヘ リ ウムのバッ クグラウン ド を

確認し て く だ さい。

4.6 項 「Info （イ ン フ ォ ： 情報）」

ページ 2 を参照し て く だ さい。

空気の信号が安定するための時間が不

十分 （確認が早すぎる）

校正を繰り返し、 空気の信号が

安定するための十分な時間を許

容し て く だ さい。 

エラー

番号

メ ッ セージ 考えられる原因 対応 
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* 認定された INFICON サービスのみが実施できます。

E81 Calibration factor too low!

（校正係数が低すぎる） 

校正中に決定された校正係数が < 0.1

校正器のリーク レー ト が不適切 （特に

外部校正中） 

校正器の適切な設定を確認し て

く だ さい。

E82 Calibration factor too high!

（校正係数が高すぎる） 

校正中に決定された校正係数が > 10 

校正器のリーク レー ト が不適切 （特に

外部校正中）

校正器の適切な設定を確認し て

く だ さい。

校正器の吸引が不適切、 または吸引時

間が短い 

校正を繰り返し、 校正器を適切

に十分な時間吸引し て く だ さい。

W86 Internal Calibration not possible

（内部校正不可）

校正の実施時に測定モー ド になってい

ない 

Protec P3000 が測定モー ド に入る

まで待ちます。

E87 Not supported gas in PRO-Check

（PRO-Check が未サポー ト のガス） 

内部校正、 またはプルーフ機能中にの

み発生 ：

ECO-Check を （意図せず） 設置

ECO-Check を取り外し、 PRO-

Check を設置し て く だ さい。

PRO-Check の EEPROM にプログラム

な し

内部校正器 PRO-Check を交換し

て く だ さい。

W88 PRO-Check defective

（PRO-Check の故障） 

内部校正、 またはプローブ機能中にも

に発生 ：

温度センサーの故障

内部校正器 PRO-Check を交換し

て く だ さい。 

W89 Overrange!

（「Contamination Limit （コ ン タ ミ

ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限界）」

超過） 

Protec P3000 のヘ リ ウム汚染 Protec P3000 （XL） を電源オフ し

ないで く だ さい。

Protec P3000 を運転させながら、

警告が消えるまでスニフ ァーラ

イ ンに外気を供給し て く だ さい。

警告が頻繁に発生する場合は、

「Contamination Limit （コ ン タ ミ

ネーシ ョ ン リ ミ ッ ト ： 汚染限

界）」 を上げて く だ さい。 

ヘ リ ウムのバッ クグラウン ド を

確認し て く だ さい。

4.6 項 「Info （イ ン フ ォ ： 情報）」

ページ 2 を参照し て く だ さい。

外部校正中の校正器のリーク レー ト が

高すぎる 

小さい リーク レー ト の校正器を

外部校正に使用し て く だ さい。

E90 Calibration conditions not maintained

（校正条件が維持されない） 

内部校正中にスニフ ァーを離す、 また

は内部校正の中止

内部校正を繰り返し て く だ さい。

エラー

番号

メ ッ セージ 考えられる原因 対応 
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6 機器の接続

Protec P3000 は、 3 つの電気コ ン ト ロールコ ネ ク タ を備えています。 電気的接続
（ヘ ッ ド フ ォ ン、 I/O ポー ト 、 および RS232 ポー ト ） は本体ユニ ッ ト の背面にあり、
電源コー ド ソケ ッ ト の直ぐ横にあり ます。

6.1 I/O ポー ト （コ ン ト ロールの入出力）

この接続を通し て、 Protec P3000 のい く つかの機能の外部コ ン ト ロールができ、 測
定データや Protec P3000 のステータ スを外部機器に通信できます。

リ レー接点を通し て、 ト リ ガーレベルや運転モー ド （「Ready （ ： 準備完了）」 を監
視できます。

6.1.1 接地コネク タ

ピン 2、 3、 18、 19、 21 は接地コネク タ です。

6.1.2 24V 出力

ピン 6 は PLC 入出力のための +24 V 共通出力であ り、ヒ ューズ F4 によ り内部保護

警 告

すべての I/O ポー ト の接点において、 保護接地や接地機器に対する最大電圧 60

VDC、 または 25 VAC に到達および超過し ないで く ださい。 入出力のタ イプに応じ

た低電圧が許容されます。 詳細は、 対応する章の情報を参照し て く ださい。

図 67 　 デフ ォル ト のピン割り当て



98 機器の接続

取
扱

説
明

書

されています。

6.1.3 PLC 入力

これらの入力は、 PLC 経由し た Protec P3000 のコ ン ト ロールに使用できます。

技術データ

ピン割り当て  （デフ ォルト）

すべての PLC 入力は、 コマン ド リ ス ト から定義できます。 コマン ドは、 「Settings
（セ ッ テ ィ ング）」 / 「Interfaces （イ ン ターフ ェ イス）」 / Select PLC inputs（PLC ニュ
ウ リ ョ ク ノ セン タ ク ： PLC 入力選択）」 サブ メ ニューで選択できます。 このサブ メ
ニューの詳細は、4.4 項を参照し て く だ さい。現在選択されている コマン ドは 「INFO
（イ ン フ ォ ： 情報）」 ページ 7 に表示されます。

「Standby （スタンバイ ： スリープ）」

「Low」 から 「High」 に変更する と、 「Standby （ス タ ンバイ ： ス リープ） 」 機能が有
効にな り ます。

「High」 から 「Low」 に変更する と、 「Standby （ス タ ンバイ ： ス リープ） 」 機能が無
効 （「Wake up （ウ ェークア ッ プ ： 起動）」 にな り ます。

「Calibration （ ： 校正）」

校正プロセスの開始、 校正器からの信号が十分な時間安定し た後の校正プロセスの
確認、 およびスニフ ァーチ ッ プを校正器から離し た確認にも使用されます （6.1.5 項
を参照し て く だ さい）。

「Calibration abort （ ： 校正中止）」

校正プロセス中にいつでも校正を中止できます。

注 意
許容最大入力電圧は 28V です。

24V 公称入力

Low レベル ： 0 ～ 7 V

High レベル ： 13 ～ 28 V

ピン デフ ォル ト コマン ド

7 Standby （ス タ ンバイ ： ス リープ）

8 Cleat Error （ ： エラーク リ ア）

9 Calibration Abort （ ： 校正中止）

13 Claibration （校正 ： ）

20 Zero （ ： ゼロ）

25 Not used （ ： 使用し ない）
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「Zero （ ： ゼロ）」

「ZERO （ゼロ）」 機能を実施し ます （「ZERO （ゼロ）」 ボタ ンを押すこ と と同様です）。

「Cloar Error （ ： エラーク リア）」

警告またはエラー メ ッ セージを確認し ます。 校正中に使用し た場合、 校正が中止さ
れます。

6.1.4 PLC 出力

これらの出力は、 PLC を経由し た Protec P3000 の監視に使用できます。

PLC 出力は 「オープン コ レ ク タ出力」、 またはリ レー出力と し て設計されています。
「Error （エラー）」 オープン コ レ ク タ出力については、以下の例を参照し て く だ さい。

技術データ

ピン割り当て

図 68 　 「Error （エラー）」 オープン コ レ ク タ出力の回路

6

17

24 V

I/O Port (open collector output)

Error active    =   0 Volt
Error inactive = 24 Volt 

10 K

I/O ポート（オープンコレクタ出力）

「Error（エラー）」有効＝ 0 V

「Error（エラー）」無効＝ 24 V

注 意
オープン コ レ ク タ出力の許容 される最大入力電圧、 および電流は ： 28 V ； 50 mA

です。

オープン コ レ ク タ出力

有効 = Low

ピン コマン ド （編集不可）

4 Ready （ ： 準備完了）

5 Calibration stable （ ： 校正安定）

16 Leak （ ： リーク）

17 Error （エラー）
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「Ready （ ： 準備完了）」

Protec P3000 が測定可能である限り、 信号は 「Low」 にな り ます。

「Calibration stable （ ： 校正安定）」

校正中に検出された信号が十分な時間安定する と信号は 「Low」 にな り、 バッ クグ
ラウン ド信号が十分な時間安定し た後 「High」 に戻り ます。

「Leak （ ： リーク） ：

事前設定し た ト リ ガーレベルを超えた場合、 信号は 「Low」 にな り ます。

「Error （ ： エラー）」

警告またはエラー メ ッ セージが有効になった場合、 信号は 「Low」 にな り ます。

6.1.4.1 リ レー出力

技術データ

ピン割り当て

「Leak （ ： リーク）」

事前設定し た ト リ ガーレベルを超えた場合、 リ レーは有効 （ON） にな り ます。

「Ready （ ： 準備完了）」

Protec P3000 が測定可能である限り、 リ レーは有効 （ON） にな り ます。

6.1.4.2 レ コーダー出力

技術データ

注 意
最大定格負荷は、 1 リ レーあた り 60 VDC / 25 VAC、 および 1 A です。

リ レー

有効 ノ ーマルオープン （NO）

ピン 接点タ イプ コマン ド （編集不可）

22、 10 ノ ーマルク ローズ （NC） 「Leak （ ： リーク）」

22、 23 ノ ーマルオープン （NO）

11、 24 ノ ーマルク ローズ （NC） 「Ready （ ： 準備完了）」

11、 12 ノ ーマルオープン （NO）

アナログ出力

0 ～ 10 V

最大 1 mA
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ピン割り当て

詳細は、 4.5.2 項 （「Recorder outputs （レ コーダーシュ ツ リ ョ ク ： レ コーダー出力）」）
を参照し て く だ さい。

6.1.5 校正の実行方法

スニ フ ァ ープ ローブチ ッ プ を校正器の前に校正プ ロセスを開始する と きは、 スニ
フ ァープローブチ ッ プを校正リークの前に置いた後、 「Calibration （ ： 校正） 」 入力
を 「High」 に設定する と校正プロセスが開始されます。校正プロセス開始後、「Ready
（ ： 準備完了）」 信号は 「High」 にな り ます。

注記 電源オンから最初の 20 分以内に校正を開始する と警告が出力されます。

「Error （ ： エラー）」 出力信号が 「Low」 にな り、 「Ready （ ： 準備完了）」 信号

が 「High」 （準備完了し ていない） にな り ます。 この場合、 「Clear Error （ ： エ

ラーク リ ア）」 入力信号を 「High」 にするまで校正は開始されません （校正は

この後のに開始されます） 。 または、 「Calibration Abort （ ： 校正中止） 」 入力

信号を 「High」 に設定する と校正は中止されます。

校正プロセスを開始し、信号が十分な時間安定する と、Protec P3000 は 「Calibration
Stable （ ： 校正安定）」 出力信号を 「Low」 に設定し ます。 スニフ ァープローブチ ッ
プを校正器から離し た後、 「Calibration （ ： 校正）」 入力を 「Low」 に設定する必要が
あ り ます。

「Calibration Stable （ ： 校正安定）」 出力信号は 「Low」 にと どま り、 バッ クグラウン
ド信号が十分な時間安定する と 「High」 に設定されます。

このと き校正が完了し、校正プロセスの結果が本体デ ィ スプレ イに 3 秒表示されま
す。

その後、 本体デ ィ スプレ イは測定モー ド に戻り ます。

このと き、 「Ready （ ： 準備完了）」 出力信号は、 「Low」 に戻り ます。

最後の 「Calibration （ ： 校正）」 信号の前に 「Claibration Abort （ ： 校正中止）」 が送
信された場合、 校正プロセスは中止されます。

校正中にエラーがある場合、 「Clear Error （ ： エラーク リ ア）」 によ り エラーが消去
されるまで、 「Ready （ ： 準備完了）」 出力信号は 「High」 にと どま り ます。

ピン コマン ド

1 リーク レー ト 、 アナログ出力、 線形スケール

14 リーク レー ト 、 アナログ出力、 対数スケール

図 69 　  

Leak rate

Cal (Input)

Ready (Output)

Cal stable (Output)

Measurement
helium

Measurement
air

Leak rate（：リークレート）

Cal（：校正）（入力）

Ready（：準備完了）（出力）

Cal stable（：校正安定）

ヘリウム測定 空気測定

（出力）
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6.2 RS232 イ ン ターフ ェース

RS232 イ ン ターフ ェースを使用する こ とによ り、 Protec P3000 の外部コ ン ト ロール
だけでな く 、 テス ト 結果を記述するデータ を送信できます。

RS232 イ ン ターフ ェースの設定方法については、 4.5 項を参照し て く だ さい。

RS232 イ ン ターフ ェース と そのコマン ドの詳細については、「Protec P3000 イ ン ター
フ ェース説明書」 （kins26e1） を参照し て く だ さい。
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7 メ ンテナンス

7.1 メ ンテナンススケジュール

必要な工具

･ マイナス ド ラ イバー （#2） ： 2 本

･ メ ガネレンチ （19 mm） ： 1 本

･ 六角棒レンチ （8 mm） （Protec P3000 に同梱）

･ サービスレベル I ： 技術 ト レーニングを受けていないお客様

･ サービスレベル II ： 技術 ト レーニングを受けたお客様

･ サービスレベル III ： INFICON サービス

1） 環境や使用状況に応じ て実施

警 告

Protec P3000 の全てのメ ンテナンスは、 Protec P3000 を電源から切り離し て行っ

て く だ さい。

メ ンテナンス作業 サブアセンブ リ 部品説明 部品番号
運転時間 サービス

レベル2000 5000 10.000

焼結フ ィ ルタの確認、

および必要に応じ て交換

（SL3000 のみ）

スニフ ァーチ ッ プ
スニフ ァーチ ッ プ用

焼結フ ィ ルタ SL3xx  

(5 個 )
20003500 X I

「W35 Flow too low （流量が低

すぎる）」 が発生し た場合の

交換

スニフ ァーチ ッ プ

キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ用

フ ェル ト デ ィ スク ： 

SL3xx、 (50 個 )
200001116 1) I

フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジ ：

SL3000-XL （25 個）
521-023 1) I

内部フ ィ ルタの確認、

および必要に応じ て交換
本体ユニ ッ ト 内部フ ィ ルタ （10 個）

200001680

（XL） 200002261
X II

ダイアフ ラムポンプの

メ ンテナンス

ダイアフ ラム

ポンプ MVP015

ダイアフ ラムポンプ用

消耗部品キッ ト
20003504 X III

ハウジング底部のエアフ ィ

ルタの清掃または交換
本体ユニ ッ ト

エアフ ィ ルタ

（104x154 mm、 5 枚）
200001552 X I

ガス リザーバの交換

（1 年ご と )
PRO-Check

交換用ガス リザーバ

PRO-Check 用
521-010 1) I
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7.2 エアフ ィ ルタの交換

エアフ ィ ルタの交換では、 Protec P3000 の前面を下に向けて設置、 または丈夫な作
業台の端に設置し て く だ さい。 作業台の端に設置する場合は、 Protec P3000 の重心
に注意し て く だ さい。 前面を下に向けて設置する場合は、 スニフ ァーラ イ ン と内部
校正器 PRO-Check を先に取り外し て く だ さい。

注記 フ ロン ト カバーを傷つけないするため、 柔らかい材料の上で作業する こ と を

推奨し ます。

1 エアフ ィ ルタの固定ネジは、 Protec P3000 の底部にあり ます。

2 固定ネジを取り外し ます。

3 エアフ ィ ルタ を取り外し ます。

注 意
少な く と も 6ヶ月ご とにエアフ ィ ルタの汚染を確認し、2 年ご とに必ず交換し て く

だ さい。

警 告

エアフ ィ ルタ を交換する前に Protec P3000 を電源から切り離し て く だ さい。

図 70 　 Protec P3000 底部にエアフ ィ ルタの固定ネジ
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4 汚染の程度に応じ て、 エアフ ィ ルタ を清掃、 または交換し ます。

5 新しいエアフ ィ ルタ を、 奥まで押し込みます。

6 エアフ ィ ルタの固定ネジを取り付けます。

7 メ イ ン メ ニューから 「History & Maintenance （リ レキ メ ンテナンス ： 履歴 & メ ンテ
ナンス）」 / 「Confirm maintenance （メ ンテナンス ノ  カ クニン ： メ ンテナンスの確
認）」 にいき、 デ ィ スプレ イ右側の 「Main air filter （エアーフ ィ ルター ： 本体エア
フ ィ ルタ）」 ボタ ンでエアフ ィ ルタの交換 / 清掃を確認し ます。 日付、 時間、 およ
び運転時間が保存され、 次の 10,000 運転時間後に メ ンテナンス作業実施のリ マイ
ンダーを出力し ます。

図 71 　 エアフ ィ ルタの取り外し

図 72 　  エアフ ィ ルタの挿入
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7.3 外部ヒ ューズの交換

ド ラ イバーを使用し て電源ソケ ッ ト のカバーを右側に開きます （電源スイ ッ チには
影響し ません）。

矢印マークの付いた ヒ ューズボ ッ クスを引き出すこ とによ り、 ヒ ューズを取り外す
こ とができます。

ヒ ューズボ ッ クスの挿入においては、 矢印の先端を必ず上に向けて く だ さい。

2 本のヒ ューズは、 同じ定格のヒ ューズを使用し て く だ さい。

ヒ ューズの交換後、 電源ソケ ッ ト のカバーを し っかり閉じ ます。

電源ケーブルを Protec P3000 に接続し、 リークデ ィ テ ク タ をオン し ます。

7.4 スニフ ァーラ イ ンのフ ィ ルタ交換

スニフ ァープローブが詰まった場合、 「Flow through sniffer is too low （ スニフ ァー
流量が低すぎる）」 （W35 または 41） が出力されます。

スニフ ァープローブの詰ま りの原因には次の可能性があ り ます ：

･ キャ ピ ラ リーフ ィ ルタの詰ま り ： 7.4.1 項を参照し て く だ さい （SL3000 のみ）

･ 焼結フ ィ ルタの詰ま り ： 7.4.3 項を参照し て く だ さい （SL3000 のみ）

･ スニフ ァーカー ト リ ッ ジの詰ま り （SL3000XL のみ）

･ スニフ ァープローブキャ ピ ラ リーの詰ま り

･ スニフ ァーチ ッ プの損傷

･ スニフ ァーラ イ ンの詰ま り／損傷

警 告

ヒ ューズを交換する前に Protec P3000 を電源から切り離し て く だ さい。

図 73 　  電源ヒ ューズの交換
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7.4.1 キャ ピ ラ リーフ ィ ルタのフ ェル ト デ ィ スクの交換 

(SL3000 のみ）

1 Protec P3000 をオフ し ます。

2 キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ を取り外し、 後ろ側から古いフ ェル ト デ ィ スク を押し出し
ます。

注 意
スニフ ァーチ ッ プのメ ンテナンス後は、Protec P3000 を必ず再校正し て く だ さい。

図 74 　 キャ ピ ラ リーフ ィ ルタの取り外し

図 75 　 フ ェル ト デ ィ スクの押し出し
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3 新しいフ ェル ト デ ィ スク を押し込みます。

注記 スペア フ ェ ル ト デ ィ ス ク には金属 メ ッ シ ュ部品は含まれていません。 金属

メ ッ シュ を慎重に清掃し、 再使用し て く だ さい。

4 Protec P3000 をオン し ます。

5 キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ を指で保持し、 流れがある こ と を確認し ます。

6 「Flow through sniffer is too low （スニフ ァーを通し た流量が低すぎる）」 警告が維持
される場合は、 焼結フ ィ ルタ を交換し ます （7.2 項を参照し て く だ さい）。

7 メ イ ン メ ニューから 「History & Maintenance （リ レキ メ ンテナンス ： 履歴 & メ ンテ
ナンス）」 / 「Sniffer tip filter （フ ィ ルターコウカ ン ： スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ交
換）」 に行き、 デ ィ スプレ イ右側の OK ボタ ンでスニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタの交換
を確認し ます。 日付、 時間、 および運転時間が保存され、 事前設定し た運転時間
後に メ ンテナンスのリ マイ ンダーを出力し ます。 詳細は、 4.7 項を参照し て く だ さ
い。

8 リーク レー ト を正確に表示するため 、 Protec P3000 を再校正し て く だ さい。

7.4.2 防水チ ッ プ使用時のフ ェル ト デ ィ スクの交換

(SL3000 のみ）

1 Protec P3000 をオフ し ます。

2 防水チ ッ プを取り外し ます。

3 フ ェル ト デ ィ スク と金属メ ッ シュ を後ろ側から押し出し ます。

4 防水チ ッ プの底部に金属メ ッ シュ を再設置し ます。

5 2 つの新しいフ ェル ト デ ィ スク を （防水チ ッ プ底部の全体に） 押し込みます。

6 Protec P3000 をオン し ます。

注記 流量が 30 % 以上変化し た場合、Protec P3000 の再校正を要求する警告がソ フ

ト ウ ェ アよ り出力されます。

図 76 　  新旧フ ェル ト デ ィ スク
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7 メ イ ン メ ニューから 「History & Maintenance （リ レキ メ ンテナンス ： 履歴 & メ ンテ
ナンス）」 / 「Sniffer tip filter （フ ィ ルターコウカ ン ： スニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタ交
換）」 に行き、 デ ィ スプレ イ右側の OK ボタ ンでスニフ ァーチ ッ プ フ ィ ルタの交換
を確認し ます。 日付、 時間、 および運転時間が保存され、 事前設定し た運転時間
後に メ ンテナンスのリ マイ ンダーを出力し ます。 詳細は、 4.7 項を参照し て く だ さ
い。

8 リーク レー ト を正確に表示するため 、 Protec P3000 を再校正し て く だ さい。

7.4.3 焼結フ ィ ルタの確認 / 交換  （SL3000 のみ）

注記 流量が 30 % 以上変化し た場合、Protec P3000 の再校正を要求する警告がソ フ

ト ウ ェ アよ り出力されます。

1 Protec P3000 をオフ し ます。

2 2 つのプ ラスネジを取り外し、 スニフ ァーチ ッ プを取り外し ます。

3 焼結フ ィ ルタ を O リ ングを取り外し ます。

4 焼結フ ィ ルタの汚染を目視で確認し ます。

5 新しい焼結フ ィ ルタ と O リ ングをスニフ ァーチ ッ プ底部に設置し ます。

6 スニフ ァーチ ッ プを再設置し ます。

図 77 　  スニフ ァーチ ッ プの取り外し

図 78 　 焼結フ ィ ルタ
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7 Protec P3000 をオン し ます。

8 キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ を指で保持し、 負圧になる こ と を確認し ます。

9 キャ ピ ラ リーフ ィ ルタから指を離し た後に 「Flow through sniffer is too low （ スニ
フ ァー流量が低すぎる）」 警告が維持される場合は、 最初にスニフ ァーチ ッ プを交
換し ます。 問題が解決し ない場合は、 スニフ ァーラ イ ンのキャ ピ ラ リーが詰まっ
てお り、 スニフ ァーラ イ ン全体を交換する必要があ り ます。

10 リーク レー ト を正確に表示するため 、 Protec P3000 を再校正し て く だ さい。

7.5 スニフ ァープローブのフ ィ ルタ カー ト リ ッ ジの交換  
（SL3000XL のみ )

スニ フ ァ ーチ ッ プ とハン ド ルの間に設置されている フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジを交換
する と きは、 最初にスニフ ァーチ ッ プを取り外し ます。

1 キャ ッ プナ ッ ト を半時計周り に回し て緩めます。

注記 ネジが硬い場合は、 スパナ （21 mm） を使用できます。 

または、 スパナをキャ ッ プナ ッ ト の く ぼみに設置し、 スパナを慎重に反時計周り に
回し て緩めます。

2 古いフ ィ ルタ カー ト リ ッ ジを取り出し、 新しいフ ィ ルタ カー ト リ ッ ジを挿入し ま
す。

3 スニフ ァープローブをハン ドルの上に置き、 キャ ッ プナ ッ ト を手で締めます。

図 79 　 スパナの有無によるスニフ ァーチ ッ プの取り外し

図 80 　 フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジの取り外し
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4 気密性を確認し ます ： 空気の吸引がない場合、 警告 （Protec P3000XL における 
W41、 および 「Low flow （テイ リ ュウ リ ョ ウ ： 低流量）」 における W35） が Protec 
P3000XL 出力されます。 スニフ ァーチ ッ プ先端を閉じ ても警告が出力されない場
合、 スニフ ァーチ ッ プのネジ接続部のリーク、 またはフ ィ ルタ カー ト リ ッ ジが適
切に取り付けられていません。

5 スニフ ァーチ ッ プ先端のプ ラスチ ッ クキャ ッ プを取り外し ます。

6 スニフ ァーチ ッ プ先端を指で閉じ ます。 警告がない場合はキャ ッ プナ ッ ト を締め
ます。 それでも警告がない場合は、 フ ィ ルタ カー ト リ ッ ジの取り付けを確認し ま
す。

7 スニフ ァーチ ッ プ先端のプ ラスチ ッ クキャ ッ プを取り付けます。

8 リーク レー ト を正確に表示するため 、 Protec P3000 を再校正し て く だ さい。

7.6  キャ ピ ラ リーフ ィ ルタの切り替え  （SL3000 のみ） 

スニフ ァーチ ッ プ先端に、 2 種類のキャ ピ ラ リーフ ィ ルタ をに取り付ける こ とがで
きます。

7.6.1 金属製から プ ラスチ ッ ク製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタへの

切り替え

金属製キャ ピ ラ リ ーフ ィ ルタから プ ラ スチ ッ ク製キャ ピ ラ リ ーフ ィ ルタへ切り替
える と きは、 テーパーガスケ ッ ト を取り外す必要があ り ます。 プ ラスチ ッ ク製キャ
ピ ラ リーフ ィ ルタは、 テーパガスケ ッ ト とは合いません。

1 スニフ ァーチ ッ プ フ ラ ンジの 2 つのプ ラスネジを取り外し、 スニフ ァーチ ッ プを
取り外し ます。

2 小さ なピンまたは針 （約 0.5 mm） を使用し、 金属キャ ピ ラ リーをスニフ ァーチ ッ
プ先端から押し出し ます。

図 81 

番号 説明 番号 説明

1 テーパガスケ ッ ト （黒または白） 3 プ ラ ス チ ッ ク 製キ ャ ピ ラ
リーフ ィ ルタ

2 金属製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ

1 2

3
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次のスニフ ァーチ ッ プの金属キャ ピ ラ リーも同様に取り外すこ とができます ：

3 金属キャ ピ ラ リーを取り外し、 スニフ ァーチ ッ プ先端から テーパガスケ ッ ト を取
り外し ます。

注記 金属キャ ピ ラ リーは、 エアブロー、 または細い針金で清掃できます。

図 82 　 金属キャ ピ ラ リーの押し出し

図 83 　 スニフ ァーチ ッ プ フ ラ ンジから突き出た金属キャ ピ ラ リー

カ テ ゴ リ ー番
号

長さ

122 09 FT600 600 mm フ レキシブル

122 13 ST312 120 mm リ ジ ッ ド

122 14 FT312 120 mm フ レキシブル

122 15 ST385 385 mm リ ジ ッ ド

122 16 FT385 385 mm フ レキシブル

122 18 FT200 200 mm リ ジ ッ ド

122 66 FT250 250 mm フ レキシブル

122 72 ST500 500 mm 角度 45°
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4 金属キャ ピ ラ リーを再挿入し、 スニフ ァーチ ッ プを再設置し ます。

5 プ ラスチ ッ ク製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ をスニフ ァーチ ッ プに取り付けます。

6 リーク レー ト を正確に表示するため 、 Protec P3000 を再校正し て く だ さい。

7.6.2 ププ ラスチ ッ ク製から金属製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタへの

切り替え

注記 プ ラスチ ッ ク製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタから金属製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタへ切

り 替え る と きは、 テーパガスケ ッ ト の再設置を忘れないで く だ さ い。 スニ

フ ァーラ イ ン SL3000 がリーク し ます。

1 プ ラスチ ッ ク製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ を取り外し ます。

2 テーパガスケ ッ ト を挿入し ます （図 81）。

3 キャ ピ ラ リーをスニフ ァーチ ッ プに再挿入し ます。

4 スニフ ァーチ ッ プ先端に金属製キャ ピ ラ リーフ ィ ルタ を取り付けます。

5 リーク レー ト を正確に表示するため 、 Protec P3000 を再校正し て く だ さい。

7.7 PRO-Check ガス リザーバの交換

注記 設置の 48 時間前に新しいガス リザーバのフ タ を取り外し て く だ さい。 保管

中の メ ン ブ レ ンへのガ スの蓄積に よ り、 フ タ 開放直後の リ ー ク レ ー ト は

「Inspection Certificate （検査証明書）」 よ り も高 く な り ます。 フ タ開放直後の

新しいガス リザーバを校正に使用し ないで く だ さい。

1 PRO-Check を引き出し ます。内部校正器 PRO-Check 磁気ホルダーで固定されてい
るため、 簡単に引き出すこ とができます。

2 ガス リザーバを反時計周り に回し て取り外し ます。

図 84 　  内部校正器 PRO-Check の本体ユニ ッ ト からの取り外し
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注記 ガラスチューブが汚れている場合は、 慎重に清掃し て く だ さい。

3 新しい リザーバを取り付けます。

注 意
ホルダー内部には、 フ ォ ト セルを汚れから保護するためのガラ スチューブ、 およ

び O リ ングがあ り ます。 このガラスチューブを紛失、 および破損し ないよ う注意

し て く だ さい。

図 85 　  O リ ング

図 86 　  ガス リザーバの設置
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注記 新しい リザーバは六角ナ ッ ト スパナで取り付けて く だ さい。

4 PRO-Check を Protec P3000 に再設置し ます。

注記 PRO-Check は Protec P3000 に完全には合いません。 Protec P3000 のフ ロン

ト パネルと PRO-Check の間には、 わずかな隙間ができます。

交換用ガス リザーバに同梱されている 「Inspection Certificate （検査証明書）」 には、
シ リ アル番号、 および新し い リ ーク レー ト と その他のリ ーク特定情報を含んだ 12
桁のコー ド が記載されています。 メ イ ン メ ニューから 「History & Maintenance （リ
レキ メ ンテナンス ： 履歴 & メ ンテナンス）」 / 「Replace PRO-Check （PRO-Check
ヲ コウカ ンシテ クダサイ ： PRO-Check の交換）」 へ行きます。 開いたサブ メ ニュー
において、 1 行目にシ リ アル番号、 2 行目に 12 桁のコー ド を入力し、 「OK」 を押し
ます。

注記 内部校正器 PRO-Check を設置し てから 「OK」 を押し て く だ さい。

図 87 　 PRO-Check と フ ロン ト パネルの隙間
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注記 新しい リークに関連する コー ドの入力は重要です。 入力が不適切な場合、 内

部校正器による正確な校正、 および校正の ト レーサビ リ テ ィ は保証されませ

ん。

注記 空の容器は再使用できないため、 各国の法規に基づいて廃棄し て く だ さい。

5 PRO-Check 有効期限の警告
PRO-Check 有効期限の警告は 14、 30、 60 または 90 日前のいずれかに調整できま
す。
メ イ ン メ ニューにおいて 　 「Setting （セ ッ テ ィ ング）」 / 「Miscellaneous （ソ ノ タ ：
その他）」 / 「PRO-Check warning time expieration date （ケイ コ クジガン ユウコウ キ
ゲン ： PRO-Check 有効期限の警告）」 へ行き、 14、 30、 60 または 90 日のいずれか
を選択し 「OK」 を押し ます。

図 89 　 警告の調整

図 88 　  PRO-Check 交換の入力画面
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8 ガスラ イブ ラ リ

Protec P3000 の運転ソ フ ト ウ ェ アは、冷凍空調産業に関連する約 100 種類の等価ガ
スのリ ス ト を含んでいます。 これらの等価ガスは ROM （read only memory ： 読み出
し専用メ モ リ） に保存され、 このメ モ リのリ ス ト に含まれているガス、 および ト リ
ガーレベルは、 対応するサブ メ ニューを通し て選択できます。 ROM に含まれてい
るデータは変更できません。 デフ ォル ト では、 次のガスが Protec P3000 のラ イ ブ
ラ リ に含まれています。

ガス名称 
（最大 5 文字）

その他の名称
分子質量 （amu)

R11 CFCl3 137.4

R12 CF2Cl2 120.9

R12B1 CF2ClBr
Halon 1211

165.4

R13 CF3Cl 104.5

R13B1 CF3Br
Halon 1301

149

R14 CF4 80

R21 CHFCI2 102.9

R22 CHF2CI 86.5

R23 CHF3 70

R32 CH2F2 52

R41 CH3F 34

R50 CH4
メ タ ン

16

R113 C2F3Cl3 187.4

R114 C2F4Cl2 170.9

R115 C2F5Cl 154.5

R116 C2F6 138

R123 C2HF3Cl2 152.9

R124 C2HF4Cl 136.5

R125 C2HF5 120

R134a C2H2F4 102
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R141b C2H3FCl2 117

R142b C2H3F2Cl 100.5

R143a C2H3F3 84

R152a C2H4F2 66.1

R170 C2H6
エ タ ン 

30.1

R218 C3F8 188

R227ea C3HF7 170

R236fa C3H2F6 152

R245fa C3H3F5 134

R290 C3H8
プロパン 

44.1

R356 C4H5F5 166.1

R400 50% R12
50% R114 の混合ガス

141.6

R401A 53% R22
13% R152a
34% R124 の混合ガス

94.4

R401B 61% R22
11% R152a
28% R124 の混合ガス

92.8

R401C 33% R22
15% R152a
52% R124 の混合ガス

101

R402A 38% R22
60% R125
2% R290 の混合ガス

101.6

R402B 60% R22
38% R125
2% R290 の混合ガス

94.7

R403A 75% R22
20% R218
5% R290 の混合ガス

92

ガス名称 
（最大 5 文字）

その他の名称
分子質量 （amu)
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R403B 56% R22
39% R218
5% R290 の混合ガス

103.3

R404A 44% R125 
52% R143a
4% R134a の混合ガス

97.6

R405A 45% R22
7% R152a
5.5% 142b
42.5% RC318 の混合ガス

111.9

R406A 55% R22
4% R600a
41% R142b の混合ガス

89.9

R407A 20% R32
40% R125
40% R134a の混合ガス

90.1

R407B 10% R32
70% R125
20% R134a の混合ガス

102.9

R407C 23% R32
25% R125
52% R134a の混合ガス

86.2

R407D 15% R32
15% R125
70% R134a の混合ガス

91

R407E 25% R32
15% R125
60% R134a の混合ガス

83.8

R407F 40% R134a
30% R125
30% R32 の混合ガス

82.1

R408A 7% R125
46% R143a
47% R22 の混合ガス

87

R409A 60% R22
25% R124
15% R142b の混合ガス

97.4

R409B 65% R22
25% R124
10% R142b の混合ガス

96.7

ガス名称 
（最大 5 文字）

その他の名称
分子質量 （amu)



120 ガスラ イブ ラ リ

取
扱

説
明

書

R410A 50% R32
50% R125 の混合ガス

72.6

R410B 45% R32
55% R125 の混合ガス

75.6

R411A 1.5% R1270
87.5% R22
11% R152a の混合ガス

82.4

R411B 3% R1270
94% R22
3% R152a の混合ガス

83.1

R411C 3% R1270
95.5% R22
1.5% R152a の混合ガス

83.4

R412A 70% R22
5% R218
25% R142b の混合ガス

92.2

R413A 9% R218
88% R134a
3% R600 の混合ガス

104

R414A Blend of
51% R22
28.5% R124
4% R600a
16.5% R142 の混合ガス

96.9

R415A Blend of
82% R22
18% R152a の混合ガス

81.7

R416A Blend of
59% R134a
39.5% R124
1.5% R600 の混合ガス

111.9

R417A 50% R134a
46% R125
4% R600a の混合ガス

106.7

R422D 65.1% R125
31.5% R134a
3.4% R600a の混合ガス

112.2

ガス名称 
（最大 5 文字）

その他の名称
分子質量 （amu)
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R438A 45% R125
44.2% R134a
8.5% R32
1.7% R600
0.6% R601a の混合ガス

104.9

R441A 54.8% R290
36.1% R600
6% R600a
3.1% R170 の混合ガス

49.6

R442A 31% R32
31% R125
30% R134a
5% R227ea
3% R152a の混合ガス

81.8

R448A 26% R32
26% R125
21% R134a
20% R1234yf
7 % R1234ze の混合ガス

99.3

R449A 25.7% R134a
25.3% R1234yf
24.7% R125
24.3% R32 の混合ガス

87.2

R450A 58% R1234ze
42% R134a の混合ガス

109

R452A 59% R125
30% R1234yf
11% R32 の混合ガス

103.5

R452B 67% R32
26% R1234yf
7% R125 の混合ガス

72.9

R500 74% R12
26% R152a の混合ガス

99.3

R501 75% R22
25% R12 の混合ガス

93.1

R502 49% R22
51% R115 の混合ガス

111.6

R503 40% R23
60% R13 の混合ガス

87.3

ガス名称 
（最大 5 文字）

その他の名称
分子質量 （amu)
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R504 48% R32
52% R115 の混合ガス

79.3

R505 78% R12
22% R31 の混合ガス

103.5

R506 55% R31
45% R114 の混合ガス

93.7

R507 50% R125
50% R143a の混合ガス

98.9

R508A 39% R23
61% R116 の混合ガス

100.1

R508B 46% R23
54% R116 の混合ガス

95.4

R513A 44% R134a
56% R1234yf の混合ガス

108.7

R600 C4H10
ブ タ ン

58.1

R600a C4H10
イ ソ ブ タ ン

58.1

R601 C5H12
ペン タ ン

72.2

R601a C5H12
イ ソペン タ ン

72.2

R601b C5H12
ネオペン タ ン

72.2

R601c C5H12
シク ロペン タ ン

70.1

R1233z C3H2ClF3 130.5

R1234y C3H2F4 114

R1234z C3H2F4 114

R1243z C3H3F3 96

Air 29

Ar アルゴン 40

CO2 R744 44

ガス名称 
（最大 5 文字）

その他の名称
分子質量 （amu)
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H2 水素 2

H2O R718 18

He ヘ リ ウム 4

HT135 Galden HT135 610

Kr ク リ プ ト ン 84

N2 窒素 28

Ne ネオン 20.2

NH3 R717 17

O2 酸素 32

SF6 146.1

Xe キセ ノ ン 131.3

ZT130 Galden ZT130 497

ガス名称 
（最大 5 文字）

その他の名称
分子質量 （amu)
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9 EU 適合宣言

図 90
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